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ディーは人型魔装具です。２
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プロローグ





　レベル７地域転送門との接続……失敗。再試行。接続……失敗。

　転送門の自己診断プログラム開始。解析中。転送門に問題なし。レベル７地域転送門との接続……失敗。座標データ確認。

　レベル７地域転送門の座標データ……消失。

　接続不能。接続不能。接続不能。接続不能。



　以下の可能性があります。



１．自己診断プログラムでは検知できないエラー。

２．転送門の使用制限（レベル７地域にはプロの資格が必要です）。

３．「塔」内部の転送門の破損。破壊。



　３．の場合、至急、現地にて調査および修復の必要あり。



    

  
    
      


第一章　今日から始まる選抜チーム





　学園は夏季長期休業を前にしていた。夏季期末試験の遊馬あすまの成績はさんざんなものだ。遊馬とディーとさつきは職員室に呼ばれ、草くさ壁かべのデスク前に三人並ばされる。

「鬼おに切きりさんがいながら厳島いつくしま君のこの成績の悪さはどう説明してくれるんですか？」

　さつきはムッとしながら遊馬の顔を指さした。

「フォローしきれないわよ。まじめにやらないんだから」

「俺おれはまじめだ！　ちゃんとがんばった！」

　遊馬も試験で手を抜いたつもりはない。

「……ごめんね。遊馬……」

　ディーがしゅんとしてしまう。現在、ディーは大絶賛不調中だった。防壁がうまく張れないのだ。

「いや、ディーの調子が悪いのは……お、俺のせいでもあるわけだし」

「お互いをかばい合う精神は美しいですが、これでは困ります。選抜チームに推薦した私の身にもなってください」

　草壁から出た聞き慣れない単語に遊馬は首をかしげた。

「なんだその選抜チームってのは？」

「学年やクラスの垣根を越えて、相性の良いであろう成績優秀者を集めてチームを編成することになったんです。今日呼び出したのは何も小言を言うためじゃないんですから」

「あたしが選ばれて、遊馬は選ばれなかったってことかしら？」

　胸を張ってさつきはアホ毛をフリフリさせた。ちなみに、張ってもそれほど自己主張しない謙虚な胸だ……と遊馬は思う。

「で、なんで選ばれない俺が呼ばれるんだ？」

「それは簡単よ。ディーが選ばれたの。あんたはそうね……ディーの付属物としてこの場にいることを許可されているってところかしら？」

　遊馬はドッと重たい息を吐く。

「まあわからんでもないが、試験の結果はこの通りだしな。さつきだけ選抜されたんだろ？　俺みたいな成績不良に対する当てつけか先生？」

「当てつけだなんてとんでもない。三人ともですよ。ディーさんは厳島君とセットですね。他ほかのメンバーはというと、まず二年生の楠くすノの葉はさん。それと一年生の小お山やま田だ君に三年生の久く遠おんさんでチームになってもらいます」

　眼鏡めがねをクイッとあげると草壁は微笑ほほえんだ。

「夏季長期休業中に、こちらからメールで指示を出します。合宿などもありますしきっと楽しいですよ？」

　即座にさつきのアホ毛がピンッと反応した。上機嫌だったり不機嫌だったりするたびに忙しくぴょこぴょこ動く様は、猫の尻尾しつぽのようでかわいくもある。彼女のトレードマークだ。

「ちょっと待ちなさいよインチキ教師！　桂けいはともかく、誰だれよ他ほか二名は？」

「新キャラですよ。そんなに目くじらを立てることもないでしょう鬼おに切きりさん」

「……新キャラ？　遊馬あすま。新キャラってなに？」

　ディーが遊馬の手を軽く引きつつ首をかしげた。遊馬を見上げる瞳ひとみはどこか不安げで、心細そうだ。思わず抱きしめたくなるような愛らしさ……だが、遊馬はぐっとこらえる。

　うっかりそんなことをしようものなら、さつきの鞭むちが飛んでくるだろう。

「……ディーはいらなくなっちゃう？」

「大丈夫だから安心しろ。ディーと離ればなれにはならないから」

「……よかった。遊馬と一緒にいられて嬉うれしいよ。とっても」

　ディーの表情が明るくなった。遊馬はそんな笑顔を直視できなくて顔を背ける。

（――武器がかわいすぎるのって……致命的な大問題だろ。いや、でもディーはレディーにならなきゃいけないんだから、人間としてかわいくなることは正しいことであり……）

　と、思索にふける遊馬にさつきの鋭い視線が突き刺さった。

「今、何か変な妄もう想そうを膨らませなかった？」

「膨らませてない！　ディーと視線が合っただけで即犯罪者扱いすんなよ。にしても、新キャラなんて奇妙な言い方しやがって……結局何がどうなるんだ？」



    

  
    
      



    

  
    
      　遊馬あすまはさつきの視線をかわしつつ、草くさ壁かべを半眼視する。魔装士協会のエージェントという裏の顔を持つ担任が、何も企たくらんでいないわけがない。

　草壁は穏やかな笑みを浮かべていた。

「楽しく充実した夏休みをエンジョイしてほしいだけです。残念ながら私は雑務で忙しくて引率できませんが、そこらへんのことは三年生の久く遠おんさんにお任せしていますので」

　さつきのアホ毛がピクンッ！　と揺れる。

「まさかその三年生がリーダーなのかしら？　あたしの方が適任よ！　上級生だからって統率力があるとも限らないわ」

「まあそう言わずに。他ほかに何か質問はありますか？」

「小お山やま田だ君……って言ったよな。男がいるのか？」

「不満ですか厳島いつくしま君？　せっかくのハーレムが台無しですからね」

「んなわけあるか！　ホッとしてるんだ。俺おれ以外に男がいて」

「あんた、もしかしてそっち系なの？」

　さつきが目を丸くさせた。口元を押さえていかにも「あたしはショックを受けました」といわんばかりだ。ディーも興味を示したようで遊馬の顔をじっと見つめた。

「……遊馬、そっち系？　そっちってどっち？」

「こらさつき！　ディーが変なことに興味をもっちまっただろうが。いいかディー……世の中には別に知らなくてもいい知識ってのがごまんとあるんだ」

「……そっちは知らなくていい知識。ディー、覚えたよ」

　うんうんとディーは二回、小さくうなずいた。素直で仕草の一つ一つがいちいち小動物チックにかわいらしい。

「ははは。ディーさんそっち系というのは男色家傾向という……」

「黙れ眼鏡めがね。ディーをレディーにするっていう課題は続行中なんだろうが！」

　遊馬のツッコミに草壁は楽しげに目を細めた。

「では、これよりミーティングに行ってもらいます。初対面の相手がいるからといって気き後おくれしないでくださいね。三人とも私のクラスの代表なんですから」

「あたしとディーは当然として、あんたがついてくるのが心配ね。ほ、本当はそこそこの実力はあるけど、成績だけみればあんたが選抜されるのにふさわしくないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだし」

　さつきが分析する横でディーの表情が悲しげになった。今にも泣いてしまいそうだ。

　さつきは慌てて付け加えた。

「けどディーが寂しがるし千歩譲って認めてあげる。大サービスよ。ほら、とっととミーティングの場所を白状しなさいインチキ眼鏡！」

　パアッとディーの表情が明るくなる。

「鬼おに切きりさん。せめてインチキ教師にしてください。その言い方では眼鏡が伊だ達てでレンズに度が入っていないようじゃありませんか。えー、ちなみに会場は旧校舎の四階になります」

「インチキ教師ならいいのかよ。っと、旧校舎があるなんて初耳だな」

「あるところにはあるものなんですよ。そちらに選抜チームの共有スペースとなる部屋を一室用意しましたから、皆さんで好きなように使ってください」

　ディーは「むー」と口を結んで考え込んでいる。

「……遊馬あすま。お部屋が増えるの？　今度は遊馬と住めるの？　さつきも一緒？」

「一緒に住むわけないでしょ？　遊馬は室内犬じゃないんだし。基本的には外ね」

「人を犬扱いすんな！　ともかくディー……なんて説明すりゃいいんだか……そうだな、部室みたいなもんだ！」

「……部室？」

「部活がわからなきゃ部室って言われてもわからんよな。百聞は一見にしかず。ともかく行ってみようぜ！」

　草くさ壁かべから簡単な手書きの地図を受け取ると、遊馬たちは職員室を後にした。



　旧校舎は本校舎から徒歩で十五分ほどのところにあった。遊馬たちの通学路とは反対方向なため、今の今までその存在に遊馬たちが気づくことはなかったのだ。旧校舎といっても手狭なだけで、建物自体あまり古びた感じもしない。

「あっちゃん！　ディーちゃん！　さつきちゃん！　こっちこっち！」

　校門前で元気いっぱいに三人に手を振るのは、ふんわりと優しい雰囲気の女の子だった。少女は手だけでなく、腕ごと、半ば身体からだもろとも左右させている。そのたびにセミロングの髪がふわりふわりと揺れた。

　子供っぽい仕草とは裏腹に、その容姿は大人おとなびていてお姉さんチックである。楠くすノの葉は桂けい。遊馬とは親しん戚せき関係で、幼い頃ころから姉弟のように育てられた少女だ。

「声がでかいんだよ……はずかしいな」

　遊馬はがっくりとうなだれた。ディーは桂に倣ならうように一生懸命手を振って返している。

　重い足取りの遊馬だが、ディーに引っ張られて校門前にたどり着いた。

「これで顔見知りは全員揃そろったね？」

　桂は満足そうにうんうんと身体ごとうなずいた。そのたび、たわわな胸がたゆんと上下する。大きくアクションすると常に揺れてしまう困った胸の持ち主だ。桂本人曰いわく「愛がつまっている」んだとか、なんだとか。

「ほら、とっとと中に入りましょ？　暑くてかなわないわ」

　さつきが恨めしそうに太陽を見上げる。ディーだけが汗一つかかず涼しい顔をしていた。

「賛成だな。確か四階か……エレベーターなんて気の利いたもんはないんだろうな」

　正面玄関を開けると、外以上のむわっとした熱気がドアから押し出されてきた。思わず遊馬は顔をしかめる。中はサウナ状態だ。

　外履きから履き替えて廊下を進む。館内の地図にはエレベーターとおぼしきものは見あたらない。

　遊馬あすまの懸念した通り、四人は旧校舎に入ると四階まで階段で上らされた。その途中途中の通路は、段ボール箱の山や得体の知れないがらくたで埋まっている。

　どうやら旧校舎とは名ばかりで、建物全部が物置にされているらしい。

　草くさ壁かべの指定した四階の教室は角部屋である。なんとかたどり着いた一行を立て看板が出迎えた。



〈この部屋を自由に使ってください。少し散らかっていますので、自分たちで片付けるように。部屋の内装などは自由にしていいですよ。あと、この部屋のエアコンを操作するリモコンがどこかにいってしまいました。片付けていたら出てくるんじゃないですか？　草壁〉



「死ね！　何が自由に使えだ！　眼鏡めがねのレンズ全部割れればいいッ!!」

　立て看板を殴りつけて遊馬は吠ほえた。

「……遊馬。下がって」

　急にディーの表情が引き締まった。遊馬の前に立ち警戒する。

「どうしたんだディー？」

「……何か……いる」

　ディーの視線はあてがわれた部屋の扉を見据えていた。

　ガサリッ！　と、中から奇妙な物音が廊下にまで響く。

「誰だれかいるのかな？　大丈夫だよディーちゃん。きっと他ほかの選抜チームの生徒だよ」

　桂けいがまったりとした口調で無警戒に扉に手をかけた。

　ガラガラガラ……と、開けると部屋の中は薄暗い。段ボールや机に椅い子すに棚やら機材やら、果てはどうしてここにあるのかわからないのだが、遊園地などで見かけるポップコーンの移動販売カートまで置いてあった。

「……遊馬。ポップコーンだよ」

　警戒していたはずのディーがポップコーンカートに瞳ひとみを輝かせた。

「いや、ちょっと待てディー。ポップコーンカートよりアレの方が気にならないか」

　奇妙なうめき声のする方に遊馬が視線を動かすと、少女が崩れた段ボールの下敷きになっていた。少女の黒髪が床に広がっている。ロングのストレートで艶つやのある美しい髪だった。が、それも今は敷物のように地べたに広がって台無しだ。

「くぅさぁかぁべぇ……この恨みぃはらさで……あ、あらあら、やっと来ましたの？」

　ぱっとスイッチで切り替えたように、般はん若にやの形相から少女はにっこりとした笑顔をみせる。黒髪の美しさから大和やまと撫子なでしこを想像していた遊馬だが、良い意味で裏切られた。瞳の色が綺き麗れいなアイスブルーなのだ。和と洋のコラボレーション。なぜか遊馬は生クリーム入りのイチゴ大福を思い起こしていた。

「あら！　ディーさんってばお人形さんみたいで本当にかわいい。噂うわさ通りですのね」

　アイスブルーの瞳ひとみはうっとりとディーに見入っている。

「……誰だれ？」

「自己紹介が遅れましたわ。わたくしは久く遠おんエリザ。三年生ですのよ！　これから選抜チームのリーダーとして、みなさんにいろいろと指導していく立場ですわ」

　遊馬あすまは言おうか言うまいか０・２秒ほど悩んだがやはり言うことにした。

「指導していくってわりには、なんで下敷きになってるんだ？」

「う、うるさいですわね！　細かいことをぐちぐちと。だいたいわたくしが今回のリーダーを引き受けたのも、美少女がたくさんいるからという条件があってのことでしてよ！　なんでむさ苦しい異物が……男が二人も交ざっているのかしら？」

　遊馬は何もしていないのに、さっそくエリザに因縁をつけられた。

「ったく。犬扱いの次は異物かよ」

　さつきはというと……なぜかムッとしている。

「聞き捨てならないわね。あんたが遊馬の何を知ってるっていうのよ？」

　敵意をむき出し……なのにエリザの表情がほころんだ。

「あぁん、あなたが鬼おに切きりさつきさんですのね。なんて冷たいま・な・ざ・し♪　その奥に怒りの炎が揺らめく瞳……ゾクゾクしてしまいますわ！　もっとわたくしを見つめてくださいませ」

　エリザは段ボールに下敷きにされたまま恍こう惚こつの表情を浮かべていた。

　さつきが一歩下がる。エリザの放つ「女の子好き好きオーラ」に完全にどん引きしていた。口の端をひくひくと引きつらせている。

「な、何言ってるのよ？　ちょっと桂けい！　あんたもなにか言ってやりなさいよ」

「あの、そのままだと大変じゃないですか？」

　一応三年生ということも考慮して桂はエリザに敬語で接した。エリザは少し困ったような表情になる。アイスブルーの瞳が悲しみに染まった。

「学園のアイドルの楠くすノの葉は桂さんに敬語で接せられるなんて。帰国子女のわたくしにそんな気遣いは無用ですわ。どうかお願いですから、もっとフレンドリーに接してくださいませ」

「えっと。わ、わかったよエリザちゃん」

　すんなり相手に合わせる桂だが、エリザの押しの強さにやはりこちらもたじたじである。

　遊馬はため息を一つ。

「で、いつまでそうしてるんだお前は？」

「そうですわね……」

　エリザはぐいっと首をあげる。遊馬を守るようにしてディーがエリザの前に立ちふさがった。

「あら……クマさん柄♪」

「ディー下がれ！　こいつは変態だ！」

「……変態？」

「ともかく下がるんだ！」

「……うん」

　ディーはコクリとうなずいて遊馬あすまにポムンと抱きつくように逃げた。

「もう少し拝見していたかったのに残念ですわ。それにしてもピュアな美少女に入れ知恵をするなんて、これだから男ってデリカシーのかけらもなくて、野蛮で獰どう猛もうで攻撃的で野獣なんですわ」

　タコのように口をとがらせるエリザに、遊馬はできうる最大限の冷淡な視線を浴びせかける。が、エリザは遊馬以上に冷たい視線で返してきた。逆に遊馬の方がその胆力に気け圧おされてしまいそうだ。

「二人とも喧けん嘩かはなしだよ？　とりあえずこの段ボールどかそうねエリザちゃん？」

　エリザの背中の段ボールに桂けいが手をかけた。

「そうですわね。いずれ仲良くなって一緒に女の子同士、お風ふ呂ろに入れば……もっともっと……ごにょごにょ……うふふ楽しみですわ」

「あっちゃん。この人はこのままにしておく方がいいと思うな」

　持ち上げようとした段ボールからパッと手を離して桂はうんうんとうなずく。

「いやそうもいかんだろ。部屋を片付けないと……エアコンが起動できれば御の字だが、せめて窓を開けられるよう窓際まで道を確保しなくちゃならんし」

　ディーが近場の段ボールの一つを持ち上げた。エリザの首の可動範囲を踏まえつつ、パンツが見られない角度を維持して段ボールを抱え、廊下に運び出す。お手伝いをするちびっ子のような、思わず褒めたくなる仕草に遊馬は見入ってしまった。

　廊下に出たディーだが段ボールを置こうにも……置き場がない。廊下も人がやっと通れるほどしかスペースが余っていないのだ。

　そんなディーの腕から荷物の重さがフッと消失する。

「……誰だれ？」

「僕は小お山やま田だ真しん悟ご。一年生さ」

　軽々と荷物を手にした青年は、遊馬以上に引き締まった体つきをしていた。が、どこか柔和な雰囲気で、まったり感は桂に通じるものがある。弦楽器のチェロを入れるケースを背負っていた。それだけでかなり重そうなのに、サウナのような廊下で真悟は息一つ切らさず涼しい顔をしている。

　ディーから勝手に受け取った段ボールを真悟は階段の踊り場まで運ぶと、ゆったりとした足取りで遊馬たちの元に合流した。一連の動きを見守っていた遊馬が胸をなで下ろす。

「どうやら二人目はまともなようだな」

「なんですって!?　それではまるでわたくしがまともではないみたいですわよ！」

　さつきが遊馬に同意するようにうなずく。

「実際そうじゃない。あからさまに怪しいわよ。それになれなれしいわ。あんたはディーの半径一メートル以内に入らないこと！　いいわね？」

「なら、わたくしは鬼おに切きりさんに密着したいですわ」

「なんであたしが標的になるのよ！」

　エリザは両手でほっぺたを押さえるとポッと赤くなった。

「忌いまわしい男のことなんてわたくしが忘れさせてあげますわ。女の子同士でもっともっと気持ちよく……あらやだ、わたくしとしたことがはしたない」

　さつきが身震いする。狼おおかみから隠れる森の小動物のようにおびえていた。

「け、桂けい！　あんたに任せるわ！」

「えっと……だめだよエリザちゃん。そういうことはその……えっと、まだ早いっていうか女の子が女の子をそういう風に見ちゃうのって、いけないと思うの。あ、でも男の子が女の子をそういう風に見るのもまだ早いよね……うん」

「そうですわね。わたくしとしたことが間違っていましたわ。無む理り強じいなんてそれではまるで男みたいですもの」

「そうじゃなくて……あうぅ」

　桂の説得は通じていなかった。そんなやりとりの間に遊馬あすまはとりあえず段ボールを運び始めていた。特に自己紹介などもなく、真しん悟ごは遊馬が廊下に出した荷物を少し広めの踊り場へと移動させる。

「悪いな。いきなり手伝ってもらって」

「なんで謝るんだい？」

「いや、なんとなくな」

　真悟はさらっとしている。あっさりしすぎて拍子抜けするくらいだが、それが遊馬には心地よい。気が楽だった。

　特に返事もせず真悟は片付けを続ける。ディーも遊馬を手伝って自分が運べそうなサイズの荷物を廊下に運ぶ。なんだかディーは楽しそうだ。

「荷物運びが楽しいのか？」

「……ディーは遊馬の役に立ってるから、嬉うれしいよ」

「そ、そうか。じゃあ俺おれは感謝しないとな。ありがとうなディー」

「……嬉しいよ。がんばるね」

　幸せそうな笑顔でディーは遊馬に応こたえた。遊馬も思わず表情がゆるむ。運び出す仕事のペースも上がった……おかげで、あっという間にエリザは発掘された。

　エリザはしぶしぶ立ち上がり、制服を叩たたいて息を吐く。その制服の腰のあたりにはベルトが巻かれていた。専用ホルスターに納められた、折りたたみ式の弓が彼女の魔装具だ。

「男はこういう時くらいしか役に立ちませんわよね」

　遊馬は反論しようとしたのだが、さつきが遊馬以上にムッとして言い返す。

「助けられておいてそれはないんじゃない？　それに、あたしに断りもなく遊馬を挑発しないでちょうだい。遊馬を手玉にとっていいのはあたしだけよ」

「あぁん、わたくしのことも手玉にとって！」

　身をよじらせるエリザ。さつきのあらゆる攻撃が吸収されてしまう。ゲームなどでは、アンデッド属性に即死魔法が効かなかったりするのだが……まさに二人はそんな相性なようだ。

　エリザが埋まっていたスペースは片付いたが、教室内はまだまだ混こん沌とんが支配している。

「こりゃ夕方までかかるかもしれんな」

　ポップコーンカートを教室の外に押し出しつつ遊馬あすまはがっくりと肩を落とした。



　教室の半分が片付いた。正確には散乱していた机や荷物を教室の後ろ半分においやっただけである。結局エアコンのリモコンは見つからず、開放された窓から西日が部屋に注いでいた。

「暑いわよ……さっと夕立でも降ればいいのに」

　さつきがブラウスのボタンを上から二つ外してぱたぱたとさせた。桂けいもさつきも汗で白いブラウスが肌にぴっとり張りついて、ブラが透けて浮き出てしまっている。ディーは汗をかいていないのだが、さつきがやるのを真ま似ねしてブラウスの胸のあたりをぱたつかせた。

「……暑い暑い」

「ま、まぁ……形から入るのはいいことだぞディー」

「そうね。けどあんまり無防備だと危険なのよね。ほらほら」

　さつきはわざとらしく遊馬の視線に入るように胸をぱたぱたとさせた。が、遊馬の前に少女の影が飛び込んでくる。

「そんな風にわたくしを誘惑なさらないで！　困ってしまいますわ」

　エリザが瞳ひとみを輝かせながらさつきの胸に熱視線を浴びせる。じっと見つめるエリザの口元は緩み、鼻息も女の子にしてはちょっぴりはしたないくらいに荒くなっていた。

「お前、本当に女なのか？」

「もちろんですわよ！　美しいものを美しいと感じる素直な魂の持ち主なだけですわ」

　エリザの目め尻じりがトロンととろけおちる。うっとりしすぎて恍こう惚こつ。まさにそんな感じだ。

「こいつがリーダーってのは先が思いやられるんだが」

　遊馬は教室の前側に机と椅い子すを六セット、向かい合わせに並べる。旧校舎は探してみれば何でも発掘できそうだった。がらくたの中から手て頃ごろな布を桂が見つけてくる。ピンクのそれを机にふわっとかけてテーブルクロスにした。

「うん！　サイズぴったり♪　冷たいお茶で休憩したいね。でも自販機は外まで行かないとないし……」

　桂がどうしようかと遊馬に持ちかけた……ところで、テーブルクロスの上にレジ袋がどかっと置かれた。袋いっぱいに５００ミリリットルのペットボトルが並んでいる。

「さっきまで一緒に片付けしてたよな？　これ、本校舎そばのサンマートで買ってきたのか？　往復すんのに三十分はかかるだろ」

「少し急いできたからね」

　真しん悟ごは呼吸一つ乱れていない。魔装具と同調して走れば往復で十分もかからない……かもしれないが、まるでこうなることを予測していたかのようなタイミングでの買い出しだった。

「真悟でいいかしら？　遊馬あすまが駄犬なら真悟は忠犬ね。遊馬はもっと見習いなさい！」

　さつきがレジ袋の中からコーラを取りだす。よく見れば真悟が買って来たペットボトルは全部違う飲み物だった。

「ありがとうね真悟くん。えっと……種類がバラバラだしお姉ちゃんは最後でいいかな」

「エッチな気分になるお薬が入ってたりしませんわよね？　もしそうだったら大変ですわ。大変ですわよ！」

　エリザがミネラルウォーターのボトルを手に取った。二回も強調するあたり、むしろ入っていてほしいというフリのようだ。

「……ありがとう」

　ディーはぺこりとお辞じ儀ぎした。真悟は穏やかな表情で返す。お礼を言われるようなことはしていない……と、口には出さないがそんな雰囲気で、さつきに犬呼ばわりされようがエリザに警戒されようが、別段気にしていなさそうだ。

「……遊馬。オレンジだよ」

「しかも無果汁か。よかったなディー」

　遊馬も残ったペットボトルからミルクセーキドリンクを手に取った。夏場に甘くて濃厚なこのドリンクを選ぶのは、遊馬くらいなものである。真悟は緑茶のボトルを手に取り、最後に残ったアイスミルクティーが桂けいの手に渡った。

　全員がそこでハッとした。遊馬が代表して口を開く。

「ちょっと待て！　確認したいんだが、さつきはコーラが好きなのか？」

「好きだから取ったに決まってるじゃない。交換しないわよ？　そんな白くてどろっとした不気味な飲み物、あんたくらいしか飲めないでしょ」

「桂先輩は……あ、いや……」

　桂が口をとがらせる。さすがに遊馬もエリザと真悟がいる手前「お姉ちゃん」とは呼びづらい。

「あっちゃん！　エリザちゃんと真悟くんがいるからって恥ずかしがらなくてもいいんだよ？　いつも通り自然体で敬愛の念と甘えたい気持ちを込めて『お姉ちゃん』て呼ぶべきだよあっちゃん！」

「いや、恥ずかしいだろ！　だいたいなんだその甘えたい気持ちってのは」

　エリザがすかさず首をつっこんでくる。瞳ひとみがキラキラして頬ほおも紅潮していた。明らかに興奮している。

「何が恥ずかしいんですの？　わたくし恥ずかしいことってとっても気になるお年とし頃ごろですの」

「あのねエリザちゃん。あっちゃんとわたしって家族みたいに子供の頃ころからずっと一緒だったの。だからあっちゃんにはわたしのことを」

　遊馬あすまが桂けいの言葉を打ち消すように叫んだ。

「うおわああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

「お姉ちゃんって呼んでほしいんだけどッ!!」

　負けじと桂も声を張る。二つの吠ほえ声が同時に響いた。エリザにはばっちり聞こえたようで、両手を祈るように組んで桂をあがめるように潤んだ瞳ひとみで見つめる。

「では、今日からわたくしがお姉様とおよびしますわ！」

「でもエリザちゃんはわたしより上級生さんだよ？」

「お慕いしております。お姉様」

　エリザがいっそう頬ほおを赤らめる。

「わ、わかった。あっちゃん。しばらくは先輩でいいから！　エリザちゃんもお姉様は禁止！　禁止だよ！」

　桂すらもエリザの前では形なしだ。遊馬は途中で言いたいことがぶつ切りにされて居心地が悪い。そんな遊馬にさつきが聞き返す。

「それでなにがどうなのよ？」

「俺おれはこんなクソ暑い中でもミルクセーキドリンクはいける。いや、むしろ消費したカロリーを取り戻すためにも歓迎なわけだ。桂先輩はもし真しん悟ごが買ってきてくれなかったら、何を買ってたんだ？」

「アイスミルクティーかレモンティーかな……あ」

　桂がぱふんと軽く柏かしわ手でを打った。

「もしかして真悟くん、みんなの好みに合わせて別々の飲み物を買ってきてくれたの？」

　緑茶のボトルキャップをコキュっとひねりながら真悟は微笑ほほえんだ。

「偶然かな」

　湿り気を帯びた風が教室に吹き込んでくる。涼風とは言い難いが無風状態よりはよっぽどましだった。

「と、ともかくいただくぜ。ありがとうな」

「どういたしまして」

　ミルクセーキドリンクで遊馬は生き返った。全身に糖分が染みこむ。少し喉のどがひりつくが、元気がわいてくる。

「ところで、真悟は何組なんだ？」

「Ｅ組だよ」

「魔装具はその背中のケースの中か。ずいぶんデカイんだな」

「これくらいのサイズじゃないと同調しなくてね。遊馬君……でいいかな」

「あ、ああ。遊馬でもいいんだが、好きに呼んでくれ」

「遊馬君の魔装具は彼女なんだよね」

　遊馬あすまではなくディーがコクリとうなずいた。

「よろしくね」

「……よろしくお願いします」

　ディーはもう一度お辞じ儀ぎをした。静かで穏やかで落ち着いている。そんな真しん悟ごにさつきのアホ毛がピンっと反応する。

「エリザは変態なのになんで真悟はそんなに普通なの!?　男なら男らしく遊馬にライバル心とかむき出しにしなさいよ！」

「なんでお前はそうトラブルを起こそうとするんだ」

　遊馬のじっとりとした視線にさつきは吠ほえ返す。

「その方がいいじゃない。盛り上がるでしょ？」

「ならわたくしが盛り上げて差し上げますわ。先日、第十三独立寮から一人退寮した方がいらっしゃいまして……ばっちりその空き部屋に転居申請も済ませてありますの」

「あ、あはは。じゃあ二学期からは一緒に登下校だね。よろしくねエリザちゃん」

　桂けいはがんばって笑顔をつくっていた。普段のおっとりほんわかした笑顔ではないので不自然だ。

「登下校だけでなくて、おはようからお休みまでご一緒しますわよお姉様！」

「お、お姉様は禁止！」

　暴走の勢いそのままにエリザの視線がディーをロックオンする。

「ならディーさんはわたくしの妹にして差し上げますわ。これからはわたくしをお姉様と慕ってくださって結構でしてよ。手取り足取り……いろいろと教えて差し上げますから」

「……いろいろ？」

　ディーは判断を仰ぐように遊馬の顔を見つめた。どうしていいのかわからずディーは困惑している。遊馬とさつきがディーを背中にかばった。

「ディーに触れるな。精神的にも身体からだ的にも！」

「遊馬！　あんただけじゃ頼りないからあたしも守るわ！」

　まるで雛ひなを守る親鳥のつがいのように、遊馬とさつきの呼吸はぴったりだ。

　そんな仲むつまじい（？）様子に真悟は目を細めてから、ゆっくりと視線を窓の外に向ける。西日が落ちて夜空に星が瞬またたきだしていた。

　長い長い、夏休みが始まろうとしている。



　草くさ壁かべのメールで選抜チーム一同が集められたのは、部室を片付けた翌日のことだった。

　メールの内容は無駄にだらだらと長い。要約するとこうである。

〈選抜チームには長期夏季休業の間、戦闘力の向上とチームワーク強化のために合同訓練をしてもらいます。現地に到着次第、それぞれが自己判断で訓練メニューを作り自主的に行動してください。生徒の自主性を尊重します。これは断じて手抜きではありません〉

　草壁の指令その一。それが水上および水中における活動訓練だった。

「って、何が訓練だ何が！　自主性って実質放任じゃないか！　場所だけ指定してあとは好きにしろっていうのか？」

　遊馬あすまはがっくりと肩を落とした。ここに着くまでにもバスの中で「市民プールだよな？　このまま行ったらプール確定だよな？　他ほかにそれらしい施設なんてないよな？　いや、もしかしたらプールの地下に学園かラボの水中活動訓練所があるとか……」と半信半疑だった遊馬だが、その期待は悪い方に裏切られた。

　あるのは虹にじ浦うら市営プールだけだ。草くさ壁かべのメールの内容を遊馬は反すうする。ここで自主的に行動しろ……他に言葉が思い浮かばない。

　一同、プールサイドで水着になり遊ぶ準備は万端だった。一見まじめそうな真しん悟ごまで、乗って遊べる巨大なシャチの浮き輪を持参している。

　吐息混じりに遊馬は視線を真悟からさつきに向けた。こういう時にきっちりまじめに訓練するとしたら、彼女くらいなものなのだが……。

「こ、こっちをジロジロ見ないでよ！」

「別にジロジロとは見てないだろう」

　さつきの水着はセパレートのフリル付きで、ちょっぴり露出度が高めだった。腕で胸を隠しながら顔を真っ赤にさせて、さつきは遊馬を睨にらみ返している。

「お前まで遊ぶ気満々かよ。つうか、恥ずかしいなら着なければいいだろ？」

「女の子はかわいい水着が着たいのよ！　訓練するにしてもなんにしても」



    

  
    
      



    

  
    
      「じゃあその水着は恥ずかしくないんだな？」

「そ、そうよ。恥ずかしくなんかないわ！　それよりも、ほら……もっとないの？」

「もっとってなんだ？」

　さつきは顔を赤らめたまま黙り込んでしまった。遊馬あすまはハッと目を丸くさせる。

「お、おう。そのなんだ……似合ってる」

「本当に？」

　さつきが一瞬、目を輝かせた。うわずった声で遊馬に聞き返す。少し照れつつ嬉うれしそうな表情だ。あまりに素直なさつきの反応に、遊馬まで恥ずかしくなってきた。

　このままではさつきはもじもじしっぱなしで、遊馬も遊馬で胸の鼓動がドキドキ鳴りっぱなしになりそうだ。遊馬は視線を下げる。

　少しうつむき加減になった遊馬をディーが見上げていた。

「……遊馬、顔が真っ赤……暑い？」

「心配いらん」

　ディーは白いワンピースである。透けない白い水着なのだが、色素の薄いディーの透明感溢あふれる肌と合わさると、まるで何もつけていないように錯覚してしまう。無駄な装飾のないシンプルなワンピースはディーの無む垢くなイメージにぴったりだった。

　胸もお尻しりもぺったんこでストンとしているのだが、それはそれであり……というか、それだからこそ魅力的ともいえる。

「い、いやありっていっても他ほかと比較してどうこうというわけでもなくてだな……」

「……遊馬、本当に大丈夫？」

　遊馬が首をぶんぶん振って「大丈夫だ！」と念を押したところで、桂けいが視界に入ってくる。

「小玉スイカ……」

　思わず遊馬の口から言葉が漏れた。桂の水着自体はシンプルなセパレートタイプなのだが、胸のあたりのサイズが若干小さめで……はち切れんばかりだ。

「ちょっとキツキツなんだよね。お気に入りだったんだけど……新調しておけばよかったかも。おかしいなぁ去年は入ったのに……ふ、太ったんじゃないからね？」

　ぎゅっと寄せると水着から双丘が飛び出してしまいそうで、遊馬は目のやり場に困る。昔から大きい大きいとは思っていたが、桂の成長は現在進行形なようだ。

　女子からも羨うらやましがられるナイスバディー。無理に寄せてあげずとも綺き麗れいにできあがった谷間に、遊馬だけでなくプールの一般客たちの視線も集まっていた。

　が、桂は別段気にすることもなく堂々としている。身内意識のある遊馬の方が恥ずかしい。

　そんな周囲の視線に気づいて、エリザが暴れ始める。真しん悟ごが持ってきた巨大なシャチの浮き輪を手に、浮塵子うんかを払うように振り回し始めた。

「お姉様に汚らわしい視線を浴びせかけないでいただけますか、このゲスども！　消え失うせろ！　砕け散れ！　死にさらせぇッ!!　あらま、わたくしとしたことが汚い言葉を使ってしまいましたわ」

　ギャラリーたちがエリザの気迫に気け圧おされて退散していく。まるで、某無双系ゲームのような光景だ。

　そんなエリザは髪が長いこともあってスイムキャップをしていた。紺こん色いろの旧スクール水着を着用している。学園の水着は競泳タイプなので、このスク水はエリザが個人的に用意したのだろう。桂けいがいるため目立たないのだが、なかなかに出るところは出ており引っ込むべきところは引っ込んでいる。スクール水着には不相応なボディーラインだ。マニアックな魅力に溢あふれている。

　遊馬あすまはどっちを向いても困ってしまうので天を仰いだ。今日も真夏の太陽が燦さん々さんと降り注いでいる。そんな遊馬に真しん悟ごが声をかけた。口調は少しだけ寂しげだ。

「僕は見てくれないのかい？」

「見られたいのかお前は」

「冗談だよ」

「……頼むからお前だけはしっかりしていてくれ」

　真悟は涼やかな笑顔で遊馬に返す。エリザの変態っぷりばかりがクローズアップされているのだが、真悟も真悟で何かありそうだと遊馬は予感するのだった。



　小柄なディーに合わせて遊馬は子供向けの浅いプールにいた。

「……プールちゃぷちゃぷ……楽しい？」

「ああ。楽しいぜ」

「……よかった。遊馬も楽しくて」

　見回せば周囲は小学生ばかりである。そんなまっただ中にいるため遊馬にはロリコンおよびショタコンの容疑がかけられるのだが……ディーに泳ぎ方を教えるお兄さん的な役目が免罪符となっていた。

（――いやまて免罪符ってなんだ。まるで俺おれがロリコンみたいじゃないか？）

　自分にツッコミつつ遊馬はディーの手を取ってバタ足の練習をさせる。最初は顔を水につけるのも怖がっていたディーだが、遊馬がプールでしゃがんで頭まで潜もぐると、勇気を振り絞ってそれに倣ならった。水に慣れるのに若干手間取ったものの、なんとかバタ足の練習にこぎ着けたところである。

　ディーはまだバタ足ができなかった。すぐに足をついてしまう。

（――こりゃ、まだまだかかりそうだな）

　他ほかのメンバーはといえば、真悟はシャチにまたがり流れるプールを何周もしていた。さつきと桂はプールサイドでエリザに追い回されている。エリザのセクハラチックな声がプールサイドにこだましていた。

「お姉様の胸とわたくしの胸をくらべっこしませんこと？　もっとお互いに触れ合って大きく育て慈しみあいましょう！」

「しないよ！　さつきちゃんからもなんとか言って！」

「ふ、二人とも十分に大きいじゃない！　なんなの？　あたしだって……あたしだって二年生になれば……」

「二年と言わず今からわたくしのマッサージで大きくしましょう」

　何もない虚こ空くうをもみもみさわさわとエリザの手がまさぐる。エアおっぱいプレイに一瞬、さつきの足が止まった。

「本当に大きく……って、騙だまされないわよ冗談じゃないんだから！」

　プールの監視員に「プールサイドで走り回らないでください！」と注意を受けてもエリザの暴走は止まらない。

「こうなったらやるよ！　さつきちゃん！」

「ここはディフェンスじゃダメみたいね」

　桂けいもさつきも逃げるのをやめるとエリザに向き直った。今のさつきたちは魔装具を更衣室の保管庫に預けており、超人的な身体能力は持っていない。

　当然だが、二対一になればエリザに勝ち目はなかった。桂とさつきが左右からエリザをサンドイッチするように並ぶと、エリザの腕を取って同時にプールに飛び込む。

　監視員が「飛び込まないでください！」と注意しても後の祭りだ。三人は豪快に水しぶきをあげてプールに着水した。

「そんなに言うならお姉ちゃんがいっぱいマッサージしてあげるよ！　さつきちゃん押さえてて」

「わかったわ！　あんたは一度痛い目を見るべきなのよ」

「あ、ああん。美少女二人に責められるなんて……し、あ、わ、せ」

　恍こう惚こつの表情を浮かべるエリザをさつきが背後から羽交い締めにする。エリザの背中にさつきのまだ発展途上気味なふくらみが触れた。それだけでエリザはご満悦だった。

「エリザちゃん覚悟はいい？」

「覚悟だなんて……できているに決まってますわ！　なんでもしてくださいまし」

　桂の手がずいっと伸びる。エリザの胸……ではなく脇わき腹ばらに。

　遊馬あすまはディーにバタ足をさせながら、一部始終を見物していた。桂のあのポジション取りに遊馬の背筋がゾワッとする。

　その技術はたとえ水中であっても衰えることはない。なめらかに繊細に、それでいてどこか妖あやしく動き回る桂のフィンガーテクニック。それが今まさに炸さく裂れつしようとしていた。

　かつて遊馬が悪いことをした時に、お姉ちゃん的指導という名目で使われた禁断の技が今ここによみがえる。

「コチョコチョコチョコチョコチョコチョコチョコチョコチョコチョコチョ～～♪」

「あ、あああ、あひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃッ!?」

　桂の指先が動くたびにエリザの身体からだはビクンビクンと反応した。壊れた目覚まし時計のように、エリザの悲鳴は鳴り止やまない。呼吸が荒くなり顔は紅潮し苦しそうだった。さつきは人間が壊される光景を間近に見て戦せん慄りつする。

　突然、笑い声がぴたりと止まったかと思うと、エリザの首ががっくりとうなだれた。口を半開きにしたままエリザは放心している。

「また、つまらぬものをこちょってしまった…………なんちゃって」

　桂けいがくすぐるのをやめてにっこり微笑ほほえんだ。動かなくなったエリザを桂はさつきと二人でプールサイドに引き上げる。パラソルが並ぶ休憩ゾーンまで引きずっていった。適当な日陰にエリザを転がして、桂とさつきは遊馬あすまたちのいる児童向けプールにやってくる。

「ほらロリコン。さっさと行くわよ！」

「いきなりなんてことを言いやがるんだお前は！　まだディーの訓練が終わってないってのに……」

　女の戦いが行われている間、児童向けプールでディーのバタ足訓練がどうなったかというと……あまり進歩はしていなかった。遊馬と手を離すのが嫌なのか、ディーはずっと遊馬の手を握ったままだ。ディーが一人で泳げるようになるまで、まだまだかかりそうだ。

「ロリコンじゃないならショタコンなわけ？」

「どっちでもねぇッ！　で、行くってどこにだよ」

「あ、アレよ！　せっかく来たんだし乗らないと損でしょ？」

　さつきがびしっと指さしたのは全高二十メートルから急速落下するフリーフォールスライダーだった。この市営プールの目玉である。水着のタイプによってはかなり危険なアトラクションなのだが、エリザが気絶している今がチャンスだった。

　バタ足をしながらディーは首をあげて遊馬を見つめた。

「……遊馬。ディーもやりたいよ」

「そうか……ま、バタ足ばっかりでもつまらんしな」

　さつきが「決まりね！」とまとめたのだが、その表情は少しこわばっていた。



　地上二十メートルのタワーの上は見晴らしが良く気持ちいい。と、思えるかどうかでフリーフォールスライダーを楽しめるかは決まっていた。絶叫マシンが得意な桂はワクワクしっぱなしで、鼻歌交じりに上機嫌だ。

「あっちゃん！　高いね！　お姉ちゃんのテンションはうなぎ登りで有頂天だよ」

「羽目を外しすぎないでくれよ。特にその……なんだ……」

　遊馬の視線が一瞬だけ桂の胸元に落ちる。このフリーフォールには別名があった。「史上最も多くの女性が悲鳴を上げた滑すべり台」である。スリルと安全性を両立した神がかり的なバランスの傾斜角は、唯一にして最大の破壊力を有していた。

　かなりの確率でセパレート水着のトップスが吹き飛ぶのである。プール側は公式に発表していないのだが、その打率は某日本人メジャーリーガー級だった。

「あれぇ？　あっちゃんいけない子なんだから。お姉ちゃんの身体からだをそんなにじろじろ見て何を妄もう想そうしちゃったのかな？」

「してねぇッ！　俺おれはただ心配なだけだ」

　桂けいは微笑ほほえむと「心配してくれてありがとねあっちゃん」と小声で呟つぶやいた。

　遊馬あすまも桂も平気なのに、このタワーに上ろうと言い出した張本人――さつきは頂上に着くなり膝ひざをかくかくと大爆笑させていた。自慢のアホ毛もすっかりしなびた菜っ葉のように垂れ下がっている。

「あからさまに顔色が悪いんだが……無理するなよ？　別に滑すべらないで階段から戻ってもいいんだぞ？」

「まさかあたしがびびってるとでも思ったわけ？」

　さつきの声は裏返り震えている。唇も血色が急激に悪くなって紫がかっていた。夏の日差しの中にあって、凍死寸前の遭難者のような顔色だ。

「普段の戦闘訓練じゃあれだけ跳ね回ってるのに……あ、そういうことか」

　遊馬は納得した。今のさつきはごく普通のちょっぴり気が強い女の子でしかない。魔装士は魔装具と同調することで超人的な身体能力を発揮できるのだが、彼女の魔装具は現在ロッカーの中で眠っている。

「そういうことってどういうことよ？」

「魔装具がないから怖いんだよな」

「怖いわけ……な、ななななななななななななななななななななななないじゃないッ」

「結構高いし、落ちたらやばそうだ」

　少し意地悪っぽく遊馬が告げると、さつきは「――ッ!?」と悲鳴をかみ殺した。下を見たらへたり込んで立ち上がれなくなる。だからさつきはじっと遊馬を睨にらみ続ける。

「お、落ちるわけないでしょ？　そうならないように柵さくだってしっかりしてるわよ。監視員だっているし！」

　さつきがキャンキャン吠ほえている間に、桂が一足先にウォータースライダーのレーンにおさまった。

「先に下に行ってるね♪」

「ま、待ってなさい桂！　すぐに追いつくから！」

　レーンにおさまった桂に、ディーがぽんやりとした表情で手を振る。

「……いってらっしゃい」

「うん！　ディーちゃんもがんばってね！」

　スッと桂の身体からだがレーンに呑のみ込まれた。直後、悲鳴というにはあまりにも楽しげな桂の絶叫がこだまする。シャーッ！　と、派手に水しぶきをあげて桂はプールに向けて急降下していった。

「きゃあああああああああああああああああああああああああああん♪」

　バッシャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァーーン！

　桂が着水する。と、そこに先ほど気絶させたはずのエリザが待ち構えていた。手にはちゃっかり防水仕様のデジカメを構えている。

　桂けいは胸のあたりがやたらと解放感に溢あふれかえっていることに気づいた。直後、フリーフォールが終わったのにもう一度悲鳴を上げる。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　桂が着水したあとから、ゆるゆると水着のトップスがレーンを流れてくる。

「え、ええええエリザちゃん……まさか気絶したのは……フリだったの？」

「ふふふ。このデジカメは千分の一秒すら逃しませんわ。お姉様を欺あざむいてでも手に入れたいチャンスがここにはありますの」

　桂は胸を腕で覆い隠すのだが、予断を許さぬ状況だった。

　今、うかつに桂がプールから上がればエリザのさらなる追撃にさらされる。桂の水着のトップスはあろうことか桂が着水した地点を避けるように、ゆるゆるゆらりと流されて遠のいていった。取りに行こうと桂がエリザに背を向けると、エリザはじゃぶんとプールに入ってくる。

「水中撮影もばっちりですのよ。記録に残して美しい思い出をたくさん増やしましょう？　女子更衣室はこれから女子好意室に名前を変えるべきですわね」

　さすがの桂も怒るに怒れない。魔装具を手にすれば戦士の気迫を見せる桂だが、今は普通の女の子だった。気迫もへったくれもない。そうこうしているうちに水着はもっと遠くに行ってしまう。



    

  
    
      



    

  
    
      　バッシャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァーーン！

　と、桂けいに続いて誰だれかが上から滑すべり落ちてきた。

「あっちゃん！　助けにきて……あれ？　真しん悟ごくん？」

　遊馬あすまはタワーの上で怖がるさつきにつきっきりだった。そんな遊馬に代わって真悟が着水する。そのままスーッと音も立てずに潜水してエリザの前までやってくると、イルカのように真悟は水面に飛び上がった。シンクロナイズドスイミングの選手のような美しいフォーム。崩れない姿勢。指先までピンッと神経が張っている。

「思い出に残すなら僕のことを撮影してもいいんだよ？」

「ちょ、ちょっとお退どきなさい！　そこに立たれたらお姉様が撮影できませんわ！」

　エリザがカメラを振っても先読みするように真悟がフレームインしてくる。やけくそになってエリザは連写する。下へ手たな鉄砲も数撃てば当たる作戦だ。

　その間に桂は流された水着を無事確保するとつけ直す。

「ハァ……ハァ……ふぅ……あぶないとこだった。まさか『塔』の外でこんなピンチになるなんて、お姉ちゃん油断しすぎでした。真悟くんもう大丈夫だよ！　ありがとうね」

「どういたしまして」

　真悟はうなずくとエリザのカメラのフレームから外れた。エリザは連写した写真の中に決定的な瞬間がないかプレビュー画面にして……絶句する。

　カメラに映っていたのはすべて真悟の鍛きたえ抜かれた腹筋だった。これではまるでエリザが男性を盗撮する変態女子である。

「消去！　消去！　このデータも消去！　メモリーカードが汚れましたわ。全消去してフォーマットしてあとで殺菌消毒しないと……あッ」

　勢い余ってエリザは先ほど桂が着水した瞬間の決定的な一枚まで消してしまった。

「ゆ、許すまじ……許すまじ小お山やま田だ真悟ォッ!!」

　復ふく讐しゆうの鬼と化したエリザだが、当の真悟は逆恨みされたことを気にもかけない。

　一方、タワーの上がどうなったかというと、さつきがレーンの手すりをぎゅっと掴つかみ、滑り台状のレーンに今まさにおさまろうとして……やっぱり勇気が振り絞れず立ち往生していた。下での出来事を遊馬が傍観している。

「エリザは写真が趣味みたいだな。下に落ちてからお前も気をつけろよ」

「お、落ちるとか言わないでよ！」

　さつきは怖くて下を見られない。下から見れば緩やかに見える傾斜だが、いざ上から見下ろすとほとんど垂直の滑り台だ。

「も、もし溺おぼれたら……ちゃんと助けなさいよ！」

「なんでいきなりそういう話になるんだ」

「このスライダーの先……プールになってるじゃない」

　遊馬が確認するように再び下界を眺めた。着水用プールのプールサイドで、真悟がエリザに追い回されている。それ以外は至って平和だった。

「ああ、確かになってるが何か問題でもあるのか？」

「これからあたしがものすごい勢いで突っ込むのよ？　すごい衝撃がかかって、すごいことになって、普段じゃ絶対にあり得ないけど、もしかしたら足とかつってすごくすごく大変なことになるかもしれないじゃない！」

「大丈夫だろ。そのすごい衝撃がちゃんと緩和されるように設計されてるもんだし」

「ぜ、絶対なんてないわよ。この世界に絶対があるとすれば、すべての人間に等しく死がやってくるという現実くらいよ！」

「なにを大おお仰ぎようなことを言いやがりますかお前は。落ち着けって。下には桂けい先輩に真しん悟ごもいるんだから」

「エリザがいるじゃない！　さっき気絶させたはずなのに！　きっとあたしの……その……け、決定的な写真を撮ってネットに流出させるとか脅してくるつもりよ。そうなったらどうしてくれるの？」

「なんでそこで俺おれの責任問題に発展するんだ？」

「ちゃんと守ってくれないあんたのせいなんだから。たまにはあたしのこと……守ってくれてもいいでしょ？　減るものじゃないんだし」

「……ディーが守るよ」

　スッとディーがさつきの順番を無視してスライダーのレーンにおさまった。

「……ディーは水着の守備力が高いから大丈夫だよ。ディーが先に行ってエリザを説得するから」

「せ、説得できる相手じゃないわよ！　ディーの写真をいっぱい撮って、きっとデジタルフォトフレームでスライドショーしまくるに決まってるわ」

　ほんわかとした緊張感ゼロの表情でディーは微笑ほほえんだ。

「……きっと、大丈夫だよ。行ってくるね」

「ディー！　無理するなよ」

「……怖くないよ」

　遊馬あすまも少しだけ心配だったが、ディーは落ち着いている。

「……いってきます」

　スッとディーの姿がレーンに呑のみ込まれて消えた。遊馬が「いってらっしゃい」を言うころには、ディーの身体からだは加速してレーンを滑すべり落ちていた。

　水音だけが響く。ディーは悲鳴一つ上げない。フリーフォールの下のプールサイドで真悟を追い回していたエリザが、すかさずカメラを構え直した。

「次はさつきさんかしら、ディーさんかしら？　野獣二号だったら許しませんわよ」

　白い弾丸と化したディーが着水用プールに突っ込んだ。水しぶきが舞い散り太陽光を反射してキラキラと輝く。小さな虹にじが生まれた。

　プールの底にディーの身体が沈み込む……が、普通ならすぐに浮かんでくるのにディーは浮いてこない。沈んだままだ。

「なんかやばそうだな」

　特別重たいということもなくディーは見た目通りの体重である。

　が、何が起こるかわからないのは人間も魔装具も一緒だった。さつきではないが足をつって溺おぼれたか……それに近い魔装具的なトラブルが発生して、浮かんでこられないのかもしれない。

「ディーッ!!　ったく無茶しやがって……」

　遊馬あすまはレーンに飛び乗ると監視員の指示も待たずに一気に滑り降りた。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　あたしはどうなるのよ？　ディーのことは心配だけど、もう少しあたしも心配しなさいって」

　さつきの声は激しい水音にかき消されて遊馬には届かなかった。

　プールに着水すると同時に遊馬は潜水する。少し深めのプールの底でディーがぐったりしていた。

（――原因はわからんが、やっぱり水はまずかったのか？）

　風ふ呂ろに入るのも大丈夫なのだし、そもそも課題でプールに行かせたのは草くさ壁かべである。ディーが家電製品のように水で濡ぬらしてはならないとか、そんな仕様は遊馬も聞いたことがない。

　水の底でぐったりしているディーに手を伸ばし、その身体からだを遊馬は抱き上げる。水面まで上がるとプールサイドで真しん悟ごが遊馬に手を伸ばして待機していた。絶妙のタイミングである。

「真悟ッ！　ディーを引き上げてくれ」

　本来ならプールの監視員がやってきそうなものだが、遊馬たちはスルーされた。トラブルがあっても手助けしないでください……と、そんな指示が草壁からプールの運営側に事前に出されているのだが……遊馬が気づくこともない。

　遊馬もプールからあがって肩で息をする。

「いったいどうしちまったんだよディー」

　プールサイドで仰あお向むけになってディーはぐったりしていた。水が滴したたる四肢はなんともいえない……未成熟な身体から不思議かつ禁断の魅力を遊馬は感じてしまった。

（――まるでゼリー寄せか飴あめ細ざい工くでコーティングしたような艶つや。……って、俺おれは何を考えてるんだ!?　ケーキ化で懲こりたんじゃないのか!?）

　頭を振って煩悩を振り払う。

　ディーの桜色の唇に耳を寄せて確認すると呼吸が……止まっていた。

「あ、あっちゃん！　ディーちゃんが！　ディーちゃんが！」

　桂けいは髪の毛を振り乱して今にも泣き出しそうだった。ディーはぴくりともしない。エリザがカメラをかなぐり捨てて声を上げる。

「ここはわたくしが人工呼吸！　マウストゥマウスでディーさんの心肺蘇そ生せいを行うしかないようですわね。安心してくださいまし。わたくし、これでも応急処置や心肺蘇生は得意ですのよ。おふざけは一切なしで尽力いたしますわ！」

　タコのように口をすぼめるエリザを桂けいがガシッと羽交い締めにする。

「あっちゃん早く！　早くディーちゃんを！」

「お、おう！　いやまてそれは困るだろ」

　他人の視線がある中で人工呼吸……これは恥ずかしい。ディーは悪い魔法使いの呪のろいにかかって眠るお姫様のように、王子様のキス……もとい、人工呼吸を待っている。

（――呼吸をしてないと……本当に人形みたいなんだな。じゃねぇよ冷静になってる場合か！　けど……どうすればいいんだ。エリザに任せるのはそれはそれで問題ありそうだし……）

　躊ちゆう躇ちよする遊馬あすまの元に水音が飛んできた。いてもたってもいられなくて、思いきってさつきもフリーフォールしたのだ。

　一目散にディーの元に駆けつけるとさつきは吠ほえた。

「あんたができないならあたしがするわよ！」

　胸を張ってさつきが堂々と宣言する。すがすがしいというか、さつきは奇妙な解放感に包まれていた。

　そんなさつきの控えめな胸元を桂が見つめて叫ぶ。

「さつきちゃん胸！　胸!!」

「えッ……ええ!?　いやあああああああああああああああああああああッ!!」

　さつきのフリル付きなトップスが川の流れに身を任せたりしなかったり……ゆらゆらぷかぷか着水用プールの水面を浮遊している。新種のクラゲのようだった。

「シャッターチャンスですのに！　離してくださいましお姉様!!　あッ！　こうしてお姉様に羽交い締めされてると背中に……当たってますわね！　当たってますわね！」

　むしろ羽交い締めにされるのを喜んでエリザが背中で桂の胸の感触を楽しみ始めた。

「やん！　あっちゃん早くなんとかして」

　桂も涙目になっている。そう長くはもたない。さつきに至っては胸を押さえてプールサイドにぺたんとあひる座りになり、悲鳴を上げてギャラリーの視線を集めてしまっている。

「わ、わかった！　やればいいんだろ」

　と、言ってはみたものの遊馬はきちんとした人工呼吸の仕方を知らなかった。うろ覚えながらディーの鼻をふさいで口から息を吹き込む……のに、一瞬躊躇する。

　これはやっぱり……どうひいきめに見ても弁護のしようがないくらいに……キスだ。

（――そういえば、ディーに最後に魔力を吸収されたのって……いつだったか）

　ここのところずっとディーは普通の女の子っぽく振る舞っており、ディーの方から遊馬に魔力の供給を要請することはなかったのだが……。

　遊馬の心臓が早はや鐘がねを打った。桜色の唇。白い肌。エメラルドグリーンの瞳ひとみは今は伏せられている。美しい。かわいい。キスしたい。そう思わずにはいられない。

（――ち、違うんだ。これはディーを救うためなんだ！　やましい気持ちはないんだ!!）

　意を決して遊馬あすまは顔を近づける。吐息がかかる距離だが、ディーは息をしていない。ディーの肌からプールの消毒液の独特の匂においがする。濡ぬれた金髪が陽光を反射してまぶしいくらいに綺き麗れいだった。

　触れることに罪悪感すら覚えてしまう。だが遊馬にしかディーを救うことはできないのだ。優しく包み込むように遊馬は唇を覆った。

　ディーの唇に触れた瞬間、衝撃で遊馬は震えた。そのまま倒れ込んでしまうのではないかというほどの、強烈な脱力感に襲われる。肉体から魂を引き抜かれて、身体からだが抜け殻になってしまうように錯覚する。命を食らわれる。美しくてかわいくて小さくて……それなのにディーは遊馬を食らい尽くす化け物でもあった。

　魔力吸収――ずっとずっとしていなかった分、吸収は強烈だ。

（――やばい……死ぬ……）

　ディーに殺される。と、一瞬遊馬は思ったのだが、それすらもどうでもよくなった。遊馬の中に少しだけ、こんな気持ちが芽生えていた。

　ディーに食われて死ぬなら、それでもいいか……。

　遊馬の意識は混こん濁だくし、そのまま消えてなくなりそうになった。もうあと一秒ももちそうにない。

　パッとディーは瞳ひとみを見開いた。遊馬がディーの身体にぐったりともたれかかっている。

「……システム再起動したよ」

　そんなディーの声に遊馬の意識は呼び止められた。なんとか口を開く。

「は、ははは……そうか。ディー……どうしちまったんだいきなり。プールの中で動かなくなるなんて」

　力なく笑う遊馬にディーは少し困ったような顔をした。

「……魔力が切れかけてスリープモードになったから」

「なんだ、充電が足りないノートパソコンみたいだな。そういうことなら時々言ってくれ」

「…………だめ。ディーは遊馬を……苦しめたくない」

「魔力を吸われるのは大変だが嫌ではないぞ。ディーのためだからな」

　遊馬はようやくここ最近のディーの不調を理解した。ディーはずっと遊馬から魔力を吸収せずにいたのだ。吸血鬼が血を断つように。人間と同じく食べ物を食べる機能はあっても、ディーの根幹部分はやはり魔装具なのである。

「こういう恥ずかしい状況になる前に、今度からは事前にちゃんと言ってくれよ」

「…………うん」

　遊馬に言われて首をコクリとうなずかせるディーだが、その表情はどこか寂しげだった。



　レベル７地域転送門への調査任務終了。レベル７地域転送門は人為的に機能停止させられていた。復旧は絶望的。

　レベル６地域転送門に特別厳戒態勢。協会の魔装士に新たなミッション発生。

　転送門を防衛せよ。これは演習ではない。

　敵は組織的な戦闘を行っている。留意されたし。



    

  
    
      


第二章　夏中続くよ課外授業





　白いカーテンで仕切られたベッドが並ぶ。消毒液の匂においが部屋に充満していた。壁も天井も白、白、白。清潔だがどこか冷たい。

「スンスン……たまりませんわねこの独特の匂い。不思議と癒いやされますわ」

　エリザが鼻をひくつかせる。

　草くさ壁かべからの指令その二。応急処置医療訓練。プールの翌日、遊馬あすまたちは学園の保健室に集められた。

　遊馬と真しん悟ごは制服姿なのだが、エリザを筆頭に女子チームは全員コスプレをしている。

「なんであたしがこんな格好しなきゃいけないのよ！　ちょっと短すぎない？　まさか見えてないわよね？」

　薄い水色のナース服の裾すそをさつきはつまみあげる。用意されていたそれはスカートの丈がきわどく切り詰められていた。活発なさつきが少しでも大胆に動けばパンチラは必至という、絶妙なスカート丈だ。さつきの美しい脚線美が強調された。

「お姉ちゃん、ちっちゃい頃ころはナースさんを目指してた時期もあったから嬉うれしいかも。だけど胸のサイズが小さくてちょっと苦しいかな」

　ピンク系のナース服に身を包んだ桂けいが微笑ほほえむ。スカートこそ長めだが、胸元がパンパンだった。今にもはち切れてしまいそうで、遊馬あすまは目のやり場に困る。

「……茄な子す？」

　純白のナース服にナースキャップをちょこんと頭に乗せて、ディーがぽんやり呟つぶやく。キャップが少し大きめでナース服も着せられている感があるのだが、それがかわいい。反則級のかわいさだ。

　注射針を何度も刺してしまう新米ドジッコナースさん。白いストッキングに包まれた足に遊馬はドキドキしてくる。ディーのピュアさは無菌室並みだ。

「茄子じゃなくてナースだぞディー。それとさつき、嫌ならなんで着てるんだよ」

　遊馬が吐息混じりにさつきに視線を向けた。

「あたしの目を見て話しなさい。変なとこ見たら承知しないんだから。特に腰から下は禁止よ！」

「恥ずかしいなら着なけりゃいいだろ？」

「これを着ないと参加できないってメールで指定されたの！」

「そうですわ！　これはリーダー命令ですもの」

　エリザが胸を張って堂々と白状した。ちなみにエリザはといえばナースではなく女医風だ。大きめな胸の谷間に聴診器がおさまっていた。キューティクルの美しい黒髪ロングはしみ一つない白衣と綺き麗れいなコントラストを描いている。美脚を黒ストッキングに包み込み、大人おとなの女性を演出……するのだが、中身には相変わらず落ち着きが足りない。



    

  
    
      



    

  
    
      「わたくしが掛け合いましたの。形から入るのはとっても大切ですわ。衣装の準備はお任せでしてよ？」

「なによそれ？　あんたが決めたっていうの？　じゃあ……着る必要なかったのね？　恥ずかしいにもほどがあるわ」

　今にもさつきはエリザに飛びかかりそうだが、そんなことをすればパンツがどんな角度で日の目を見るか……さつきはうかつに動けない。

「……遊馬あすまはナース好き？」

　首をちょこんと傾けるとディーのナースキャップが少しズレて落っこちそうになった。ディーは慌ててそれを押さえる。そんな仕草もドジッ子っぽくて愛らしい。

「ディー。お前はお前で質問が唐突だな」

「……好き？　嫌い？」

　少し詰め寄るようにしてディーは遊馬を見上げた。

「そりゃ……なんつうか、保健室にはお世話になったことはないが、俺おれの場合は訓練で病院送りなんてこともあるし、その時は優しくしてくれるナースさんに癒いやされることもあるとか……ないとかって何言わせるんだよ！」

「……ナースはなにするの？」

　ディーが首を横に傾ける。またナースキャップが落ちそうになった。桂けいがにっこり微笑ほほえんでピュアな疑問にお答えする。

「ナースさんは怪け我がや病気の人を看病して元気にしてあげるんだよ」

「……元気。遊馬も元気になる？　なら、ディーがんばるね」

　両手をきゅっと握ってディーは脇わきを締めるようにして気合いを入れた。そんな動作の一つ一つが遊馬にはいちいちかわいく思える。

「お、おう。がんばってくれ……んで、俺と真しん悟ごは見学してりゃいいのか？　まさか患者役なんて言わないよな？」

　エリザが首を縦に振った。

「ええ、もちろん言いませんわ。わたくしたちのような美少女に看病されるなんて役得されては、わたくし悔しくて胃が痛みますもの。今日は応急処置について勉強しますわ。先日のアレは心肺蘇そ生せい法ではありませんものね。きちんとした手順で実演いたしますから、野獣どもは指をくわえて見てなさい」

　ベッドを隠すように区切っていたカーテンをエリザはサーッと開く。ベッドの掛け布団はこんもり膨らんでいた。エリザが勢いよく掛け布団を引っぺがす。

「人工呼吸練習用のダミー人形を借りて……こ、これは誤解ですわ！　ちょっとした手違いですのよ！　さっきまでこのベッドで予行練習なんて、わたくし一切していませんから！」

　掛け布団が取り去られたベッドの上には抱き枕まくらが転がっていた。リバーシブルタイプでディーの姿がプリントされている。

「……遊馬あすま。ディーだね。おっきいディーの枕まくらだね。裸ん坊だね」

「見るなディー！　ともかく見るな」

　遊馬はカーテンを閉じた。桂けいもディーの視線を後ろから手で覆っている。悪びれることなくエリザは続けた。

「はい。それでは気を取り直して人工呼吸のやり方についてレクチャーいたしますわ。準備していたはずの練習用ダミーもどこかに行ってしまいましたし……あぁ困った困り果てました……と、このままでは実習ができない大ピンチを逆転する名案が閃ひらめきましたわ！　ここはわたくしがダミーをやりますから、ディーさんがわたくしで練習してくださいませ。手順はテキストの３ページ目を参照なさって……ほら、わたくしの心の準備は二十四時間営業で完了済みですわ」

　エリザは先ほどの抱き枕ベッドの隣のカーテンを開く。そこにあるのは空っぽのベッドだった。エリザはベッドに腰かけると、そのまま仰あお向むけになる。瞳ひとみを伏せてディーを待つエリザに、ゆっくりと影が近づいた。

「ああんッ！　ディーさんってば素直！　なのに強引ですのね！」

　ぎゅっと目をつぶるエリザ。影はテキストなど見ずあごを引っ張って気道の確保をした。知っている手つきだ。エリザの鼻をきゅっとつまむ。されているエリザはドキドキしっぱなしだが、遊馬もさつきも桂もディーも止めない。

「……遊馬。いいの？」

「本当は意識の確認とか、周囲の人に救急車を呼んでもらうとかあるみたいだな」

　遊馬が用意されていた小冊子のテキストを確認する。そこには手順などがきちんとわかりやすく記されていた。

「この前のプールでこれを知ってれば……いや、ディーの場合は単に魔力切れだったわけだが」

「……ディーが遊馬にしたら、やっぱり遊馬の魔力吸っちゃうね」

　遊馬とディーの会話を少し遠くで聞きながらエリザが呟つぶやく。

「そうそう、そうですわね。正しい方法で人工呼吸をしなければいけませんわ。ところでディーさんがわたくしに応急処置をしてくださっているのに、なんだかディーさんを遠くに感じるのは不思議ですわね。それに右手さんと左手さんが妙に重たくて……」

　桂とさつきがエリザの両腕を押さえつけていた。

「エリザちゃんのお手本早く見たいなぁって思って。別に他意はないんだよ？」

「むしろあたしはされる方よりする方が心配だわ」

　先ほどから淡々と、一切言葉を発することなくその存在を消していた……真しん悟ごの唇がエリザに迫る。危険を察知してエリザが目を見開いた時には、真悟の顔がエリザの目前にあった。

「だ、だだだだ大丈夫ですわ意識を取り戻しましたわ！　ほら心肺の心配はなさらずとも結構でしてよ！　だから分子レベルで分解される勢いで消え去りなさいこの野獣ッ!!　空気が汚れるから呼吸をやめて今すぐ死にさらしやがりませッ!!」

「まだ死ぬ予定はないかな」

　ゆっくりと真しん悟ごは離れていった。キス未遂で終わったのだが、普段なら男に辛しん辣らつなさつきががっかりしている。

「不思議とエリザならどうなってもいい気がするのよね」

「真悟くんかっこいいからキスされちゃえばよかったのに」

　さつきも桂けいも微笑ほほえんでいる。エリザの両手をしぶしぶ解放した。

「い、嫌ですわ！　わたくし初めての相手は可か憐れんな美少女と決めていますの」

　エリザはなまじ女の子なので、バカでスケベな男の子よりたちが悪い。更衣室もシャワールームもパスできてしまう変態だ。一方、物もの怖おじせずにエリザに人工呼吸しようとした真悟も、なかなかの変人である。エリザの変態っぷりに対抗できるのは、真悟だけだった。

「遊馬あすま！　あんたは真悟みたいなことしちゃダメよ。真悟が変人だから今のはオッケーだけど、あんたは常識を保たないといけないわ。それにそういうことは……ちゃ、ちゃんと好きな相手とするものだし。いいわね？」

「なんでここで俺おれに振るんだ」

「だ、ダメなものはダメって先に言っておくのも飼い主の務めだもの。ほら、応急処置の練習したいから、即座にこの場で骨折しなさいよ！　全身複雑骨折したらあたしが完治するまでつきっきりで介護してあげるわ！」

「せっかくの夏季長期休業をそんな形で棒に振りたくはないんだが……」

　詰め寄るさつきに思わず遊馬は下方向に目を背けた。背けた先にすらりと伸びたさつきの脚線美が飛び込んでくる。

「な、何見てるのよ！　まさかあんた足で踏まれて喜ぶタイプなの？　あたしに欲情するなんて見下げた駄犬っぷりね」

「……足？」

　ディーがほどほどな丈のスカートを自分で少しだけまくり上げてみる。白いストッキングがロリロリっとしてこれはこれで良いものだ。無む垢くで無邪気なかわいさである。

　すかさずエリザが隠し持っていたカメラのシャッターを切った。刹せつ那な、ファインダーに何者かが割り込む。真悟だった。真悟のスラックスのお尻しりのあたりがばっちりと撮影される。

「な、なんてことしてくれやがりますのッ!!　小お山やま田だ真悟ッ!!　許せませんわッ!!　清純な乙女の夢を踏みにじる黒い獣は、天でも神でもなくこのわたくしが裁きますわよッ!!」

　白衣の下からエリザは折りたたみ式の弓を取り出した。魔装具を用いた私闘は禁じられているのだが……。

「……喧けん嘩か？　喧嘩はよくないよ。ダメだよ。みんな仲良くだよ？」

　ディーが悲しそうにエリザを見つめた。その瞬間、エリザが腰砕けになってその場にへたり込んでしまう。

「か、かわいい……なんて愛いとおしい表情ですの。そんな瞳ひとみで見つめられたら、わたくし……すべてを許せてしまいましてよ。わたくしが間違っていましたわ。たとえ欲望で頭の中がいっぱいの下等生物とはいえ、男の子だって生きているんですものね。精一杯生きているんですものね！」

　遊馬あすまは思った。

（――エリザって、案外コントロールしやすい性格なのかもしれんな）

　少しだけエリザの制御方法が見えてきた遊馬だが、それがわかって余計に謎なぞが深まる。あっさり味の変人……真しん悟ごがまったく読めない。

「なあ、さっきの人工呼吸……もしあのままエリザが気づかなかったらどうしてたんだ？」

「さぁ……どうなっていたんだろうね。キスをしていたかもしれないね」

「キスじゃなくて人工呼吸だ！　ったく、さつきじゃないが……キスというのはだな、好きな相手とするものだろ？　まさかエリザみたいなのが好みなのか？」

　明確な返答はせず真悟は穏やかな表情で返す。この、曖あい昧まいながらそれ以上相手の質問を許さない独特の間合いが、遊馬には少しだけ不気味に思えた。謎多き男、真悟。

「うーん、せっかくナース服になったのに何もしないのはもったいないなぁ。あっちゃん！　お医者さんごっこしよっか？」

「あら素敵ですわねお姉様！　お姉様を触診して差し上げますわ」

　エリザが速攻で桂けいの釣り針に食いついた。さつきがアホ毛をぶんぶん左右させる。

「却下よ！　とりあえずまともに実習した気がしないけど、これで課題その二もクリアね。次の課題に進みましょ？」

「本当にクリアでいいのかよ、こんなんで」

「あんたは黙ってなさい。こ、こっちはギリギリな格好させられて……なまじ着てる分だけ水着なんかより何倍も恥ずかしいのよ！　なんなら今すぐズボンだけ脱いで生活してみなさいよ。シャツの裾すそだけでパンツを隠す経験をすれば、どれだけ恥ずかしいか身をもってわかるはずだわ」

　下着＋男物のシャツ＝エロス（女の子が着用した場合に限る）という謎の数式が、一瞬で遊馬の脳裏に浮かんだ。ある種、裸エプロンチックでもある。

（――って、俺おれはおっさんか？）

　自分を戒めると遊馬はがっくりと肩を落とす。

「……遊馬。どんまい」

「いやその……あ、ありがとうなディー。俺ももっとがんばるよ」

　ディーはコクリとうなずいて微笑ほほえんだ。まさに白衣の天使だが、この先の課題のことを考えるといろいろと思いやられる。遊馬は落とした肩を落としっぱなしのまま、ケータイで次の課題を確認するのだった。



「本気で訓練させる気があるのかーッ!!」

　開口一番、遊馬あすまは調理実習室の天井に向かって吠ほえた。

　調理器具一式にコンロにオーブン。それに食材がたっぷりと業務用大型冷蔵庫の中に用意されている。これらを使って戦闘訓練ができるものならやってみろと、遊馬は心の中でひとりごちた。

「おまたせあっちゃん。今度の衣装はこんな感じだよ」

　割かつ烹ぽう着ぎ姿の桂けいが遊馬の前でくるっとターンしてみせた。別にひらひらッとも、フリフリッともしていない、ごくごく普通の割烹着なのだがエリザがシャッターを切りまくる。

「気分は和風メイドさん……みたいな」

　元がよいだけに桂が着れば割烹着ですらかわいい。料理が得意で母性的な桂にはある意味ぴったりだった。

「似合ってるんじゃないか？」

「あっちゃんなんでもっと自信をもって言ってくれないの？　似合ってるでいいのに疑問系なんて、お姉ちゃんは悲しいよ！」

「わ、悪い。似合ってる。似合ってるから」

　遊馬はたじたじである。

「ちょっとなんで桂だけ割烹着なのよ？」

　さつきとディーは学園公式の調理実習用エプロンを制服の上から装着している。エリザが首をかしげた。

「あら、ちゃんと用意いたしましたわよ！」

「用意って……あ、あんな格好できるわけないでしょ？」

　さつきが首とアホ毛をぶんぶん振るう。顔が真っ赤だった。

「とっても素敵だと思いますのに」

「そう思うならあんたがお手本見せなさいよ！」

「お手本ですわね。それで着てくださるというのなら、野獣どもの視線はこの際我慢しますわ。最初から脳内で存在を消去すれば、火もまた涼しと言いますし」

　制服姿のエリザは独り退室した。着替えの時間に更衣室から調理実習室までの往復時間を加えると、十分～十五分はかかるところだ。

　エリザを見送るようにディーが手を振ってから遊馬に向き直った。

「……エプロン。かわいいね」

　学園公式のエプロンは小柄なディーにはやっぱりちょっと大きめだ。ぶかっとしたシルエットになってしまっている。

「まあ料理するのに不都合ないだろ。で、割烹着でないならエリザが用意したのはどんな衣装だったんだ？」

　遊馬が気になって質問すると、さつきが般はん若にやのように口角をあげた。猫がフシャーと威い嚇かくするように殺気立っている。

「気にした時点であんた変態ね。万年発情犬！」

「なんでそこまで言われなきゃならんのだ」

　桂けいに確認しようと遊馬あすまは視線を向け直すのだが……桂は愛想笑いで返してきた。

「こりゃ、よっぽどひどかったんだな。にしても、調理実習で訓練っていったい」

　学園を無事卒業した暁にはパティシエ希望の遊馬にとって、調理実習室は調理器具が勢せい揃ぞろいしていてなかなか楽しい……のだが、訓練という気がしてこない。

　眉み間けんにしわを寄せる遊馬に桂がお気楽に笑った。

「まぁまぁあっちゃんそんなに悩まないでもっとポジティブに考えようよ。調理実習にお姉ちゃんは大賛成♪　ディーちゃんにはきっと良い経験になると思うんだ」

「そういえば、ディーは料理も食べるし味もわかるみたいだけど、自分で料理を作ったことってなかったよな」

　入寮してからのディーの食生活は充実している。朝夕きちんと寮の食堂で美お味いしく食べているし、お昼は遊馬たちと一緒に買い食いしたり激安ラーメン店に行ったり……。

　だが、ディーはまだご飯を自分で作ったことがない。

「寮の調理室もディーちゃん使ったことないし、これをきっかけにお弁当作りとかできるようになっちゃおっか？」

「……お弁当？　ディーが作るの？」

「そうだよ。早起きして準備して、お昼に食べるお弁当を作るの♪」

　ディーは一瞬驚いて目を丸くさせたのだが、すぐに笑顔になった。桂もディーの笑顔につられてほっこり笑みがこぼれる。

「……ディーのご飯を遊馬が食べてくれるの？　遊馬が元気になる……遊馬のためになる……ディーは嬉うれしいです。がんばるね」

　普段はちょっぴりダウナー気味なディーだが、その瞳ひとみにやる気の炎が燃えていた。脇わきを軽くきゅっと締めて両手を握り気合いを入れる。

「お、おう。包丁で怪け我がすんなよ……っつっても、今回は安心だな。先生が完かん璧ぺきだ」

　完璧と太鼓判を押されて少し恥ずかしそうに桂は頬ほおを赤らめた。

「おだててサボろうとしてもだめだよ？　あっちゃんも真しん悟ごくんもちゃんと手伝うんだから……って、早いね真悟くん」

　すでに真悟は動き出していた。サッと素早くお米を研といでザルにあげている。

　そんな中、さつきは独自の判断で小麦粉と水と塩を用意していた。

「お前は何をしてるんだ？」

「み、見ればわかるでしょ！　手打ちうどんよ」

「真悟が米を炊たく準備をしたのにうどんかよ」

「いいじゃない！　あたしのうどんは美味しいのよ？　桂が料理が上手なのは知ってるけど……あたしだってうどんはすごいんだから！」

「じゃあ、ご飯はおにぎりにして、あと鶏とりの天ぷらと野菜のかき揚げなんかいいかもしれないね？　おにぎりなら冷めても美味しいし。うどんは冷やしサラダうどんにするとさっぱり美お味いしく食べられそうだね？」

　桂けいがメニューにざっくりとあたりをつける。さつきはリズミカルにアホ毛を左右させた。

「じゃあさっそく取りかかるわ！　手打ちうどんの美味しさに打ち震えるがいい」

　大きめのボールに小麦粉を入れて塩水を少しずつ足しながら、さつきはまとめてこね始める。こうして調理実習訓練は幕を開けたのだった。



「ほら！　踏まれて気持ちいいんでしょ？　正直に白状なさい。だんだんと硬くなってきてるわね。もっともっと体重をかけてあげるわ。どう？　苦しい？　けどだめよ。もっともっと強く踏み込んであげるわ」

「さつき……少し……落ち着いてくれ」

「あたしは冷静よ！」

　加虐的な笑みを浮かべてさつきはギュッと踏みつける。全体重を片足に乗せ、完かん膚ぷなきまでに押しつぶした。ビニール袋とラップに包まれた白い生地がぐんにゃり変形する。床にシートを広げてさつきはうどん生地を足で踏んで、踏んで、踏み倒す。

「つうか、なんで踏むんだ？　それに踏みながらうどんを責める意味はあるのか？」

「あたしが精魂込めて踏みつけたうどんが食べられないっていうの？　腰が出て美味しいのよ！　それともあんた、うどんの代わりにあたしに踏まれたいわけ？　罵ののしられたいの？　どうしてほしいのよ！」

「どうもせんでいいお断りだ！　つうか、うどんってこんなに簡単にできるもんなのか？　イースト菌で発酵させたりしなくてもいいのか？」

　ぎにゅッと、さつきはうどんにかかとをめり込ませてから、遊馬あすまをびしっと指さした。

「あんたそれでよくパティシエ目指してるなんて言えるわね。手打ちうどんができればだいたいの粉物はなんとかなるわよ」

「なるのかよ!?　適当なことを言いやがって」

　睨にらみ合う遊馬とさつき。そこに、先ほど更衣室に着替えに行ったエリザが戻ってくるなり割って入る。さつきの踏んでいたうどん生地をどかして、シートにエリザは寝転がった。あられもない姿で。

「わたくしを存分にお踏みになってッ!!　そしてわたくしと同じようにスク水＋エプロンドレスという、裸エプロン一歩手前の崖がけっぷちにウェルカムですわ」

「うどんをどかさないでよ！　それに着ないわよスクール水着エプロンなんて！」

　さつきが吠ほえた。遊馬もそれに続く。

「帰れッ!!」

　エリザが女の子でなければ遊馬は蹴けっているところだ。ともかく遊馬は視線を下げなかった。スク水＋エプロンドレスという取り合わせは色んな意味で目の毒になる。

（――濡ぬれることが前提の水着と、服が濡れたり汚れたりするのを防ぐエプロン。まるで水と油だが……やばい。裸エプロンほどきわどい描写じゃないという安心感が、逆に堂々と見る口実になってるんじゃないかこれは？　いや、そんなわけあるか。あってたまるか。相手はエリザだぞ？　待て待て、エリザだからとか関係なく見ていいわけないだろ。しっかりしろ俺おれ。冷静になれ。確かにディーが白い水着でエプロンをつけたら……いかん、それは俺の中のかわいいという一線すら踏み越えちまう）

　自分の中に眠っていた一面を遊馬あすまは掘り起こされたような気がした。悟られないよう遊馬は絶対に下を向かない。

　ぐにぃ……と、さつきがエリザのお腹なかのあたりを踏みつける。

「どきなさい！　邪魔するならうどんで絞め殺すわよ！」

「殺してッ！　優しく殺してくださいまし！」

　さつきのうどん作りはエリザの乱入によって順調に遅れていた。

　ふと、遊馬が見回すと……どこで見つけてきたのか、巨大な鉄のお釜かまを真しん悟ごが調理実習室に運び込んでいた。

「そんなもんどこにあったんだ？」

「この前、旧校舎のミーティングルームを整理した時に見かけてね」

「なんでもありだな……あの全体が物置の建物は。あ、そうだ手伝うことはないか？」

「ご飯は任せてよ」

　お釜の他ほかに備びん長ちよう炭たんと浄水ポットまで真悟は持ち込んでいた。

（――どんだけ上手に米を炊たくつもりだ。こいつは）

　真悟から底知れないこだわりを感じた。余計な口出しは無用だろう。

「メインの天ぷらは桂けい先輩がいるから問題なんて起こりようもないしな」

　天ぷら係は桂とディーの担当だ。手伝うことなどないだろうと思いながらも、遊馬がテーブルまでやってくる。

「俺も手伝いたいんだ……がッ!?」

　テーブルの上にはニンジンや椎しい茸たけ。オクラにタマネギなどなど野菜類が四散していた。

「どうしたんだ桂先輩ッ!?」

「あっちゃん。大丈夫だよ。全然大丈夫。問題ないよ。ほら、かき揚げなんだし。野菜は細かい方が食べやすいし……あわわわわ」

　桂は金魚のように口をぱくぱくとさせている。ディーが包丁を手に真剣なまなざしで、今まさにニンジンを切ろうとしていた。調理用のテーブルが若干高いため、台にちょこんと乗っているディーの姿はどこか微笑ほほえましい。

「ディーちゃん銀杏いちよう切ぎりね。銀杏切りやってみようね！　いけるいける！　ディーちゃんならできるって！」

「……がんばる」

　あらかじめ桂がピーラーで皮を剥むき、縦に四等分したニンジンがまな板の上に並んでいる。ディーはそれをスライスするだけだ。刃物を持たせるには少し危なっかしい手つきだが、危険を乗り越えなければ人は成長できない。

　ツン……と、ディーが手にした包丁の刃がニンジンに触れた……瞬間、ニンジンにぴしぴしと亀き裂れつが入り……ドバッ！　と爆発したように勢いよく砕け散る。

　まな板の上にニンジンの残ざん骸がいが花火よろしく四散した。遊馬あすまもフォローの言葉が見つからない。

「どうしてそうなるんだ。どうしてこうなったんだ……」

「あっちゃん不可抗力だよ！」

「……銀杏いちよう切ぎり……難しい」

　ディーは包丁を置くと台から降りる。肩を落として消沈していた。見ている遊馬までいたたまれない気持ちでいっぱいだ。

「……もしかしたら……ディーは……破壊者だから、創造的なことはできないのかもしれない……」

「そ、そんなことないよ！　ニンジンさんがちょっと柔らかすぎて切りにくかっただけだからね！　それに大きさが不ふ揃ぞろいな方が、きっとかき揚げにした時に食材のいろんな食感が楽しめるし！」

「……ほんとに？」

「うんうん！　ディーちゃんは天才だよ！」

　桂けいのフォローにディーはコクリとうなずいた。が、表情は暗い。

「そうだ！　次は味付けにチャレンジしようね！　サラダうどんにぴったりの胡ご麻まベースのつけダレを作るから、ディーちゃんには煎いり胡麻を擂すってもらおっかな」

　桂が胡麻の入ったすり鉢を用意した。

「これをごりごりってやるんだよ。美お味いしくなれ、美味しくなれって思いながらね」

「……が、がんばる」

　緊張の面持ちでディーはすり鉢を受け取ると、擂りこぎ棒を軽く握った。遊馬もこれくらいはできるだろう……と、思った矢先、ディーが棒で胡麻を潰つぶそうとした瞬間に、すり鉢にひびが入り砕け散る。胡麻は一粒たりと潰されることなく、すり鉢が粉々の粉末状になっていた。

「……ディーは料理の才能……ない」

　棒を手にしたままディーはまたしてもしゅんと肩を落としてしまった。

（――料理の才能とかの問題じゃなさそうだが……さすがになんて声をかけていいのかわからんぞ）

　許しを請うように、ディーの視線が遊馬を見上げた。泣きそうだ。遊馬もそんなディーの表情は見たくない。ディーには笑顔の方が似合う。

「少し張り切りすぎて力んだだけだろ。リラックスしてやってみればいいんじゃないか？」

「……うん」

　遊馬に励まされてディーは再び厨ちゆう房ぼうに立つ。桂が小麦粉と大きめのボールを用意した。

「それじゃあディーちゃんには粉をふるいにかけてもらおっかな」

　粉ふるい用の調理器具。正式名称は遊馬あすまも知らないが、筒状の本体に粉を入れて取っ手のレバーを引くと、粉が攪かく拌はんされてふるいにかけられる。遊馬も少しだけやりたかった。レバーを引くたびにカシャンカシャンとメカニカルな音を立てる粉ふるい器は、調理器具の中でもなかなかにかっこいい。それに舞い落ちる小麦粉は雪のように綺き麗れいだ。

　予定量の小麦粉を桂けいは粉ふるい器に入れてディーにバトンタッチした。あとはボールに粉をふるっていくだけの簡単な作業である。

　ディーが恐る恐るレバーを引くと、はらりと粉がボールに舞い落ちた。

「……遊馬。できたよ」

「ああ。上手だな」

　カシャンカシャン。と、ディーはリズミカルに粉をふるっていく。遊馬に見守られている安心感でリラックスしたのか順調だった。二人で車窓から雪を眺めるような、調理実習室なのにちょっとだけロマンチックな雰囲気に包まれる。

「雪みたいだな」

「……ディーは雪は苦手」

　先日、遊馬とディーが戦った竜人ドラゴニアと呼ばれる特殊なモンスターは、雪や氷を使ってきた。死の寸前まで遊馬たちが追い詰められたのは記憶に新しい。

「……でも、これは好き。カシャカシャするとふわふわ」

「そうだな。しかも美お味いしくなるんだ」

　天ぷらの場合、小麦粉はふるいにかけない方がいいと、遊馬はどこかで聞いたような気がしたのだがそこはそれだ。

　桂が天ぷら用の鶏とり胸肉の下処理を始める。真しん悟ごはお釜かまをコンロにかけると、魚焼きグリルで鮭さけとたらこを焼き始めた。さらにそれとは別に真悟は焼き網を準備する。お料理好きな桂が真悟のこだわりに反応した。

「真悟くん。その焼き網何に使うのかな？」

「海の苔りは炙あぶると香りが出て、おにぎりにした時に歯切れがよくなるからね」

　桂はゆっくり腕を組む。豊満な胸が盛り上がってちょっぴり強調された。

「お主……できるな！」

　桂にしては珍しくおふざけっぽい口調になる。それに対して真悟はさわやかな笑みを浮かべて返すだけだった。リアクションの薄さに桂の方が拍子抜けしてしまう。

「そ、そうだ真悟くん。真悟くんって料理好きなのかな？　よく自分でやったりするの？」

「好きですよ」

　たった一言でこたえる真悟と桂の視線がぴたりと合った。本当になんのことはない会話なのに、真悟の瞳ひとみはうっすらと潤んでいて、どこか神秘的で……「好き」という言葉でまるで告白でもされたような雰囲気に、桂はあたふたしてしまう。

「え、え、あの真悟くん！　好きっていうのはもちろん料理のことだよね？　そうだよね？」

「他ほかに何かあるかな」

　小さく首をかしげる真しん悟ごに桂けいは頬ほおを赤らめるとそっぽを向いた。

（――あれ？　へ、変なの。あっちゃんとは違う男の子だから……なのかな？　あっちゃんには感じない緊張感っていうか……ドキドキしちゃうなんて……あれ？　あれれ？）

　桂の心臓がトクントクンと早はや鐘がねを打つ。ごまかそうと桂は心の中で言葉を探した。

「じゃ、じゃあ真悟くん引き続きおにぎりの準備お願いね。ディーちゃんは粉ふるえたか……な？」

　振り返ってディーと遊馬あすまの進み具合を確認した桂は絶句した。二人は夢中になりすぎて分量以上の小麦粉をふるっており、ボールに白い山ができあがっていたのだ。

「こらーッ！　あっちゃんがついていながらダメでしょ！」

　言われてから遊馬もふと気づく。

「あッ……わ、悪い。つい楽しくなっちまって」

「ケーキは粉もバターもグラム単位で調整しないと失敗するんだし、これじゃパティシエ候補さん失格だよ」

　いつも遊馬には激甘な桂だが、こういう時は少しだけ厳しい。

「……ごめんね遊馬。ディーのせいで遊馬が怒られた」

「いや、今のは俺おれの監督不行届だな」

「……ディーは何かを作り出したり、生み出したりするの……できないから」

　またディーは落ち込んでしまった。しょんぼり肩を落として瞳ひとみも伏せ気味だ。泣き出しそう……というのでもなく、感情がなくなってしまったように棒立ちで人形のようだった。

　このまま放ほうっておいたらディーが本当に人形になってしまう……そんな不安が遊馬を慌てさせる。

「ま、まぁ人には向き不向きもあるし、俺なんかも美的センスの面でまったくもってパティシエ向いてそうにないし……って、自分で言ってて悲しくなるな。だけど、それはそれだ！　たまたま料理と相性が悪いってだけで、もしかしたらディーには絵を描く才能とか、文章を書く才能とか、魔装具じゃない違う自分の可能性……才能があるかもしれない！」

　そこまで口にして遊馬はふと思った。プールに行ったりナース服を着せたり、こうして料理をしているのも、もしかしたら草くさ壁かべが用意したディーの育成プログラムなのかもしれない……と。

「……ディーは料理できないから、遊馬のこと元気にしてあげられない。ディーは遊馬から魔力をもらうから……ディーばっかり遊馬に……」

「いいんだって。俺だってなんつうかその……ディーがそばにいてくれるだけで元気が出るんだし」

　遊馬の口から本音がこぼれ出た。

「……ディーがいると、遊馬元気？」

　うつろな瞳ひとみで小さく首をかしげてディーは聞き返す。

「あ、ああ。そうだ。だからディーが悩むことなんて何一つないんだぜ」

　ディーの表情が少し明るくなった。

　そんな二人の間にスク水エプロン姿のエリザが割って入った。先ほどまでさつきに踏まれて喜んでいたのだが、遊馬あすまとディーの急接近を察知したらしい。

「あぁん。ディーさんのせいで主に下半身が元気になるなんて、白昼堂々変態ですわね」

「……下半身？」

「ええ、そうですわよディーさん。男は下半身と上半身が別の生き物で、切断しても下半身だけは動き続けるおぞましい存在ですの！」

「……すごい。遊馬は不死身？」

　真に受けたディーを遊馬はすかさず背にかばう。

「んなわけあるか！　ディーに変なことを吹き込むな。ディー……俺おれは上半身と下半身を切断されたら死にます」

「……うん。ディー覚えたよ」

　二人の間に飛び込んだものの、ディーの気を引けずエリザはフンッ！　と鼻を鳴らす。

「否定するだなんて……女の子相手にドキドキしない……まさか、男の子が好きな男の子ですのね？」

「おいさつき、お前からもエリザになんとか言って……」

　遊馬を見つめるさつきの視線がどこか冷たい。

「ど、どうりであたしのことをスルーしたり、真しん悟ごが加入して喜んだりしてたわけね」

「待てさつき！　昨日今日知り合ったエリザと俺の言葉とどっちを信じるんだ!!」

「エリザは変態だけど、かろうじて女子だしあんたよりは信用できる点もあるわね」

　うどんの生地が乾燥しないように、霧吹きを用意したさつき。その霧吹きで遊馬の顔をシュッと濡ぬらす。

「うおぁ！　なにしやがる!?」

「あんた汗だくじゃない。どうやら図星を指されて狼ろう狽ばいしてるみたいね」

「汗じゃねぇ霧吹きで水滴つけるなッ！」

「……遊馬、正直になって」

「ディーまで俺をそんな風に見てたのか……心外だ。だいたい真悟が加入して喜んだっていうのもだな、周囲が女子だらけで男一人だと気まずいんだよ！　なんかものすごく浮くだろ？」

「……ディーが男の子だったらよかった？」

　一瞬、遊馬は男の子なディーを想像していた。金髪碧へき眼がんの超絶美少年だ。基本的なかわいさのスペックは今のディーとそう変わらないかもしれない。胸はぺったんこだし女の子の服も似合うだろうし男の娘こにしてしまえば……むしろ、男子なので一緒にお風ふ呂ろにも入れるし、寝食をともにしてもオッケーという特典がもれなくついてくる。

「それはそれで……いや、そうじゃないから！」

　遊馬あすまが焦れば焦るほど疑惑が高まっていく。さつきが追撃した。

「だいたい男なのに甘い物が好きっていうのが、そもそもの発端よね。怪しいわ」

　さつきの人格攻撃に発展しそうな指摘に、桂けいまで悪ノリに参加してきた。

「そういえば、才能のある人には同性愛者の傾向があったって、どこかで聞いたんだけど……あ、でもあっちゃんはパティシエの才能はいまいちかな。つまり普通？」

「悲しくなるフォローしないでくれ！」

　エリザが胸を張った。形の良いそれがぷるんと揺れる。

「つまり女の子が大好きなわたくしは才能に溢あふれまくっているということですわね？　厳島いつくしま遊馬！　男が好きだと白状なさい！　そしてＢＬ系の扉を開くのですわ！　そうすれば敵視するのをやめて差し上げてもよろしくてよ？」

「豪快にカミングアウトしながら他人を同じ冥めい府ふ魔道に引き込むんじゃねぇッ!!　この変態ブラックホール女子ッ!!」

「じゃあ、あんたはきちんと女の子が好きなのね？」

　霧吹き片手にさつきが遊馬に詰め寄った。アホ毛がゆらりゆらりと揺れている。まるで獲物を狙ねらう猫の尻尾しつぽのようだ。

「お、おう」

　真剣に遊馬はさつきの瞳ひとみを見つめながら肯定した。さつきの顔が赤くなる。

「そ、そうなの。えーと、じゃあ今回はこれ以上不問にしてあげるわ」

「そいつはどうも……」

　急にさつきの口調から怒気が消えた。二人して見つめ合ったまま、妙な間が生まれてしまう。遊馬は沈黙を破るためパスを出す先を探し始めた。こういう時に、仲間がいてくれるのは心強い。

「おい真しん悟ご。お前も何か言うこととかないか？　いや、無茶振りなのはわかってるが、真悟も女の子が好きだよな？　なッ!?　イエス以外の応こたえは聞きたくない」

　軽く腕組みをすると真悟はうなずいた。

「そうだね。僕は自分を求めてくれる人を好きになる……かな」

「なんだそりゃ？」

「今みたいに僕を頼ってくれたなら、僕は遊馬君の期待にそいたいと思う。ただそれだけさ」

　さつきが銃口でも突きつけるように、霧吹きの吹き出し口で真悟のあごの下をぐいっと押し上げた。

「つまり、あんたは遊馬に頼られたら遊馬のことが好きになるっていうのかしら？」

　真悟は薫風のようなさわやかさと、柔和な表情を浮かべた。明確に応えないのが……逆に怖い。脅すように霧吹きをつきつけたさつきの方が、背筋に冷たいものが走ってしまう。

「……遊馬。ディーは遊馬がいないと機能停止するから、ディーが遊馬を求めるから……だから遊馬あすまはディーが好き？」

「頼られるのは男としては嬉うれしいからな。ただ、そういうギブアンドテイクみたいなドライな感じじゃなくてだな……まったく、真しん悟ご！　お前が変なこと言うからディーが影響受けちまっただろうが」

「助けが必要なら、いつでも僕を呼んでいいんだよ」

「……真悟……かっこいい。ディーも真悟みたいになりたい。遊馬を助けたい」

　真悟からも妙な影響をディーは受けつつある。絵の具のように色が混ざって新しい色が生まれる。エリザと真悟が加わったことで、ディーだけでなく遊馬も桂けいもさつきも、少しずつ変わり始めていた。



　レベル６地域転送門の防衛に失敗。魔装士協会所属の全魔装士にミッション参加要請。

　レベル５地域転送門を防衛せよ。

　敵はなおも周辺のモンスターを糾きゆう合ごうしつつ勢力を増している。

　これ以上の侵攻を許してはならない。



    

  
    
      


第三章　テストに勝負にＵＦＯキャッチャー？





　調理実習の翌日はラボの施設で魔装具との同調率テスト……やっと訓練らしい訓練がやってきたと遊馬はほっとした。

　同調率テストは座ざ禅ぜんに近い。空手道場のような板の間に正座して、魔装具と魔力を通じて心で対話を試みるのだが……遊馬の頭の中に浮かぶのはディーの姿だった。ディーのことでいっぱいだ。

（――もし調理実習の時、ディーがスク水エプロンだったら……いや、ダメだ。考えるな。そもそもスク水エプロンってなんなんだ。変態的すぎるだろう。どうして変態っぽく思うんだ？　そうか、スク水だ。こいつのせいでマニアックになるんだ。つまりスク水を廃した状態でエプロンを装着すれば完かん璧ぺきなんじゃないか？）

　白い透き通った肌を覆い隠すのはエプロンだけ。ディーがエプロンの裾すそを軽くつまみあげてくるっとターンする。無防備なかわいいお尻しり。無邪気なディーはこの危険性に気づいていない。その気づかないピュアさが遊馬にはたまらない。

　たらり……と、遊馬の鼻から赤いものがタレ落ちた。次の瞬間、遊馬の肩にバシッと一撃が加えられる。和尚おしようさんがいるわけではないのだが、脳波が乱れると律するために背後に立っているお仕置きロボが作動する仕掛けだ。

　遊馬あすまが攻撃されたことにディーが立ち上がり、お仕置きロボに敵意のこもった視線を向けた。ディーは本気になると文字通り目の色が変わる。揺らめく虹こう彩さいに遊馬は大慌てだ。

「す、ストップだ！　ディー落ち着け」

「……遊馬……血が出てる」

　肩を叩たたかれて鼻から出血するという流れがディーには理解できなかった。肩に一撃をくらったのも遊馬が妄もう想そうをしたためであり、出血したのもその妄想がけしからんからなのだが……遊馬はきちんと説明できない。

「……遊馬。大丈夫？」

　ディーはポケットティッシュを取り出すと遊馬の鼻を拭ふいた。ビィーーッ！　と、ブザーが鳴り響く。遊馬の同調率テストはここで終了した。



　測定を終えて遊馬は待合室に戻ってくる。ラボの施設はまるで病院のようだった。

「なんか職員がみんな慌ただしいつうか、落ち着かないな」

　遊馬は長いソファーの真ん中に座って、パックジュースを飲みながら呟つぶやいた。さつきが遊馬の右隣に腰掛ける。桂けいと真しん悟ごはそれぞれ別室で測定中だった。

「ずいぶん余裕ね？　ま、勝負の結果は見えてるけど」

「別に勝負なんてしてないだろ」

「あんたはあたしに勝っちゃだめなの。あたしの方が偉いの」

「はいはい……っと、まったく俺おれに勝ってなにが嬉うれしいんだか」

「嬉しいわよ！　あたしの実力を認めたってことでしょ？　頼りになるって証明だわ」

　遊馬の左隣にはディーの姿が……ない。ディーは遊馬との同調テストを終えたあと、そのままラボの身体検査を受けにいっている。

「頼りにしてるぜ……って、言うと俺も男として情けないんだが」

「情けないままでいいわよ。あんたはあんたのままでいいの……ちょっと情けないくらいどうってことないもの」

　さつきがじっと遊馬を見つめた。その瞳ひとみはどこかほんのりと潤んでいる。

「な、なんだよ？」

「なによ？」

　ヴィーン……と、自販機のモーター音が静かな待合室に響いた。その音で二人して肩をびくつかせる。さらに外からけたたましいサイレンの音が追い打ちをかける。

「そ、それにしても、ちょっと様子がおかしいわね？」

　ラボは虹にじ浦うら市の中心街にあった。転送門のある神殿にもほど近い。その神殿方面からひっきりなしに救急車が往来している。ラボの前を通って医療センターへ……ラボの職員たちの雰囲気はぴりぴりと張り詰めていた。

「中で何かあったのか？」

「この時期、『塔』に入るなんてよっぽど勤勉な生徒かプロを目指す卒業生くらいじゃないの？　プロの魔装士がそうそう救急車送りにされるなんて考えられないし」

「無茶して失敗か。まあ……救急車っていうのはまだ救いがあるよな」

「死人に救急車は不要だものね……あんたが心配したって怪け我が人が治るわけでもないし、むしろ自分の成績の心配をしなさいよ？」

　遊馬あすまは苦笑いで応こたえた。

「それもそうだな。にしても、夏休みってだけでずいぶん虹にじ浦うら市は静かなんだな」

　レジャースポットなどには本土からの観光客も多いのだが、学園の生徒たちの大半が帰省しており街全体が少し寂しい。ラボに来るまでの道も、生徒やラボ関係者向けの個人商店や飲食店などは軒並み夏季休業の看板を下げていた。台風に備えるように商店街のほとんどの店がシャッターを閉めている。

　相変わらず待合室には遊馬とさつき二人きり。空調の音が聞こえるくらいに静かだった。さつきは遊馬の隣に座っていたのだが……その間合いを詰めて密着するように急接近してきた。

「ちょっと……寒いわね。空調効きすぎじゃない？」

「おおおおい！　くっつくな」

「好きでくっついてるんじゃないわよ。あんたを風よけにしてるの。文句ならこの部屋のエアコンに言って」

　寒いというわりにさつきはうっすら汗ばんでいる。女の子特有の匂においを遊馬の鼻孔が感じ取った。ディーからはしない……だから余計に遊馬あすまは困惑した。



    

  
    
      



    

  
    
      　二人して胸がドキドキしてくる。普段、この距離はディーのもので、ディーが来て以来、遊馬とさつきが二人になる機会はほとんどなくなった。

　さつきのアホ毛がくんにゃりと垂れ下がる。

「わかったわかった。エアコンの温度設定を変えてもらおう」

「だ、ダメよ！　今がちょうどいいの。温度を上げたら暑くなるし、あんたがあたしの隣に座ってる状態が……快適なんだから」

「複雑な快適さだな。そりゃ」

「しょうがないじゃない。実際にこうして隣に座ってみたらちょうどいいんだもの。風は直接当たらないし、あんたの……体温も感じるし。ほらアレよ。真冬にこたつに入って食べるアイスの美お味いしさみたいな」

「ああ……うまいよなぁ」

　甘味の話題に遊馬はきっちり食いついた。さつきの心は重くなる。

　遊馬はやはり鈍感だ……と。

　そっとさつきは遊馬の手を握った。

「指先が冷えちゃったのよ。温めなさい」

　新陳代謝がいいのか遊馬の手は温かい。遊馬の顔は……耳まで赤くなっていた。

「なに赤くなってるのよ？　まさかいやらしいこと考えてないわよね？」

「考えるわけないだろ」

「手まで握って」

「そっちが握ってきたんだろうが！」

「じゃあ……抱っこしてもいいのよ？」

「ますますもって意味がわからなくなってきたぞ？」

「この寒さがいけないのよ。寒いからハグハグを許可してあげるって言ってるの。他ほかに特別な意味とかないのよ？　純粋にあんたを防寒用に使うっていうだけなんだから」

「ここでうっかり抱きついたら通報して訴訟起こして和解金でも取ろうってのか？　金ならないぞ」

「そんなことするわけないでしょ？　こっちからさせてあげるって言ってるんだから、男なら素直にハグハグしなさいよ！　ほら、鳥肌立ってきちゃってるでしょ？」

　腕のあたりをさつきは見せつける。

「別にあんたに近づいてドキドキしてるからじゃないのよ！　寒いからなのよ！」

「そ、そんなのはわかってる！　ああそうか。そうだよな。寒いんだよな。じゃあ、俺おれもそんな気持ちはないんだぞ！　あくまで暖房器具としてだな……」

　威い嚇かくする子供のアリクイのように、遊馬はがばっと両腕を広げた。

「ハグハグでもなんでもしてやッ……」

　さつきに抱きつく寸前のところで、遊馬は腕を引っ込めた。さつきもササッと長いソファーの端っこに移動する。

　待合室の扉が開いた。

「ああ、ここにいたんですね厳島いつくしま君。それに鬼おに切きりさんも。どうですか？　夏季長期休業は？　充実した毎日を過ごせていますか？」

　眼鏡めがねをくいっと押し上げて遊馬あすまを見据える担任――草くさ壁かべ。だがその衣服は普段の冴さえないシャツにネクタイではなく、全身に装甲プレートのついたプロ魔装士専用の戦闘服姿になっていた。学園の制服にも対刃繊維などが織り込まれているのだが、プロ魔装士専用のカスタム戦闘服には魔力結晶が追加されており、魔装具と連動して高い防御性能を発揮する。装備するだけで並の魔装士は防御性能の維持に全魔力を使いきってしまうような代物だった。

「なんかずいぶんと物々しい格好だな？」

「ええまぁ……ちょっといろいろありまして。協会所属のエージェントたるもの、給料分は働かないといけませんからね。ところでどうですか久く遠おんさんと小お山やま田だ君は。うまくなじめていますか？」

「真しん悟ごはいいやつだがエリザは問題だらけだ。なんでアレがリーダーなんだ？」

「もちろん三年生だからですよ。彼女の実力は私が保証しましょう。何せ私のどう……おっと、なんでもありません。忘れてください」

「どう？　なんだって？　まさか同どう棲せい相手とか言わないだろうな？　教師と生徒で何考えてるんだ？」

「はっはっは。彼女の性格をご存じならその可能性は皆無ではありませんか？　ところで、ディーさんがいない合間に厳島君と鬼切さんは何をしていたんでしょう？　こんな密室に二人きりで」

「な、なにもしてないわよ！」

　あと一歩のところで乱入されたのが悔しいのか、さつきの目は殺気立っている。アホ毛も威い嚇かくするようにゆらりゆらりと揺れていた。

「おお怖い怖い。そんなに熱視線を向けないでください。それでは私は忙しいのでこれで。久遠さんに見つかると何かと面倒ですしね」

「何をしに来たんだお前は」

「愛する生徒の顔をちょっと見に来ただけですよ」

　さらりと言い残すと草壁は鼻歌交じりで待合室から出て行った。その気配が消えるのを確認すると、再びさつきが遊馬の隣にスッ……ササッ！　と近づいてくる。

「寒いのよ！」

「単刀直入＆簡素化しすぎて意味がわからんぞ」

「抱きなさい！」

　さつきが命令した途端、再び待合室のドアが開いた。草壁と入れ違いに桂けいが入ってくる。桂はさつきの大胆発言に頬ほおを赤らめた。

「ほ、ほら……あっちゃんもさつきちゃんも学園っていう特別な環境に身を置いてるけど、実質まだ高校生なんだしそういうことは……」

「違うわ誤解よ！　あたしは寒いから遊馬あすまで暖を取ろうとしてただけなの」

「さつきの言う通りなんだ！　桂けい先輩、頼むから誤解しないでくれ」

　桂はちょっぴり寂しそうに窓の外の青空に目を向けた。

「こうやって、弟はお姉ちゃんから卒業していくんだね。嬉うれしいような……寂しいような」

「遠い目をするなッ!!」

　遊馬のツッコミにも桂は目を細めて微笑ほほえむばかりだった。



　待合室に設置された液晶モニターに名前と数値が表示された。魔装具との同調率は魔装士の体調や精神面で上下しやすいのだが……。

「で……俺おれが最下位ってわけか」

　遊馬はどっと重たい息を吐いた。結果が悪いことの原因はわかっている。途中でいろいろと妄もう想そうしてしまい、集中できなかったのが敗因だ。遊馬の同調グラフは途中まで右肩上がりだったものの、ある瞬間からガクッと落ち込んでそのまま低空飛行とあいなった。

　同調率の高さは魔装士の能力に比例する。高い状態を維持できるほど、実力者といって差し支えない。

「な、納得いかないわ！　なんであたしがビリから二番目なのよ？」

　さつきの数値自体は決して悪くない。上下の変動こそ激しいが、ピーク時の同調率は一番高かった。順位を平均値で出さなければトップスコアである。

「っていうか、なんでエリザはノーコンテストなの？」

「わたくしとしたことが、あまりに退屈で居眠りしてしまいましたわ」

「じゃあ、実質エリザが最下位みたいなものね！　それにしても……桂はともかくまさかあんたに負けるなんて」

　さつきが憎らしげに見つめる視線の先で、液晶画面に並んだ順位などまったく気にもせず真しん悟ごが涼やかに微笑ほほえんだ。

「今回は運が良かっただけさ」

　遊馬も流石さすがに異議を唱える。

「いや待て。運の要素は関係ないだろ」

　真悟のグラフは真一文字だった。普通ならプロの魔装士でも同調率テストをする場合、同調率50％くらいからだんだんと数値があがっていって、右肩上がりのグラフを描き80％前後で安定するのだが……真悟はテスト開始から終了まで90％でまったく上下動していない。

「真悟くんすごいんだね。お姉ちゃんちょっとびっくりだよ。あ！　ごめんね真悟くん。わたしは真悟くんのお姉ちゃんじゃないのに……」

　真悟は穏やかに微笑み返した。返事に言葉はなく表情だけだ。

「ところで、真しん悟ごの魔装具ってのはそのケースの中身なんだよな？」

　壁に立てかけてあったチェロのケースに遊馬あすまは自然と目を向けていた。

「興味あるのかい？」

「まさか本当に楽器が入ってるってこともないだろうけど……」

「大したものじゃないよ。できれば、こういったものは使わないに越したことはないんだけどね」

「秘密ってんなら無理には聞かないが、ちょっと気になるな」

「気にしてばかりいると彼女が焼き餅もちを妬やくよ」

　遊馬の袖そでがぎゅっと引っ張られた。隣でディーが不機嫌そうにほっぺたを膨らませている。嫉しつ妬と心しんなんてものがディーにあると遊馬は感じたことがなかった。だが、真悟の魔装具に興味を持った遊馬に、ディーは不満げな視線を向ける。

「……遊馬はディーと一緒だよ」

「あ、ああ……そうだな。つうか、この銃は別にいいのか？」

「その子はディーやあの子と違って、遊馬の力を受けきれないから」

　あの子、と言ってディーは真悟のチェロケースを指さした。

（――どうやら真悟の魔装具は魔力をバカ食いするタイプみたいだな）

　真悟の実力は頼もしいと素直に思う遊馬だが、今のところ選抜チームの訓練はどれもこれも戦闘とは無縁だった。

「それにしても最下位の気分はどうかしら？　今日はあたしも調子が出なくてこんな結果になったけど、ピーク時の同調率はあたしが一番なのよ？　あんたはどこをとってもいいところなしね」

　さつきはむらっけなようで、グラフは右肩上がりではなくジグザクを描いていた。ほんの一瞬だけ同調率92％をマークしている。ここだけ見ればさつきは一等賞だ。

「気分もなにも……総合的に一位は真悟だろ」

「本気を出せばあれくらいの芸当できるわよ」

「なら本気を出せばいいんじゃないか？」

「あたしは実戦でしか出せないタイプなのよ。こんな安全な状態で数値が安定してたって意味ないわ！」

「練習でできないことが実戦でできるわけもない。なんて言葉もあるんだが」

「それができちゃうからあたしは天才なのよ！　だいたいあんたは何様なのよ？　ほぼ最下位のくせに」

　遊馬はちらりとエリザに視線を向けた。居眠りをしてしまい測定不能で実質最下位……ではあるのだが、素直な真悟と違って能ある鷹たかで爪つめを隠しているのかもしれない。

「……遊馬。ごめんね……ディーはもっともっと遊馬と同調したいから、これからもがんばるから……」

　先ほど浮気（？）というわけではないのだが、遊馬が真悟の魔装具に興味を示したり、今回の測定数値が低いことをディーが気にしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「ディーのせいじゃないから安心しろ」

　優しくディーの頭を撫なでる遊馬あすま。そんな遊馬にとある少女の嫉しつ妬との炎が燃え上がる。アイスブルーの瞳ひとみから赤よりも温度の高い青い炎が今にも噴き出しそうだった。

　エリザの怒りは引火し、彼女の全身を怒りでわななかせている。

「な、なんて破は廉れん恥ちな！　汚らわしい手で！　指先でディーさんの頭をなでなでするなんて万死に値しますわ！」

「万死もなにも、いいだろ別に。スキンシップだ」

「よくありませんわよ！　ディーさんもしっかりなさって。そこにいるのはディーさんにとってただの栄養素ですのよ。ビタミンＣやミネラルにタンパク質。それらは生きていくうえでかかせませんけれど、いちいちそれらに萌もえたり好きになったりする方がいらっしゃいまして？　ビタミンＣ萌え超萌えかわいすぎて生きていくのが辛つらい……なんておかしいでしょう？」

「俺おれを栄養素と同列にすんなッ!!」

「栄養素ならまだかわいげがありますわよ。美少女擬人化して水や熱や光や酸素と結合して壊れやすいビタミンＣ総受けなんてたまりませんわ！　けど、あなたはだめでしてよ！　一歩間違えれば汚染物質をまき散らしますもの」

「……汚染物質？」

「そうですわ。きっとディーさんの見ていないところでよからぬ妄もう想そうを爆発させて……」

　チンッ！　と、桂けいは刀の鍔つばを親指で押し上げた。

「エリザちゃん。それ以上はいけないよ」

「じょ、じょじょじょ冗談ですわお姉様」

　ディーがもう一度、今度は反対方向に首をかしげた。

「……汚染物質？」

「ディー！　頼むからそこに食いつかないでくれ……」

　あたふたする遊馬にディーはコクリとうなずきながらも、その表情は少し寂しげだった。

「……遊馬ともっともっと同調率をあげたいのに……ディーはどうしていいのかわからない……そうだ、師匠！　弟子入りさせてください」

　何を思ったのか、ディーはとてとてと真しん悟ごの元に歩いていくと頭を下げた。

「師匠って僕のことかい？」

　うんうん二回ディーはうなずいた。

「そうだね。相手の側に立ってみることかな。何をしてほしいとか、何をのぞんでいるとか。それと与えた分の見返りは考えずに、相手に惜しみなく与え続けること……どうやらちょっと難しかったみたいだね」

　ディーはぽかんとしている。ディーだけでなく遊馬もさつきも桂もエリザも、真悟のアドバイスにため息混じりだった。

「あれ？　どうしたんだいみんな」

「いや……お前が悪い奴やつじゃないってことが理解できてよかったよ」

　真しん悟ごの完かん璧ぺき人間っぷりに遊馬あすまはただただ心の中で嘆息した。



　次の訓練会場――巨大ショッピングモールは人出で大いに賑にぎわっていた。その大半は本土からの観光客である。

　モール内は女の子が大好きなファンシー雑貨や、かわいい洋服のお店でいっぱいだ。他ほかにも全国の名店が軒を連ねるスイーツストリートや、シネコンにボウリング場にカラオケなどなど充実する中で……遊馬たちはゲームフロアに立っていた。

　音と光が飛び交い室内型のミニ遊園地といった感じである。

「で、次はなんなんだ？　まさかゲームが課題じゃあるまいな」

「そのまさかですわ！」

　胸を張って応こたえるエリザ。桂けいの柔らかい癒いやされる系とも違う、美しい形のそれがぐいっと強調された。が、遊馬は見ないように遠くを眺める。

「なんつうか、プールに始まって医療訓練とか挟んだりはしたものの、基本的に遊びっぱなしなように思えるのは俺おれの錯覚か？」

「お黙りゴミ虫！　野生の動物は子供のうちに遊びながら狩りの仕方を学ぶもの……それもわからないだなんて……だから男ってダメなんですわ」

「今のは男女関係ない素朴な疑問だろうに」

　エリザとのまともなやりとりを諦あきらめて、遊馬はざっと周囲を見渡した。ゲームフロアには対戦格闘ゲームやカードゲーム。きらびやかな電飾で彩られたメダルゲームなど、どれも最新のものが揃そろっている。

　ＵＦＯキャッチャーも充実していた。ラブリーなキャラクターのぬいぐるみや、美少女フィギュアなどなど……どれも射幸心を煽あおりまくりなラインナップだ。

　遊馬は思わず拳こぶしをギュッと握る。お菓子の次に好きなのがゲームだった。

「さてと、じゃあまずはなにをするかな。学園の訓練費用で無料で遊べるってんなら……容赦なく遊ばせてもらうぜ」

　手を組み指をポキポキと鳴らす。遊馬は高鳴る胸の鼓動を抑えるように深呼吸した。ゲームセンター特有の電子機器とメダルの放つ金属質な独特の匂においが心地よい。

「あっちゃんゲーム得意なんだよね？」

　桂が嬉うれしそうに笑う。

「あんたに得意な分野があるのも驚きだけど、それがゲームだなんてしょぼいわね。実用性皆無じゃない？」

　さつきがあきれ気味に肩をすくませた。

「なら勝負するか？」

　ビシッと遊馬がさつきを指さした。普段はやられてばかりだが今日の遊馬はちょっと違う。

「……遊馬あすま。かっこいい」

　自信に溢あふれる遊馬の勇姿にディーは瞳ひとみをキラキラとさせている。

「あたしが負けると思ってるの？　ゲームなんて反射神経を競うだけのものでしょ？　なにをやったってあんたに負ける要素はないわね」

「その考えが命取りだな。対戦は技術と……なによりも相手の心理を読む駆け引きだ」

「ならこうしましょう！　わたくしとさつきさんのチームと野獣二匹チームで対戦ですわ！　わたくしたちのレズッ子パワーを見せつけてあげましてよ！」

「どさくさに紛れてあたしを同類にしないで！」

　エリザの提案に真しん悟ごが小さくうなずいた。

「そうだね。やってみようか」

　あっさり承諾する真悟だが、遊馬はふと思う。

「ところで真悟はゲームとかやるのか？」

「初めてだけど、雰囲気でだいたいわかるかな」

「そ、そうか……いや、たぶんお前のことだから大丈夫だろうな」

　初心者がいるくらいがちょうどいいハンデ……と、遊馬は思い直した。

「ゲームは……そうね。これにしましょ！」

　コックピット型の大型筐きよう体たいにさつきが目をつけた。人気の対戦型シューティングアクション「アサルトブレイカー」だ。対戦の模様は外部モニターに出力されており、今まさにプレイ中の熱戦が伝えられている。観戦だけでも迫力があり見み応ごたえ十分のロボットゲームだ。

「なんださつき、いい趣味してるな」

「当然でしょ？　これなら二人ずつで遊べるみたいだし。そうね、負けた方が今日一日、勝った方の言うことを聞くってどうかしら？」

　ふふん♪　と鼻を鳴らして挑発的なさつきだが、遊馬はクールな表情のまま口元だけを小さく緩ませた。

「悪くない提案だ。いいだろう」

「ならわたくしは勝ったらさつきさんとデートしますわ！」

　さつきの目が丸くなる。猫のように瞳どう孔こうまでまん丸だ。

「なんでそうなるのよ？　負けた方が言うこと聞くって条件なのに」

「そうでなければやる気が出ませんの」

　エリザもエリザなりに闘志を燃え上がらせた。真悟は黙々とゲーム筐体そばにあるマニュアルを確認している。基本的な動かし方も知らない本当に初心者なようだ。

「じゃあディーちゃんとお姉ちゃんは応援だね！　両チームともファイトだよ！」

「……遊馬。がんばって」

　桂けいとディーに見送られて、遊馬はコックピットにおさまるのだった。



　――五分後。

　コックピットの扉をドバッと豪快に開いてさつきが吠ほえた。

「あんた反則技使ってるんでしょ！　なんなの？　死ぬの？」

　先に外に出て待っていた遊馬あすまにさつきは掴つかみかかった。襟えり首くびをぎゅっと握ってきゅっと締め上げる。

「ま、待て待て。どうやってアーケードゲームで反則するんだ？」

「このゲームはカードを使って機体を強化できるって説明書きにあるじゃない！　こっそり強化カードを隠し持ってたのね？」

　鞭むちのようにアホ毛を振り回すさつき。襟首掴んだままアホ毛が遊馬の顔をべちべちべちべち……何度も何度も往復ビンタした。

「ぬお！　いつからそんな器用な真ま似ねができるようになったんだ？」

「裸になんなさい！　カードを隠し持ってないっていうなら、もう一度全裸で勝負よ！」

　エリザが両手を自分のほっぺたに添えながら微笑ほほえんだ。

「あらあら、コックピットに裸の美少女だなんて……それはそれで萌もえますわね」

「あたしじゃないわよ！　遊馬が全裸なの！」

　まるでだだっ子のようにさつきは声を張る。

「あっちゃんだめだよずるしちゃ」

「……遊馬、ずるいの？」

　外で待っていた桂けいとディーは、戦いの様子を外部モニターで観戦していた。遊馬だけ動きが機敏で、ロボットを手足のように動かしているのは素人目に見ても明らかだ。

　結果は遊馬の一人勝ちだった。遊馬一人で撃墜数を稼いでいる。

「待ってくれ桂先輩。俺おれが強かったのには理由がある。真しん悟ごが初心者にしては上う手まかったんだ」

　さつきもエリザも真悟も初心者だが、一般人よりはよっぽど戦い慣れしている。そのためかそこそこ上手かった。特に真悟の立ち回りは初心者とは思えないほど落ち着いていた。

　とはいえ、経験者の遊馬は圧倒的だった。特に射撃の精度は特筆モノで、１ドット単位で調整して相手の急所を撃ち抜いてくる。反則と疑われてもしかたないレベルの神業だった。

「なんでこっちが先に攻撃仕掛けてるのに負けるのよ！」

「俺はちゃんとコックピット直撃を狙ねらってるからな。１・４倍ダメージが入るんだ」

「コックピット狙うなんて非人道的すぎるじゃない！」

「ゲームなんだしそこは人道とか持ち出すところじゃないだろ」

　睨にらみ合うと今度はさつきが遊馬を引っ張っていった。

「一回戦終了！　次はエアホッケーで勝負よ。これならあんたがどうがんばってもずるできないわ！」

　さつきは自分の魔装具――蛇姫サーペントを桂けいに預けた。魔装具による身体能力のアップはなし。正々堂々と戦って勝つつもりだ。

「一対一で勝負なさい！」

「わかったわかった」

　エアホッケー台で二回戦が始まり……あっという間に片がつく。

「ず、ずるいわよ！　なんであんたのパックばっかりいい角度でこっちのゴールに突き刺さるのッ!?」

「跳弾の角度とかきちんと考えてるからな。なあ、そろそろみんなで楽しめるゲームにしないか？　ディーもその方がいいだろ？」

　ディーは首をぶんぶん左右させた。遊馬あすまの活躍に瞳ひとみをキラキラさせっぱなしだ。ディーは感動している。

「……遊馬かっこいいよ。ゲームしてる遊馬すごいよ」

「まいったな……嬉うれしいような嬉しくないような。ゲームってあたりがもどかしいぜ」

　ふと遊馬が真しん悟ごに視線を向けると、真悟は桂やディーと一緒に観戦モードに入っていた。エリザはエアホッケーの台の後ろに移動して、前のめりのきわどい姿勢になりがちなさつきのバックショットをデジカメで追っかけ回している。

　さつきはエリザが何をしようとおかまいなしで、負けた悔しさに顔を真っ赤にさせていた。

「子供じゃないんだし、まさか自分が勝つまでやるとか言わないよな？」

「そんなことしないわよ！　次で勝つもの！　三回戦は勝利ポイント三倍ね」

「なんだそりゃ……ま、かまわんけどな」

　さつきのアホ毛レーダーが次のゲームを察知した。

　ダーツ。お手軽にできそうだが、狙ねらって撃つことに変わりなし。これも遊馬の圧勝だった。

　メダルゲーム。百枚をどこまで増やせるか勝負したが、さつきはあっという間にすっからかんになり、遊馬はジャックポッドをあてて二千枚以上にしてみせた。これもスロットを回すためのチェッカーを狙って撃つタイプだ。

　ミニボウリング。パーフェクトゲームを決める遊馬に死角はない。

　襲い来るゾンビを撃つ体感型ガンシューティング。まさに遊馬の得意分野だ。

　レースゲーム。遊馬は湾岸最速の称号を手に入れた。狙って撃つゲームの次に遊馬が得意なのがレースゲームだ。

「なあ、そろそろ勝負は終わりにしないか？」

「つ、次は勝つわよ！　あ、アレで勝負よ」

　さつきがビシッと指さしたのは、ファンシーな黒猫ぬいぐるみがつまったＵＦＯキャッチャーだった。

「……わぁ。猫かわいいね。黒猫だね。いっぱいだね」

　ガラスに張りつくように筐きよう体たいに近づくとディーがぽやぽや～っとした、なごんだような笑みを浮かべた。遊馬あすまにはそんな子供っぽい仕草のディーがかわいくて、自分までなごんでしまう。が、厳しいさつきの視線に気づいて遊馬は確認した。

「で、ＵＦＯキャッチャーで何を勝負するんだ？」

「そうね……ディーはどの黒猫がいいのかしら？」

　ＵＦＯキャッチャーの中の黒猫はリボン付きや首輪付きなどバリエーションに富んでいる。

「……赤いリボン。かわいいよ」

　うまく狙ねらえばなんとか掘り出せそうな位置に赤リボンの黒猫は横たわっていた。

「先に取った方が勝ちよ！　いかにゲームオタクなあんたでも、ＵＦＯキャッチャーは別物でしょ？　さあ、あんたから先にやっていいわよ」

　さつきが遊馬をビシッと指さす。標的の赤リボンの黒猫は初手でいきなり釣り上げるには若干苦しいポジションで、さつきの狙いは明白だった。遊馬に崩させてから取りやすくなったところをかっさらう……さつきはすでに控えめな胸を張って勝ち誇っていた。

　桂けいが少し困ったような表情を見せる。憂うれうようにさつきに告げた。

「あっちゃんが一番得意なの、ＵＦＯキャッチャーなんだよね」

　遊馬がじっとぬいぐるみの山をチェックした。正面からだけでなく側面の窓からものぞき込むようにしてぬいぐるみの位置関係を把は握あくする。

　桂がゆっくりと息を吐いた。

「久しぶりにあっちゃんの必殺技が見られそうだね」

「な、なによそれ？」

　さつきも遊馬の真剣なまなざしに、一瞬背筋がブルッとなった。獲物を狙う冷たい視線。機敏な動作。遊馬は動いた。ボタンを叩たたく。ＵＦＯアームの横軸移動。それは標的の赤リボン付きとは見当違いの場所で止まった。

「あら？　操作ミスしてるじゃない！　赤リボンはもっと左よ？」

　さつきのヤジなど遊馬の耳には届かない。続いて縦軸移動。これはほとんど最小限だった。アームが降りていく先には首輪付きの黒猫が待っている。

「標的は赤リボンよ？　首輪付きはとってもノーポイント……えッ!?」

　さつきもディーもあっけにとられていた。桂は腕組すると満足げにうなずく。

「あっちゃんの技の冴さえ。衰えてないね」

　アームが首輪付きの身体からだを押し込むように崩した。そのまま奈な落らくの底へと首輪付きは落ちていく……だけでなく、近くにあった赤リボンや鉤かぎ尻尾しつぽに白い斑はん点てん付きの黒猫ぬいぐるみが、ドサドサドサッ！　と連鎖的に崩れ落ちた。

　一度に四つの黒猫をゲットする。雪崩アヴァランチ。それが遊馬のＵＦＯキャッチャーにおける必殺技だった。

「戦いはむなしい……」

　戦利品を拾い上げると遊馬あすまは赤リボン付きをディーに手渡した。

「……わぁ……遊馬。ありがとう。遊馬のこと、大好き」

　嬉うれしそうにディーは目を細める。一緒にゲームをプレイしたわけではないのだが、遊馬の無双っぷりが嬉しいようでディーはずっとご機嫌だった。

「だ、大好きって……大げさなやつだな」

　リボン付きの黒猫にディーは頬ほおずりする。「大好き」と、言われて遊馬は焦った。嬉しくなる。胸の奥がじんわり熱くなってくる。

　遊馬の中の妄もう想そう力が爆発した。



　ちっちゃいかわいいディー。ディーが子猫のようなサイズになってしまう。赤いリボンをつけたちっちゃな猫耳尻尾しつぽのディーが、遊馬のズボンを掴つかんでよちよちと身体からだを登ってくる。フリークライミングするようにちっちゃいディーが遊馬の肩の上までやってきた。ディーは遊馬の顔に頬ずりする。

「……にゃ～ん」

「や、やめろディー。懐きすぎだろ！」

　遊馬は肩に乗った子猫サイズのディーを捕まえると地面に降ろすのだが、すぐにディーはズボンにしがみついて遊馬の身体を登ってきてしまう。

「……にゃ～ん」



    

  
    
      



    

  
    
      　尻尾しつぽをふりふりしながら、ちっちゃなディーは遊馬あすまの頭頂部にぺたんと帽子のように覆い被さった。

「う……動けない」

「……にゃ～ん」

（――ああもうかわいすぎるだろ。しかもちっちゃいサイズって……これじゃあ小動物の愛らしさと美少女の魅力に猫耳尻尾でもう……俺おれ……俺は何を考えてるんだーッ!!）



「……ちゃん。あっちゃん大丈夫？　ぼーっとしちゃって」

　心配そうに桂けいが遊馬の顔をのぞき込んでいた。

「え……あ、お、おう！　大丈夫だ」

「鉤かぎ尻尾ちゃんかわいいなぁ。ね、あっちゃん？」

「わ、わかった。わかったからそれ以上顔を近づけないでくれ」

　遊馬の手の中から鉤尻尾の黒猫が桂の元に里子に出された。今日から桂の黒猫だ。

「で……おい、勝手に奪うなよ」

「あんたにぬいぐるみはファンシーすぎて似合わないし、仕方ないから引き取ってあげる。それに免じて今日はこれくらいで勘弁してあげるわ。ありがたがりなさい！　あたしをあがめ奉たてまつりなさい！　そして負けを認めるのよ！」

　首輪付きの黒猫を誘拐してさつきが吠ほえた。

「あがめ奉りはしないし、だいたい負けてないだろ！　なんでもらっておいてそんなに態度がでかいんだ……ふぅ、つうわけで余りものには福があるっていうんだが」

　残るぬいぐるみは一個だけだった。ちょうどエリザが手持ちぶさたにしている。

「あら？　わたくしに賄わい賂ろですの？」

「いや、これは真しん悟ごに……わかった。そんな捨てられた子犬みたいな目で見るな」

　白斑しろぶち付きの子はエリザの手に渡った。

「帰ったらお風ふ呂ろに入れてあげますわね。男に触れられてさぞかし不快でしたでしょう？」

　手にした白斑付きの黒猫ぬいぐるみにエリザは話しかける。

「なんか納得がいかんのだが」

「納得いかないわよ！」

　急にさつきが遊馬とエリザの間に割って入った。エリザはぬいぐるみに夢中で遊馬のことなど、もう路上の小石ほどにも思っていない。

「お前には首輪付きをやっただろ？」

「そ、そういうことじゃなくて……」

　さつきがもじもじと膝ひざをすりあわせる。

「どうしたんだ？　そういうことじゃないならなにかあるのか？」

　さつきは非難の視線だけを遊馬に浴びせ続けている。もっといちゃいちゃ……もとい、遊馬を下僕扱いしたいのに、エリザが邪魔だった。さつきが遊馬に噛かみつくチャンスをエリザは何度か奪っている。もっともっと遊馬あすまに噛かみつきたい。じゃれたいのにそれをさせてもらえない。フラストレーションがさつきの中でたまりまくっている。

「なんでもないけどあんたがむかつくのよ！　存在そのものが許せないわ！」

「俺おれの存在全否定かよッ!!　何の脈絡もなく全否定かよッ!!」

　精一杯ツッコミをいれる遊馬を、じっと見つめる青年が一人。

「おい真しん悟ご……なんだその熱視線は」

　あまり自己主張しない真悟だが、ＵＦＯキャッチャーの大きなお友達向け＝美少女フィギュアコーナーで、遊馬とキャラクターフィギュア間に立ち双方に視線を行き来させていた。

「頼むよ。遊馬君」

「お前、こういうのが趣味だったのか？」

「ピンクの髪の女の子がいいな」

　屈託のないカミングアウトに遊馬はため息すら出ない。

「ったく。貸しにしておくぜ」

「遊馬君は嫌いかい？」

「あんまり興味がないな」

「彼女は世界最高の等身大フィギュアだからね。既製品じゃ満足できないか」

「ま、待て真悟。今の発言はなんつうか……ちょっとあぶないぞ」

　真悟は否定も肯定もせず涼やかな笑みでさらりと流す。遊馬は不安になりながらも、美少女フィギュアを一発で獲得してみせた。

　ゲームコーナーでの訓練（？）もそろそろ終了の時間だ。

「やっぱり訓練って感じじゃないな。普通に遊んでばっかりなんだが……」

　このままでいいのかと遊馬は肩を落とす……が、黒猫のぬいぐるみを嬉うれしそうに見つめるディーの笑顔に少しだけ救われた気がした。

「草くさ壁かべ先生は何をさせたいんだ？」

「どうしたのあっちゃん？」

　桂けいが聞き直す。

「ゲームコーナーで訓練ってのも変だろ」

「ディーちゃんと楽しく過ごせたからいいんじゃないかな。同調率があがったと思うし」

「ディーと俺の同調率をあげる……か」

「選抜チームっていうのも名前だけかもしれないね」

「そうだな。とりあえず現地解散っていうのももったいないし……このあとどうするかな……」

「ねえあっちゃん！　実はお姉ちゃんにプランがあるんだけど……」

　桂が不意打ち気味に遊馬に耳打ちする。仲間の見ている前で遊馬は耳まで真っ赤になった。ディーが羨うらやましそうに人差し指をくわえて呟つぶやく。

「……ディーも遊馬あすまに秘密のお話したい……けど、お話できる秘密ないよ」

　桂けいがにっこり微笑ほほえんだ。

「じゃあ、お姉ちゃんがあっちゃんの右耳をフッフってするから、ディーちゃんは左をお願いね」

「……はい。がんばるよ」

　素直にうなずき遊馬の隣に立ってディーはかかとをあげて背伸びする。

「が、がんばらんでいい!!」

　遊馬のツッコミが悲鳴のようにゲームコーナーにこだました。



　草くさ壁かべはしんがりを務めていた。もう防衛線は維持できない。モンスターの波状攻撃は明らかに組織的で、一騎当千を誇るプロの魔装士たちをもってしても抑えきれそうにない。

　レベル５地域への「門」の防衛は失敗に終わりそうだ。予備戦力として虹にじ浦うら市に残っていた学園の卒業生や、アマチュアの魔装士たちも動員している。

　死者。行方不明者の数を把は握あくする余裕さえ草壁にはなかった。

「私としたことが、見誤ってしまいましたね」

　装甲プレートが施された戦闘服も、度重なる火炎や衝撃波でボロボロだ。先日修復したばかりの魔装具の槍やりも、高負荷でオーバーロード気味になっており本来の力の半分も出せなくなっている。

　カバとサイを足して二で割ったような巨獣の群れが草壁に迫った。

「エリザはうまくやっているでしょうか……と、平和なあちらの心配をしている場合ではありませんね」

　群れの中に草壁は呑のみ込まれる。これまで人類が広げてきた版はん図とは、この数日で実にその半分にまで縮小していた。



    

  
    
      


第四章　湯煙の逆襲劇





「というわけで、いきなりだけどお風ふ呂ろにやってきましたぁ♪」

　桂けいがテレビのＭＣよろしく実況する。遊馬あすまたちがやってきたのは……温泉だ。人工島である虹にじ浦うら市の海底から湧わき出る天然温泉は、今日も心地よい湯煙をあげている。

　先ほどゲームセンターで桂が遊馬に耳打ちしたプラン――それがみんなで温泉に行こう大作戦だった。

　ディーは温泉の匂においにうさぎのように鼻をひくひくさせる。

「……遊馬と一緒に入りたいな」

「だからそれはまずいと何度言えばわかってくれるんだ」

「……なんでだめなの？　ディーは遊馬といつも一緒にいたいよ」

「だからその……ディーは女の子で俺おれは男だから」

「……じゃあディーが男の子ならいいの？　ディーは男の子になりたいよ。どうしたらなれるの？」

「なりたいからってなれるもんでもないからな」

「……うんと……なら、遊馬が女の子になればいいよね？　遊馬もリボンしてかわいいお洋服を着て、お化粧すれば女の子だよね？　ディーは女の子になる方法をいっぱい勉強したから、遊馬に教えてあげられるよ。遊馬の力になりたいよ」

　さつきがお腹なかを抱えて遊馬を指さしながら大笑いしている。アホ毛まで遊馬を指し示していた。

「それ名案ね！　コーディネートしてほしいならいつでも言ってちょうだい！」

「うるせぇッ!!　冗談じゃないぞ！」

　ディーは普段から寮生活で、さつきや桂と一緒にお風呂に入っている。それが楽しいのに遊馬と一緒にできないのはもったいないと、ディーは常々思っていた。

「……遊馬と背中の流しっこしたいよ」

　遊馬は想像してしまった。湯気の中に浮かぶ白く小さなディーの背中。ちょこんとお風呂用の椅い子すに座るお尻しり。思わず後ろから抱きしめたくなる愛いとおしさ。

　が、そこで理性が遊馬を押しとどめる。一方、みんなで温泉という美お味いしいシチュエーションに歯止めの利かないエリザはというと……。

「楽しみすぎますわ！　入寮してからも、わたくし未いまだにお風呂をご一緒したことがありませんもの」

　身をよじらせていた。そのままねじ切れてしまいそうなほどに、歓喜の表情でもだえながら夜空に叫ぶ。

「もう逃げ場はありませんわよ！」

「あんたはいっそ男湯に行きなさいよ」

　さつきが予想の範囲を出ないエリザの反応にため息混じりで続けた。

「っていうか、そもそも女の子が好きって変でしょ？」

「愛の形は人それぞれ。わたくしの愛は世界中の美少女に注がれる運命ですもの。恋愛は自由ですわ！」

「……恋愛は自由？」

　ディーがぽつりと呟つぶやいた。それからじっと遊馬あすまを見つめる。遊馬は困ったように顔を背けた。

「あ、いや……その……ほ、ほら！　とっとと行くぞ！」

「……遊馬。愛ってなに？　好きとは違う？」

　遊馬は言葉を失った。

「それは……」

　どう応こたえるべきか迷う。かなり重要なことのように遊馬には思えた。慎重に言葉を選ばなければならない。が、正直なところ遊馬自身もよくわからない。

　恋という漢字は下に心があるから下心。愛は真ん中に心があるから真心。では、ディーも納得しないだろう。

「それは……わからん。相手を大切にしたいっていう気持ちなんだと思うんだが、実のところちゃんとした一つの答えってのはなくて、人それぞれなんだと思う。俺おれには俺の。ディーにはディーの愛があって、それは自分で探して見つけて育はぐくむもの……なんじゃないか？」

　ディーはちょこんと首をかしげた。

「……難しくてよくわかんないね」

「よくわかんないものなんだよ」

「……わかった」

「じゃあ行くぞ」

　ディーはうなずくと遊馬の手を取った。瞬間、さつきが吠ほえる。

「って、なにどさくさに紛れて手をつないでるわけ？　そのまま男湯にディーをつれていこうとか思ってない？」

「思うかッ！　するかッ!!」

　ササッと遊馬がディーの手を離す。その離した手を……真しん悟ごが取った。

「それじゃあ行こうか遊馬君」

　真悟の手をふりほどいて遊馬は声を張る。

「行くが手を握るな！　あらぬ疑いがかかるだろうがッ!!」

　さつきに嫌疑をかけられる前に遊馬は男湯に向かう。真悟もゆったりとした足取りでそれについていった。

　それを見送ると桂けいがディーにたずねる。

「ディーちゃんの愛は見つかりそう？」

「……ディーは遊馬あすまを守るよ」

「そっか。それがディーちゃんの愛なんだね」

　エリザが胸を張った。ちょっぴり鼻息が荒い。

「邪魔者もいなくなりましたし、そろそろ楽園へと旅立ちましょう！」

「エリザちゃん。変なことしたら……斬きるよ」

　笑顔のまま桂けいが刀の鍔つばを親指で押し上げた。

「し、しししししませんわ！　ごめんなさいごめんなさいもう言いませんもう言いませんからお姉様」

　桂の眼光が鋭くなったため、エリザはすっかり萎い縮しゆくするのだった。



　温泉は当然、男湯と女湯に分かれている。だが、遊馬たちがやってきたその温泉は……以前、遊馬を苦しめたあの温泉だった。

「しまった！　俺おれとしたことが……」

　過去の失敗から学ばなかったことを遊馬は悔いた。見上げれば上空……崖がけの上に女湯の湯気が夜空に昇っている。開放感溢あふれる露ろ天てん風ぶ呂ろなのだが、この温泉は男湯の上に女湯があって、女湯の方から男湯を見物できた。

「なかなか趣があるね遊馬君」

　腰に手ぬぐいの類たぐいなどなく、真しん悟ごは堂々としていた。

「お、おい……無防備すぎるのもどうかと思うぞ」

「そうかい？」

　他ほかに客の姿はない。身体からだを流してから二人は湯船に浸つかった。貸し切りな理由は二つある。まずはこんな構造のせいだ。次に夏季長期休業中だから。遊馬の口から自然と言葉がもれる。

「学園の生徒がいないだけでこんなに静かになっちまうもんか？　まあ、この温泉が過疎ってるのは他に問題があるからなんだが」

「そうだね……こんな噂うわさを知ってるかい？」

「こんなじゃ知ってるもなにもわからんだろう。どんな噂だ？」

「この街の人々の中には、学園の卒業生もいっぱいいて、出て行かないんだってさ」

「学園を卒業したのにか？」

「そうだよ。プロを目指して卒業後も訓練を続ける人……アマチュアだね。プロにならなくても、この街に何かあった時のために残るっていう人もいる」

「俺にはわからん話だな。卒業したらとっとと出て行きたいんだが……」

「みんなこの街が好きなんだよ。三年間、過ごした街だからね。きっと愛着があるんじゃないかな。それに『塔』から離れれば魔装士の力も消えてしまうし、普通の人間になるのも今更なのかもしれない」

　遊馬はふと思った。それを察したのか何も口にせず、真悟はゆっくりと夜空を見上げる。湯気の中で星が無数にまたたいていた。

「ディーとも離ればなれになるんだな」

「プロになればずっと一緒にいられるね。彼女を生涯、守ってあげられるのは君だけなんじゃないかな？」

「ディーを……守る？」

「そうだよ。彼女は強くて……とても弱い。脆もろい存在だからね」

「最初は課題だったんだ。ディーを一人前のレディーにするって……その先のことなんて考えてなかった。俺おれは卒業して、それから国の育成プログラムを使って好きな仕事の……パティシエの専門学校に行って……わ、笑うな！　ケーキが好きで何が悪い！」

「悪くないさ」

「本当にお前といると毒気が抜かれるな。エリザにその人畜無害さをわけてやってくれ……ふぅ……で、話が横道にそれたんだが……」

「ああ、そうだね。話を戻そう。この街に残った卒業生たちは普段は街で働いているんだ。学園の生徒向けに激安ラーメンを出してるお店を知ってるかい？」

「ああ、激安のくせにエビチリまであるんだよな。味よりボリュームって感じだが……あの店がどうしたんだ？」

「あのお店の店主は料理の腕こそ普通だけど、魔装具のチューンは凄すご腕うでで本人もアマチュアの魔装士なんだよ。ここ数日だけど、お店を閉めたままなんだよね」

「生徒相手の商売なんだし、生徒がいなけりゃ夏休みでもとるんじゃないか？」

「そうかもしれないね」

　そこであっさりと遊馬あすまの意見を肯定すると、真しん悟ごはそれ以上言及しなかった。

「おい！　逆に不安になるだろうが。言いたいことがあるなら最後まで言ってくれ」

「これは僕の思い過ごしかもしれないけど……いや、思い過ごしであってほしいという願望だね。同調率テストのためにラボに行った時も、妙にざわついてたんだ」

「そうだったか？　あ……いや、確かに……」

　遊馬は草くさ壁かべのことを思い出した。教師である以前に草壁はプロの魔装士で魔装士協会直属のエージェントである。その草壁がフル装備というのが遊馬にも引っかかった。

　新装備の同調テスト……と言われてしまえばそれっきりだが、あの時の草壁はどこか様子がおかしかったと遊馬は思う。

「何かが起こってるのかもしれない。僕らの知らないところで」

「思い過ごし……だろ？」

「そう願うよ」

　真悟は湯船からあがると崖がけの上を見上げた。そちらに向けて手を振る。ディーが手を振り返しているのだが、他ほかの女子たちは顔を真っ赤にさせて引っ込んでしまった。

　ヒステリックな声が二つ、崖の上から飛んでくる。

「話が違いますわ！　あっちが恥ずかしがるんじゃありませんでしたの？　全開だなんて……み、見てしまいましたわ！」

「隠しなさいよ！　おおっぴらにしすぎよ！」

　崖がけの上から声だけでなく風ふ呂ろ桶おけやシャンプーのボトルが飛んでくる。が、真しん悟ごは必要最低限の動きですべてかわした。上で手を振っていたディーが手を止めて目を丸くさせる。

「……さすが師匠」

　棒立ちになりディーは崖の上から乗り出した。うっすらとした湯気で隠されているのだが……湯気の合間から白い肌が見え隠れする。

　見えてはいけないさくらんぼが見えそうで……あぶない。

「ほ、ほら！　ディーちゃんもこっちに戻って！」

　桂けいに引っ張られてディーも湯船に戻る。

「……遊馬あすまはお風呂から出ないよ。師匠は出たのにどうして？」

「いいからいいから！　気にしたら負けだよディーちゃん！　あっちゃんには真悟くんがついてるし、きっと寂しくないし大丈夫だから！」

「……うん。師匠なら安心」

　遊馬への独占欲をみせるかと思いきや、ディーは真悟をリスペクトしているようで安心しきっていた。

　遊馬と真悟の上空で女の子たちがそれぞれ温泉を楽しんでいる。一日の疲れも汗もさっぱりと落とし、背伸びをしてリラックスする桂。乳白色の湯船に双丘がぷかりと浮かんでいた。

「寒い冬の温泉ももちろんだけど、夏の夜の温泉もありだよねぇ♪」

「そうですわねお姉様ッ！　はうッ！　湯気が！　この湯気が憎いッ!!」

　先ほど男湯をのぞきに行って真悟に返り討ちにあったエリザは、口直しと言わんばかりに桂のそばに寄ってきた。隣にぴたりと密着する。

「肩と肩がぶつかり合う距離なんて……お姉様！　さらに密着いたしましょう！　世界中の恋人たちがうらやむくらいに」

「エリザちゃん落ち着いて！　前から聞きたかったんだけど、エリザちゃんってなんでそんなに男の子のことを嫌がるの？」

「だって女の子の方がいい匂においがしてかわいくて、柔らかくて素敵じゃありませんこと？　そんな美少女に触れて愛めでて慈しむ。わたくしの望みはただそれだけですわ」

「うーん、なんだかあぶないような……エリザちゃんはかわいいから男の子にモテそうなのに」

「あら！　わたくしなんてとんでもありませんわお姉様。お姉様の巨乳やスタイルのすばらしさの前ではかすんでしまいますもの。胸も足りませんし」

　ざっぱーんッ！　と、湯船から立ち上がりさつきがエリザに詰め寄った。

「今、あたしのことディスったわね！」

「……ディスる？」

　聞き慣れない単語にディーが首をかしげた。お風ふ呂ろの縁に腰掛けて足をぱたぱたさせている。最近覚えたバタ足のおさらいだ。無邪気なディーの姿に一瞬、さつきは「かわいい、ずるい！」と思って反応が遅れる。

「ディスるっていうのは侮辱するって意味よ！」

「何をおっしゃいますの！　中途半端であってもおっぱいはおっぱいですわ！　さつきさんのおっぱいも素敵な個性ですわよ！」

　ばしゃん！　と、さつきはエリザの顔面にお湯をすくって放つ。とばっちりで桂けいまでお湯を浴びた。

「中途半端とは失礼ね！　発展途上よ！　あと一年もすれば……」

　ぶっかけられたのにエリザは怒るどころかうっとりしていた。一方、桂はというと……。

「やったなさつきちゃん！　この『お風呂でお湯かけ選手権第一位』のお姉ちゃんに攻撃を仕掛けるなんて……当方に迎撃の用意あり！」

　ばしゃばしゃんッ！　と、桂がお湯を両手で左右からすくい放つ。

「ひゃあッ！　や、やるわね。けど……負けないわよ！　胸もお湯かけも！」

　さつきと桂がお湯を浴びせ合い、その中心でびしょびしょになりながらエリザはうっとりしていた。

「……ディーもやる」

　バタバタバタバタ……と、ディーはバタ足をするのだが、だんだんとその速度があがっていった。しまいにはそのバタ足が水柱をあげて温泉に大波を起こす。

「足を使うなんて卑ひ怯きようじゃない！」

　さつきがディーに向かってお湯を放つが、バタ足の起こした水しぶきにさつきの攻撃は呑のまれてしまった。

　桂やさつきが腕を振るうたび、ぷるん！　ぷるるん！　と、たわわだったりもうひとがんばりだったりするものが柔らかそうに揺れる。

　キャッキャという悲鳴ともつかない嬌きよう声せいが女湯で上がり続けた。

　崖がけの下の男湯で遊馬あすまはぼんやりと見上げて呟つぶやく。

「なんか楽しそうだな。向こうは」

「僕と二人きりじゃ楽しくないかい？」

「楽しい方が変だろ……あ、いや、そういう意味ではなくてだな」

『そういう』が何を意味しているのか真しん悟ごは触れず、いつもの否定とも肯定ともとれないゆるやかな笑みを浮かべるのだった。



　温泉で疲れを癒いやしたさつきとディーと桂、それにエリザは女子寮に戻ってきた。普段は活気に溢あふれている女子寮のロビーだが、閑散としている。ほとんどの生徒が本土に戻っているのだ。

　ロビーのソファーに腰掛けるとさつきは桂にたずねた。

「もし選抜チームに参加しなかったら、桂けいとあいつは……遊馬あすまはどうしてたの？」

「うーん、どうしてたんだろう。こうなってよかったっていうのが正直なところかな」

「よかったって？　どういう……あ、そうね」

　さつきのアホ毛の先端が自然とディーに向いていた。ディーが本土に行くには「魔装具持ち出し許可」が必要になる。申請手続きに手間もかかるし、なにより魔装具は「塔」から離れるほど力を失ってしまうのだ。

　たとえばさつきの鞭むち――蛇姫サーペントも、本土に持ち出せばその力を半分も発揮できない。電波の悪いケータイのように「塔」から物理的に離れるほど、魔装具の力は弱まってしまう。

「……ディーがいたからだめ？」

「そういうんじゃないわよ……けど」

　さつきは口ごもる。

「大丈夫だよディーちゃん！　もともとあっちゃんは実家に帰るの嫌がってたし」

　桂の実家は遊馬にとっても実家のようなものだった。幼い頃ころに両親を亡くした遊馬を引き取ったのが、親しん戚せきの楠くすノの葉は家だ。

「……ディーのせいだ」

「わ、わあああ！　そうじゃないから！　ディーちゃんそうじゃないから！」

　桂が慌ててフォローする。エリザがパシャリと一枚写真を撮った。

「憂うれうディーさんの表情。いただきましたわ！」

「少しは自重しなさいよあんた」

　さつきが立ち上がってディーを背後にかばった。

「あら、お姫様を守るナイトの登場ですわね。そうですわ！　今度コスプレ大会をいたしましょう！　わたくしが衣装もスタジオもばっちり押さえて、激写に次ぐ激写ですわよ！」

「……写真撮るの？」

「ええ！　とびっきりかわいくて、ちょっぴりいやらしいコスチュームですわ！　もしあの野獣どもがわたくしの写真を見たなら、その夜はもだえ苦しむことになりましてよ！」

「……写真で遊馬が……どうしよう。ディーはかわいいお洋服好きだけど、写真になると遊馬が苦しむ」

　真剣に悩むディー。その隣に腰掛けて桂はディーの頭を自分の胸のあたりにポムンと抱き寄せた。ディーの耳に桂の鼓動が伝わってくる。

「大丈夫だよディーちゃん。かわいい洋服は着てもいいし、あっちゃんもディーちゃんがかわいいのは大歓迎だから。ちょっぴりえっちなのはいけないけどね」

「いやらしさを否定しないでくださいまし！　かわいさとエロスは紙一重ですもの！　そこはきちんと計算されつくされたスカートの丈や、穿はいてない感を醸かもし出してみせますわ！　それがプロの仕事……わたくしの誇りですもの！」

　自身の胸にそっと手を当てて瞳ひとみを伏せるエリザにさつきが首をかしげた。

「あんたプロのカメラマンなわけ？」

「ええ！　心意気だけはプロ以上ですわ！　盗撮に至ってはプロの犯行でしてよ！」

「それダメじゃないの！」

　相手がエリザとはいえ、まがりなりにも女の子なのでさつきは打撃によるツッコミをしづらい……しかも、エリザの場合「美少女に叩たたかれて喜ぶ」可能性が大だった。

「ああもう、あんたの相手をしてるとあいつ以上に疲れるわね」

「あの遊馬あすまという野獣相手に疲れるくらいでしたら、相手をなさらずにその分、わたくしのお相手をしてどっと疲労してくださいまし」

「どっちにしろ疲れるのね」

　さつきは頭を抱え、エリザは楽しげに微笑ほほえんだ。

「そもそもわかりませんわ。なんであんな野獣がディーさんやさつきさん、それにお姉様のような美少女と縁があるのか……わたくしがそのポジションにあったなら、よりどりみどりで幸せいっぱい夢いっぱいのワンダフルライフですのに！　もったいない」

　さつきは顔を赤くして否定する。

「あんたの性格ならそもそも好きになったりしないわよ！」

「あら？　ではあの野獣だから好きになったとでもおっしゃいますの？」

「――――ッ!?」

　さつきはエリザに反論しようとしたものの……すぐに声に出せない。図星を指された。

「あっちゃんは野獣じゃないよ！　紳士だよ！　このお姉ちゃんの弟だもの」

「ずいぶんと肩を持ちますのね？」

「エリザちゃんはなんで男の子が嫌いなの？」

「男の子なんてかわいいものじゃありませんわ。特にあの男の裏で糸を引くところなんて卑ひ怯きようで卑劣で……な、なんでもありませんわよ！　失礼しますわ」

　口走りかけてエリザは早足でロビーをあとにした。

「変なエリザちゃん。あ、もともと変か」

　桂けいが困ったように眉まゆを八の字にさせる。

「……あの男？」

　ディーがぽつりと呟つぶやいた。さつきがうんうんうなずく。

「あら、ディーも成長してるのね？　そこに気づくなんて。きっとエリザには好きな男の子がいたけど、豪快に振られたに違いないわ！　それ以来男性恐怖症ってやつね」

　さつきの大胆な推理に桂が腕組みをして小さくうなった。

「うーん。それにしたってエリザちゃんの女の子への愛情表現は過激だよね」

「まさか……エリザ自身が女装少年じゃないわよね？」

「それだったらお風ふ呂ろの時にばれるし……エリザちゃんって謎なぞだよね。謎多き美少女だよねぇ♪」

「……どっちも好き」

　ディーの一言で桂は納得した。

「そっか！　エリザちゃんは男の子にはツンデレで、女の子にはデレデレなんだね！　ああ、でもそうなるとさつきちゃんとツンデレがかぶっちゃうね」

「かぶるってなによ！　あたしはエリザみたいな変態じゃないわよ！」

「エリザちゃんがボケてさつきちゃんがツッコミをいれる。ツンデレ漫才だね」

「コンビ結成しないで！」

　ツッコミすぎて喉のどが渇いたさつきは、ロビーの自販機でコーラを買った。先ほどお風ふ呂ろ上がりにフルーツ牛乳を飲んだばかりだが、まだ身体からだが温泉の効果でほてっている。

　プルタブに指をかけてさつきはふと思ったことを口にした。

「そういえば、謎なぞね」

「……どうしたの？」

「謎すぎるわよ！　小お山やま田だ真しん悟ご。あいつも変よ！」

　ぷしゅッ！　とさつきはプルタブを開ける。一口目を飲む前に桂けいがさつきに応こたえた。

「そっかなぁ？　真悟くんって気が利いていい子だと思うよ」

「美少女フィギュア好きなのよ？」

「趣味は人それぞれなんだし偏見はよくないよさつきちゃん？　それに、あれはなんていうか……あっちゃんに歩み寄ろうとして選んだようにも見えるかな」

「歩み寄るですって？」

「うん。本当は美少女フィギュアが好きなんじゃなくて……あわわ、な、なんでもないよ？」

「なんでもなくないでしょ！　最後まで言いなさいよ！」

「……師匠も遊馬あすまが好き？」

「そ、そうだね。広い意味ではそういう感じかもしれないよね」

　妙に気まずい空気がロビーを包み込んだ。さつきがふと気になって尋ねる。

「ところで、なんでディーは真悟のことを師匠って呼ぶの？」

「……師匠は遊馬の思うことを先回りしてる。ディーも早くそうなりたいから」

　さつきはゴクゴクと缶の半分まで一気に炭酸を胃に落とし込むと、一息ついてから返した。

「ぷはーッ！　先回りっていうけど、それが妙に気味が悪いのよ！　同調率テストもそう！　瞬間最高同調率であたしの勝ちは揺るがないけど、あんなの見たことないわ。桂だって揺らぎがあるのに、まったくそれがないんだもの」

「なにげに真悟くんってハイスペックだし……今度、戦闘訓練付き合ってもらおっかな」

　さつきが肩をすくめる。

「訓練っていうわりに全然魔装具を生かしてないし、そろそろ模擬戦くらいあってもいい頃ころよね？　エリザの弓は見るからに遠距離戦用って感じだけど、真悟の魔装具はケースから出てもいないし」

　さつきは残りの半分を飲み干した。真悟の楽器ケースの中身はまだわからないが、その同調率の安定感からも実力は推して知るべし……といったところだろう。

「……ディーもがんばるよ」

　夏の短い夜はゆっくりと更けていった。



「塔」内部からのアクセスを感知。ID照合。該当なし。不正アクセスと断定しこれを遮断。

　システムログに残された初めてのケースにラボは半ばパニック状態に陥おちいっていた。

　市内のアマチュア、プロの魔装士たちの多くは現在治療中である。消息不明、原因不明、不明、不明、不明……だが、それでも一つ、確実なものがあった。

　現状システムを掌しよう握あくしているのは人類なのだ。「塔」への行き来を行えるのは自分たちだけであり、中からこちらの世界に出てくることはない……はずだった。

　だが、ログの内容からその安全が脅おびやかされていることは明白だ。

　モンスターたちは意志統制され、波状攻撃を行った。

「塔」内部からこちらの世界へのアクセス。

　どこかでくさびを打ち込み、この状況の悪化に歯止めをかける者が必要だった。



    

  
    
      


第五章　嵐のキャンプイン





　人工島である虹にじ浦うら市にあって、森林公園は市民の憩いこいの場になっていた。芝生の広場に小川や森などが再現されている。虹浦市の総面積の１／16がひとつながりの巨大な公園になっていた。

　遊馬あすまは背中に大荷物なリュックを背負いつつぼやく。

「この森に来たのは二度目だな」

　公園は一般に開放された区画と、訓練区画に分かれている。金網のフェンスに仕切られた森の先は一般人立ち入り不可だった。学園の新入生は「塔」に入る前に、この森で訓練する期間がもうけられている。遊馬にはこの春のレンジャー訓練が遠い昔のように思えた。

　だが、ここ数週間はあっという間に過ぎ去っていった。ディーと出会った……正確にいうと再会してからの日々は目まぐるしく、変化に富んでいて、充実している。

　こういう日々は悪くない……と、遊馬は思わず頬ほおを緩ませた。さつきが気づいて顔をのぞき込む。

「なににやにやしてるのよ？」

「いや別に。つうか、なんでお前はいつも怒ってるんだよ」

「怒りたくもなるわよ！　いい加減に『塔』内で実戦訓練したいじゃない！」

　さつきが森に向かって吠ほえた。

「しょうがないよさつきちゃん。システム障害だっていうし」

　現在、学園の生徒による「塔」への転送は禁じられている。しかも昨日今日のことではなかった。夏季長期休業に入ってからしばらく「塔」は使えない状態が続いている。

「なら模擬戦ね！　あたしが二人の力を試してあげるわ。特に真しん悟ご！　あんたよ！　魔装具も謎なぞだし存在自体が謎だし、なにより遊馬あすまとその……な、なんでもないわよ！」

　指までさされた真悟だが「僕は普通の生徒さ」とのれんに腕押しな返答しかしない。

「……師匠は普通じゃないよ。すごいよ」

「そんなことはないよ」

　真悟とディーは二人並ぶと言葉がなくなり会話も続かない。桂けいが笑顔で取り繕つくろった。

「そういえば今日はエリザちゃんがずいぶんとおとなしいね？　どうしたのかな？」

　女子寮から公園までバスでの移動の間もずっとエリザはおとなしくしていた。吐息混じりに車窓から流れ行く風景を見つめるまなざしは、憂うれいを秘めてどこか大人おとなっぽくもあった。口を閉じれば知的な黒髪美少女だ。

　スイッチがカチッと音を立てて入ったように、エリザのテンションが跳ね上がる。

「どうもしませんわ。だ、大丈夫ですわよ！　今日もばっちりと美少女の寝顔を激写するつもりですし！」

　そんなエリザを真悟がじっと見つめて尋ねた。

「大丈夫かい？」

「な、なんであなたのようなケダモノに心配されなければいけませんの？　おバカさんですの？　お死にさらしやがりますの？」

　遊馬も違和感を覚えた。

「普段の余裕ある変態っぷりから、余裕がいくらかなくなってるな」

「変態ですって？　わたくしはただ美しい者を素直に美しいと思い、愛いとおしい者を純粋に愛し、その愛を行動で示しているだけにすぎませんわ」

「その愛の示し方に問題大ありなんだろうが」

「お黙りなさい！　あなたに何がわかるというの？　何も知らない子供のくせに！」

「たった二年、生まれるのが遅いだけで子供扱いかよ」

「お姉ちゃんは子供扱いはしないけど、永遠にあっちゃんはお姉ちゃんの弟だよ！」

「それも勘弁してくれ。なにかの呪のろいをかけられたような気がして、生きていくのがつらくなるから」

　エリザがフェンスの扉につけられた、ロック装置のスリットにカードキーを滑すべらせた。ロックが解除されて入り口が開く。

「それでは参りますわよ！　本日は野外宿泊訓練ですわ」

「ようするにキャンプだろ？」

「先ほどからうるさいですわよ！　わたくしはツンデレではなくあなたのようなケダモノには一切興味もなければなびきもしませんから」

「なんつう無む茶ちや苦く茶ちやな返しだよ。だいたいツンデレなんてフィクションだろ？　な、さつきもそう思うだろ？」

「そこであたしに振るの？　振っちゃうわけ!?」

「いやジョークだ。つうか別にいいだろ。それともお前は自分がツンデレだっていう自覚や自負があるのか？」

「自覚なんてないわよ！　あたしはあたしらしく生きてるだけで、その生き様がたまたまそれっぽく見えただけよ！　ほら、荷物持ち二人はしっかりついてらっしゃい」

　遊馬あすまと真しん悟ごはテントなどのキャンプ道具一式を背負っている。真悟に至っては魔装具のケースと一緒なので大荷物というレベルではない。背中に小さな荷の山を乗っけていた。

　涼しい顔でそれを運ぶ真悟。もちろん魔装具と同調しているからこそできるのだが、仮にそれがなくても真悟なら涼しい顔をしているのでは？　と、遊馬は思ってしまうのだった。



　森の奥まではちょっとしたハイキングだった。夏の朝の空気は湿り気を帯びている。木々の葉の隙すき間まから、まぶしい朝日が降り注いでいた。

「やけに静かだな」

「小鳥さんとかリスさんとか、どこに行っちゃったんだろうね？」

　桂けいがきょろきょろと周囲を見回してから、不思議そうに首をかしげた。

　動物の気配がまったく感じられない。人工林だが自然を再現するために、動物が放し飼い状態になっている……というのが嘘うそのようだ。

「いるわよ！　けど小鳥さんもリスさんも、みんな朝寝坊してるんだわ！」

　さつきが鼻息を荒くさせる。

「そういえば、小動物には相変わらず疎うとまれてるのかさつき？」

「疎まれてなんかいないわよ。愛されてるわよ！　愛されすぎて辛つらいくらいよ！」

「つまり、相変わらずなんだな」

　さつきには困った癖……というか、体質といっていいのか魔力の副作用なのか……ともかく本人にとってこの上ない不幸な属性がついている。

　小動物に忌いみ嫌われるのだ。別にさつき自身は何もしていないのに、犬や猫と目があった瞬間、吠ほえたてられたり威い嚇かくされたりする。

　が、そんなさつきは小動物が大好きだった。ケーキが好きでパティシエになりたいのに、美的センスにそれほど恵まれていない遊馬とは、不幸の度合いが近い。

「そうよ！　愛されすぎる体質はそのままなんだから！　あたしは幸せなの！」

「わかったわかった。涙目になるな。俺おれが悪かった」

「謝られても困るわよ！　だって謝られるようなことをあんたはしてないでしょ？　あたしが小動物に愛され、そして小動物をあたしが愛していることは揺るぎない事実だもの……さあ！　隠れてないで出てらっしゃい森の動物たち！」

　シーン……と、森は静まり返った。さつきの声は小動物たちには、腹を空すかして獲物を探し徘はい徊かいする凶暴な肉食獣の遠吠えなのかもしれない。

　桂けいがパンッと柏かしわ手でを打つ。

「そ、そうだ！　真しん悟ごくんとエリザちゃんは、もし魔装士の才能がなかったら将来なりたかった職業とかあるかな？」

　真悟は珍しく少しだけ考えこむように腕組みした。眉まゆを片方吊つり上げてから口を開く。

「そんなことは考えたこともなかったね」

「じゃあ考えてみて！」

　桂の言葉にうなずくと真悟は目を閉じた。そのまま難なく歩き続けている。足下の段差や木の根はあってないようなもので、真悟の歩みはスムーズだった。

　その間にエリザが挙手する。

「はいはいはーい！　わたくし女子校の先生ですわ！　教科はもちろん保健体育!!」

「却下よ却下！　あんた、中の人が男なんじゃないの？」

「……中の人？」

　さつきにディーが興味津々の視線を向けた。

「中の人なんていないぞ！　こらさつき、変なことを言い出すんじゃない」

「なんであたしが怒られるのよ？」

　睨にらみ合う遊馬あすまとさつきの脇わきで、じっと考え込んでいた真悟が目を開く。

「中の人か。そうだね。僕は中の人になりたい」

「真悟。もう少しわかりやすく頼む」

「誰だれかのために死んで、その人の心の中で生きられればいい……かな」

　さらりとした口調で真悟は告げた。

「ま、待て待て！　なんだかそれ、かなり怖くないか？」

「……師匠、かっこいい」

「憧あこがれるなディー！　死んだら元も子もないだろ？　それに真悟。そういう台詞せりふは死亡フラグに直結するから、基本的には人生において口にするべきじゃないぞ」

「大丈夫じゃないかな？　世界は今日も平和だし」

「いや、そこで平和を強調するのはますますやばい気がするんだが」

　普通の高校生ならいざ知らず、魔装士見習いともなればいつ何が起こってもおかしくない。妙な空気を抱えたまま、遊馬たちはハイキングコースを歩き続けた。



「そっちもうちょっと引っ張って！　違うわよそこじゃないわよ！」

「ごめんねさつきちゃん。えっと……こうかな？」

「……こう？」

　女子三名がテントの設置に四苦八苦していた。ディーがくいっとテントの布を引っ張ると、すぽんと地面に突き刺したくさびが抜けてテントが瓦が解かいする。これでやり直しは三度目だ。遊馬あすまが吐息混じりで確認する。

「手伝おうか？　こういうのは適材適所だろ」

　さつきは吠ほえ返した。

「そっちのテントは少し小さめだから設置が簡単だったのよ！　エリザも見てないで手伝いなさい！」

　カメラを構えてエリザは作業するさつきの周囲をぐるりと回り、さつきやディー、それに桂けいのパンチラを狙ねらっていた。

「わたくし今、猛烈に忙しくてお手伝いできませんわ。やっぱり液晶が回転してローアングル撮影も楽ちんな一眼レフにするべきでしたわね」

「どうどうと狙わないでよ！」

　さつきのアホ毛が天を衝つく。が、黒髪をさらりと優雅にかき上げてエリザはますます居直った。

「女の子を撮影しても女の子のわたくしならすべてが許されますわ！」

「あんた女の子に対して積極的すぎるのよ。そのアグレッシブさをこいつらにちょっと分けてあげたらいいんじゃない？」

　さつきのアホ毛が遊馬に向いた。もちろん複数形なので真しん悟ごも含まれる。

「特に真悟はやましいところがなさすぎるのが問題ね。遊馬はムッツリだけどエリザに比べればまだまだ普通の変態だわ」

「……ムッツリ？　遊馬はムッツリなの？」

「そうよムッツリよ！　エリザはオープンすぎるけど遊馬はきっと心の中で、ディーにセクハラな妄もう想そうを膨らませてるに決まってるわ！」

　ひどい言いがかりだと遊馬も反論せざるを得ない。

「テントがうまく設営できないからって八つ当たりにもほどがあるだろ。だいたい俺おれのどこがムッツリなんだ」

「どうせあんたのことだから、ディーに生クリームとかフルーツとかデコレーションして女体盛り風にしてるんでしょ！　脳内でッ!!」

「あ……」

　遊馬の思考が一瞬停止した。さつきの返しを即座に否定できない。

「なによその間は……ま、まさかあんた本当にそういう妄想してたのね！　ディーだけじゃなくて桂やあたしにまで妄想の魔の手を伸ばしてたのね？」

「そんなことしてない！　するか！　するわけないだろッ!!」

「それで『女の子のかわいさとフルーツや生クリームのスイーツ感がお互いのよさを引き立てる！』とか、思ってるんでしょ？　妄想の中で生クリームを舐なめたりとか……鬼！　あんた人の皮を被かぶった鬼だわ！」

　舐めるところまではなんとか心の中で思いとどまったのだが、それ以外はおおむねさつきの言う通りだった。見透かされているようで遊馬あすまは怖くなる。

「思ってない。思ってないから……つうか、なんで桂けい先輩まで俺おれに厳しい視線なんだ？」

「あっちゃんってムッツリなうえに、そういういかがわしいこと考えちゃうんだね？」

「考えてない！」

「本当に？　お姉ちゃんに嘘うそをついちゃだめだよ？　ちゃんと正直に話さないと、あとでお仕置きだよ？　ちょっとは考えたことあるんでしょ？　お姉ちゃんでエッチな妄もう想そうしてないって言いきれる？」

「お、おう。言いきれる。いやまて、なんでエリザじゃなくて俺がこんなに詰きつ問もんされなきゃならんのだ」

　エリザは相変わらずの美乳な胸を張った。

「わたくしは女の子だからすべて許されますの。男は許されざる存在ですわ！」

「存在そのものから否定かよ！　おい真しん悟ご。お前も男なら男らしく男の味方をしろ！」

「だめだよ遊馬君。そういう妄想は心の中にとどめておかないと」

「裏切り者！　だいたいとどめておいただろ！　口にしてな……ハッ!?」

　遊馬に冷たい視線が三つ同時に突き刺さった。

「やっぱりしてたんじゃない！　この変態！」

「お姉ちゃんをケーキ仕立てにしたんだね？　あっちゃん……」

「……ディーはケーキのスポンジじゃないよ？」

　遊馬は首を大きく左右させた。

「これは罠わなだ。俺は無実だ！　潔白だ！　ノットギルティーだ！」

　エリザが肩をすくめる。

「潔く認めないなんてダメダメですわ。このダメメン。野獣。半開きスケベ。わたくしのように全開ならまだ見直してあげましたのに」

「見直されたくないぞ」

　真悟が作業の止まった女子のテントをてきぱきと、単独で組み立てながら尋ねる。

「ところでお仕置きってどうするんだい？　遊馬君を傷つけると彼女が困るんじゃないかな」

　蛇姫サーペントのグリップを右手に持ち、左手でもう一端を持ってビィンビィンとしならせてスタンバイ完了なさつきだが、真悟の言葉にその手が止まる。遊馬はほっと胸をなで下ろした。

「なんでも腕力や暴力に訴えちゃいかんということだな。さつきはもっと女の子らしくすべきだ」

「だ、誰だれが女の子らしくないっていうのよ！」

「お前だお前。いっつも喧けん嘩か腰ごしで男勝りで……俺なんぞに対抗意識燃やす意味がわからん」

「うるさいわね！　あんたに対抗意識なんて燃やしてないわよ。常に圧倒してるじゃない！　これからも圧倒し続けるの……けど、ディーのために今回、鞭むちはおあずけね」

「おあずけって……まるで普段から俺が欲してるような言い方すんな！　誤解を招きすぎるだろ！」

　遊馬あすまとさつきの睨にらみ合いに割り込むと、桂けいがにっこり微笑ほほえむ。

「じゃああっちゃんへのお仕置きは……ディーちゃん……ごにょごにょ」

　ディーに耳打ちすると、桂はびしっと遊馬の顔を指さした。

「目標！　あっちゃんの右ほっぺ！」

「……了解」

　タッタッタ……と近づくとディーは思い切り背伸びをして遊馬のほっぺたに唇を寄せた。

「な、なんてことですの！　お仕置きじゃなくてご褒美ですわ」

　ほっぺに軽く「チュッ！」として、すぐにディーは遊馬から離れる。遊馬はといえば……その場で腰砕けになってへたり込んでしまった。魔力を吸われたのだ。一瞬だったが、遊馬は体力の半分くらいを一気にもっていかれた気がした。

　ディーの魔力吸引は以前にも増している。同調率がアップしたことで吸われすぎるのだ。そう遊馬は直感した。

「……ごちそうさまでした。遊馬、大丈夫？」

「あ、ああ。ちょっとびっくりしただけだ。色んな意味で。つうか桂先輩、お仕置きとか勘弁してくれないか」

「お姉ちゃんって呼ばないからいけないんだよ？」

「そういう恨みも込みなのかよ」

　遊馬が立ち上がると、ちょうど真しん悟ごが女子のテントを設置し終えたところだった。

「なんつうか、地味にすごいな真悟は。あんまりまかせっきりにしてると訓練にならんのだが」

「適材適所だよ」

「つまり、女子に虐しいたげられるのは俺おれという適材が適所だったからってことか？」

「そうかもしれないね」

　一仕事終えて真悟は軽く背伸びをしてみせた。

「で、寝場所は確保したんだが次はなにをするんだ？　エリザは草くさ壁かべからきいてないのか？」

「自由行動ですわ。今までの課題はすべてお遊び……むしろこれからが本番でしてよ？　それぞれが何をするか試されますの！　自分で目標を打ち立てて、それを実行する自立心を養うのが目的ですわ！　わたくしは激写に次ぐ激写を目指しましてよ！」

　明言するわりにエリザの瞳ひとみはどこか不安げだった。真悟が静かに首を左右させる。

「もしかして草壁先生と連絡がつかないんじゃないかな？」

「そ、そうですの！　あの男ときたら……な、夏休みをとりやがりましたのよ！」

　遊馬は一瞬ぽかんと半口を開けてしまった。

「俺らを選抜チームにした張本人が……夏休みだと？」

「え、ええ！　今日のプランについては、実はわたくしもあずかり知らないところですの。まったくもってひどい男ですわ。いえ、男は総じてひどいものですけれど、あの男だけは許せませんわね。人権や生存権が保証されていること自体、奇跡のような極悪人ですのに」

「ずいぶんな言われようだな草くさ壁かべ先生も。エリザはそんなにあいつにひどい目にあわされたのか？」

　遊馬あすまたちにはその気持ちが理解できた。ディーの試験のためにレベル７地域に転送されたあげく、予定にない強敵――竜人ドラゴニアの襲撃を受けたのだ。ディーと手を取り合って撃退したのも遊馬の記憶には新しい。

「ひどいなんてものじゃありませんわよ！　同期のくせに……」

「……どうき？」

　ディーが不思議そうにエリザを見つめる。

「え、ええと……これから始まるキャンプにどっきどきが止まりませんわ！　あら、この先にお花畑があるみたいですわね。テントも設営しましたし、行ってみましょう！　きっとよい写真がとれますわ」

「なんか無理矢理ごまかしたっぽいんだが……わかったわかった青い瞳ひとみに憎しみの炎を燃え上がらせて俺おれを凝視するなエリザ。怖いから……んで、それはそれとして夕飯の食料はあるが昼飯はどうするんだ？」

「それならお弁当をたっくさん作ってきたから安心だよあっちゃん！　このお姉ちゃんにぬかりなしなのだ！」

「さすが桂けい先輩だな。あ、いや……お姉ちゃん……恥ずか死にそうだが背に腹は代えられん」

　先輩と呼んだ瞬間に桂の表情から笑顔が消えた。羞しゆう恥ち心しんと空腹を天てん秤びんにかけた遊馬だが、男のプライドを切り売りして実を取る。

　そんな遊馬にディーはその場でぴょんとジャンプすると確認した。

「……お花畑？　お花がいっぱいあるの？」

「そうみたいだな。ディーは花は好きか？」

「……うん。かわいいよ。綺き麗れいだよ」

　なんのことはない会話だが、成立しているだけで遊馬は安あん堵どした。やっぱりディーは素直でかわいい。桂やさつきにエリザの相手をすると多かれ少なかれ疲れる遊馬にとって、ディーは癒いやしの天使だった。

「それではお弁当を持って参りましょう！」

　エリザが先導して遊馬たちはキャンプ地から移動を始めた。

「草壁のことだから、森中に罠わなを仕掛けまくってたりしてな……いや、考えすぎか」

「襲撃とか破壊工作とか、そういうのがまったくないからかえって不気味よね」

　二人してうんうんうなずく。珍しく意見が一致した。

「前回のアレはやっぱりディーと俺の同調テストで、今は同調率アップ期間ってことなのかもしれん……けど」

　遊馬あすまはそこまで口にしてからふと思う。ディーはこの先、どうなるのだろう。魔装具として、兵器として完成されていくのか……それともより人間に近づいていくのか。

　近づいたとしてもディーは人間になれるわけではない。こうして女の子として接することは無駄なのかもしれない。

　遊馬は迷ってしまった。遊馬が難しい顔をすると、すぐにさつきのツッコミが飛んでくる。

「どうしたのよ？　あんたが浮かない人間だってのは周知の事実だけど、表情まで浮かないのはどうかと思うわよ」

「エリザみたいに浮きっぱなしでも困るだろ」

「それもそうね。けど……な、なにか悩んでるんだったら相談しなさい。桂けいもいるし……真しん悟ごはちょっと謎なぞすぎるけど、悪いやつじゃなさそうだし。あたしたちは仲間なんだから。あ、あたしはいつだって……なんでもないわよ！」

　途中で話を強制終了するとさつきはすたすたと先に行ってしまった。



　夏の強い日差しにも負けず、草花が風にそよいでいた。ディーは花畑の中でくるんとターンをしてみせる。スカートがふわっと空気を含んで開いた。まるで妖よう精せいのように可か憐れんなディーを遊馬は木陰から見守っている。桂とさつきは大樹の下にシートを広げて、少し早めなお昼ご飯の準備中だった。

「うふふ。かわいいですわキュートですわたまりませんわ！」

　エリザがカメラを片手にディーのベストショットを狙ねらう。ディーは絶好の被写体で、レンズを意識することなく無邪気な子供のように振る舞っている。

　ややローアングルよりのきわどいシーンもあったが、ぎりぎりのところで真悟がごく自然に割り込んでいた。

「ああッ！　なんということですの。このわたくしが一枚も絶対領域を侵犯できないだなんて……お退どきなさい！　野獣がフレームインすると負荷がかかって、美少女専用カメラが故障してしまいますわ！」

　真悟は特に何も言い返さず穏やかな表情を浮かべている。遊馬は木陰から出るとケータイ端末を取り出した。

「せっかくだから俺おれも撮影会に参加させてもらうぜ。端末にもカメラはついてるからな。ほら、真悟とエリザも並んでくれ。ディーを真ん中にしてっと」

「……遊馬も一緒？」

「みんなで記念撮影ってのもいいな。あとでエリザに撮ってもらおう。デジカメにタイマー撮影機能があればベストなんだが」

「ありますわよそれくらい！　あッ！　ディーさんってば……わたくしとお手々をつないでくださりますのね？」

　エリザの頬ほおが恥ずかしそうに赤らんだ。右手でエリザを、左手で真しん悟ごの手をディーはそっと握る。

「……仲良しだね」

　ディーは嬉うれしそうに呟つぶやいた。遊馬あすまが端末のカメラで三人を正面から捉とらえる。

「じゃあ撮るぞ。はいチーズ？　って、なんか恥ずかしいな」

　シャッターボタンを押す。狙ねらって撃つのには慣れている遊馬だが、こうして写真を撮ることはあまりない。

　アングルや構図などまったく無む頓とん着ちやくなものの、三人の表情がよかったおかげでナイスな一枚になった。

「あ、あとでその写真データをわたくしの端末に送ってくださりますわよね？」

　エリザが鼻息荒く遊馬に迫る。

「心配すんなって。真悟にも送ってやるから安心しろ」

　目を細めると真悟もゆっくりうなずいた。

　そんな四人の元に、さつきがほっぺたを膨らませながら駆けてくる。

「記念撮影ならあたしもまぜなさいよ！」

「大歓迎ですわ！　今度はわたくしとさつきさんとディーさんで撮りなさい！」

「ちょっと！　遊馬ばっかり撮影させたらかわいそうでしょ？　遊馬だって生きてるのよ！　一生懸命精一杯生きてるのよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「なんだその救いようのないフォローは。別に俺おれはかまわんから、写りたいやつはそこに並べ」

「……遊馬あすまと一緒がいいよ」

　真しん悟ごがそっと端末を取り出した。遊馬とディーがお互い見つめ合った瞬間に合わせて、シャッターを……切ろうとしたところにさつきが飛び込み遊馬を吹っ飛ばす。

「あたしも撮りなさい！」

　遊馬を押しのけてさつきがディーと並んだ瞬間、真悟はシャッターを切った。遊馬の身体からだはさつきの突撃でフレームの外にはじき出されてしまうのだった。



　青空は続かなかった。昼食を食べ終わる頃ころに空はどんよりと重くなり、ザッと音を立てて大粒の滴しずくが空から一斉に落ちてくる。

　雨。叩たたきつけるような雨は地面にぶつかると弾はじけて、まるで霧のようになる。

　雨宿りのために入ったテントの中はぎゅうぎゅうだ。

「なんで女子の聖域に野性のケダモノが二匹もいらっしゃりやがりますの？」

　女子グループのテントは五人用で、遊馬と真悟が中に入ったため定員オーバーになり手狭だった。自然と肩がぶつかり合う距離になってしまう。

「野獣はあっちの檻おりにお帰りなさいな！」

　エリザは遊馬と真悟に挟まれて不平と不満でいっぱいなようだ。

「いいだろう別に。あっちのテントで真悟と二人でもつまらんし」

「二人でいちゃいちゃすればよろしいんですわ！」

「するかよ　おい、真悟……お前もその『まんざらでもないよ』みたいな顔はするな。そこは否定しろ！　全力でだ！」

「そうだね」

　のれんに腕押し。遊馬は小さく嘆息する。そんな中、さつきのアホ毛がエリザを指し示した。

「よかったわねエリザ。あんた今、逆ハーレム状態よ？」

「残酷な現実を突きつけないでくださいませ！　わたくしも早くそちらの女の子ゾーンという名のシャングリラにッ！」

「じたばたしないの！　あんた思考が男なんだし、今夜は遊馬たちのテントに行けばいいんじゃない？」

「死んでしまいますわ！　むさ苦しい男に挟まれるなんてわたくし耐えられませんわ！　女の子と手をつなぎ合わないと眠れませんの」

「……普段はどうしてるの？」

　ディーが素朴な疑問に首をちょこんと傾けた。

「くまのぬいぐるみさんと手をつないで眠りますの。うふふ。ほら、わたくしとってもオトメチックでしょう？　こんなわたくしを空腹で目をぎらつかせた肉食獣の檻に放ほうり込むなんてあまりに残酷ですわ」

　遊馬あすまが真剣な顔で告げる。

「大丈夫だエリザ。俺おれも真しん悟ごもお前を女の子とは認識してないから、遠慮せずにこっちのテントに来てくれ」

「お断りですわ！」

　激しい雨がテントを叩たたく。風もごうごうと音を立てて強く吹いていた。心配そうに桂けいは呟つぶやく。

「通り雨かな？　夕飯までに止やんでくれるといいんだけど」

「大丈夫よ！　勢いが強いほどあっという間に雨が弾切れになって止むわ」

　さつきは自信満々に胸を張った。ディーが不思議そうにテントの天井を見つめる。風で幌ほろが波立っていた。

「……弾切れ？　ディーたちは攻撃されてるの？　防壁する？」

「いや、テントは丈夫だからしなくていいぞ！」

　慌てて遊馬が制止する。学園から支給されたテントは「雹ひようが降っても破れない」と、丈夫さ折り紙付きだ。

「それにしても退屈だな」

　せっかくのキャンプだがテントに閉じ込められてやることもない。夏なのに肌寒い雨は先ほどよりも勢いを増していた。

「……ディーは楽しいよ。みんなと一緒で楽しいよ」

　遊馬の隣でディーはぴたんと遊馬に身を寄せた。まるで甘える子猫のような仕草に、エリザの瞳ひとみがハートマークになる。

「ひどいですわ！　なんでわたくしではありませんのッ!?　わたくしもぴたんとしてほしくてたまりませんわ！」

　真悟がディーと同じような素振りで、エリザにぴたんと身を寄せた。

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいッ!!」

　エリザがガクガクと痙けい攣れんするように震える。真悟から逃げようとしても狭いテントに逃げ場はない。

「じゃあ、さつきちゃんにはお姉ちゃんがしてあげるね♪」

　桂がさつきにぴたんと身を寄せた。

「なんで密着しなくちゃいけないのよ？　なにこれ？　どういうゲームなの？」

　さつきの視線が遊馬に解答を求める。

「いや、俺に聞かれてもわからん……というかゲームではないだろう」

「じゃあゲームしましょ！」

　さつきの提案にエリザが真悟をつっぱねつつ食いついた。

「王様ゲームですわね！　それともポッキーゲームかしら？」

「……ポッキーゲーム？」

　王様よりもポッキーの方がディーには気になったらしい。

「ええ！　ルールは簡単ですわよ！　まずポッキーを用意しますの。その両端を二人でくわえて食べていくと……あら大変！　大変なことになってしまいますわ！　もうやだやだ！　触れ合っちゃうだなんて！　美少女とマウストゥマウスだなんて!!」

「……遊馬あすま、ポッキー好き？」

「やらないからな！　エリザもディーに変なことを吹き込むな」

「変なことではありませんわ！　触れ合ってスキンシップして、どんどん仲良くなっていく……それが人間ですもの」

　ディーはちょっぴり神妙な顔つきでうなずいた。

「……わかった。ディーもがんばるね」

「がんばらんでいいからそこは」

「……女の子になるのがディーの目標だから」

「あ、ああ……それはそうなんだが……」

　ディーが遊馬の胴を両手で包むようにして抱きついた。自分の身体からだよりも大きなぬいぐるみを抱っこする女の子……そんな雰囲気だが、エリザとさつきの殺気混じりな視線が遊馬に飛んでくる。

「野獣死すべし！　ですわ！　羨うらやましすぎてヘドが出ますわね！」

「ディーが純真だからって、そうやってディーを自分の欲望のはけ口にしようっていうの？　うらや……最低ね！」

「ディー……頼むから離れてくれ」

「……遊馬はディーが嫌い？」

　どっちを向いても遊馬には危険な状態だ。助けを求めるように遊馬は真しん悟ごを頼る。

「そろそろ僕らのテントに戻るかい？」

「いや、それはそれで困る！　お前と二人じゃ間がもたないだろ！」

　真悟は当てにならないと、遊馬のさまよう視線は結局のところ桂けいに落ち着いた。

「桂先輩……」

「あーあー聞こえなーい。雨の音で聞こえないなー」

「お姉……ちゃん……助けてください」

「よしよし。あっちゃんはよい子だね」

　すかさずさつきがツッコミをいれた。

「ロリコンでホモ疑惑でシスコンなんて、あんた最低を超越してるわ！　存在自体がマイナスね！　この反物質人間！」

「頼むから止やんでくれ雨！　でないと俺おれの心が涙の雨でぐしょ濡ぬれだッ!!」

　遊馬の願いは通じず、それからも雨は夕方まで雷も交えて土砂降りで続くのだった。



　激しい雷雨のあと、まるで台風一過のように綺き麗れいな夜空が広がった。夕飯のカレーは飯はんごう炊すいさんだ。みんなで桂けいをお手伝いして美お味いしいカレーを満喫した。

　そのあとはレクリエーションタイムである。

　パチパチと火花が闇やみの中に爆はぜては消える。ディーは線香花火の炎に見入っていた。

「……きれいだね」

「ああ。静かな感じがいいな」

　と、遊馬あすまが言った途端に、パンッ！　と破裂音が森に響く。

　エリザが次々とネズミ花火に点火しては投げはなっていた。雰囲気も風情もぶちこわしだ。

「おーっほっほっほっほ！　燃えますわ！　燃え上がりますわ！」

　くるくると回って最後はパンッ！　と破裂する。

「なんとなくだが、エリザにぴったりだな……ネズミ花火って」

　遊馬は真しん悟ごに目を向けた。先ほどから静かなのだが……真悟の足下には黒いにょろにょろとしたものが煙とともに伸び続けていた。

「蛇花火かよ！　楽しいのかそれッ!?」

「楽しいよ。伸びていくのを見るのは」

　まともなように見えて、真悟もエリザと同レベルの変人だと遊馬は再認識した。

「ほらほらみなさい遊馬！　こうやって文字が書けるのよ？」

　さつきの手に握られてシュー！　と音を立て、青い炎と白い火花を噴き出す手持ち花火。それでさつきはハートマークを夜の闇に描いてみせた。

「それは文字じゃなくて記号だろ」

「う、うるさいわね！　どっちでも一緒よ！」

　桂が打ち上げ花火に点火した。ヒューン……と発射音がしたかと思うと、空の上にパッと小さな光の花が開く。連射式なのか、次々と小さな花が夜空に咲いた。

「もっと大きいのが見たいな。あっちゃん♪　なんとかして！」

「俺おれに言われても困るんだが……たしか、八月には海上花火大会があるんだっけな」

「……花火きれいだね。楽しみだね」

　ディーが空を見上げて微笑ほほえむ。遊馬は思わずそんなディーの表情に見とれてしまった。

　このまま平和にゆっくりまったりと時間が過ぎていけばいい。そう遊馬は願う。

「夏季長期休業……夏休みは始まったばっかりだもんな。いっぱい楽しもうな」

「……うん。遊馬……あのね」

　少し思い詰めたような顔をしてディーは遊馬を見つめた。

「……ディーは……女の子に……人間になりたいよ。さつきや桂やエリザや師匠や……遊馬と一緒の人間になりたい。なれるかな？」

　保証することなど遊馬にはできなかった。いかに精密に作られているといっても、ディーは魔装具だ。

「なれるさ。俺が……なれるまでずっと……ずっと一緒にいてやるから」

　ディーは自然と遊馬あすまの手を握っていた。遊馬もそっと握り返す……が、そんな二人にさつきはムッと口をとがらせる。誰だれにも聞こえないくらいの蚊かの鳴くような声で呟つぶやいた。

「なによ……ディーばっかり」

　度重なるさつきのアピールもなかなか遊馬には届かない。さつきは決心を固めた。



　蒼あおい夜がやってくる。虫の声も草木のざわめきも感じられない。静かな静かな夜だった。欠けた月が天高く昇っている。

　明かりを消したテントの中は薄暗い。遊馬は目が冴さえて眠れなかった。妙な胸騒ぎが口から言葉をはき出させた。

「なんか……変な感じだ……」

「どうしたんだい？」

「うわ！　起きてたのか真しん悟ご」

　スッと真悟が遊馬に身を寄せてきた。

「なんで寄ってくるんだ!?　暑苦しいだろうに」

「狭いから寝返りをうったりすると距離が近くなるよね」

「そういう寄り方じゃなかったろうが」

「顔が赤いようだし、心拍数もあがってるね。大丈夫かい？」

「こんなに暗いのになんでそう言いきれるんだ？　それに心拍数って……」

　確かに遊馬はドキドキしていた。妙な胸騒ぎのせい……でもあるのだが、真悟の急接近もかなり圧迫感がある。

「まさかとは思うが、お前……そっちの趣味はないよな？」

「遊馬君が僕を求めるなら応こたえるよ」

「よし。わかった。安心した。それは２００％ない。だからもう少し距離をとってくれ」

「本気にしたのかい？　冗談だよ」

「お前の冗談はしゃれにならんからな」

「なにか悩んでるようだね」

　スッと真悟の声が遊馬の心の中に入ってきた。

「ああ、なんつうか悩みっていうには具体性に乏しいんだが……なんだか嫌な予感がするんだ。街が静かすぎる」

「そうだね。魔装士協会はずいぶんと混乱しているようだし、僕ら生徒の知らないところで何かが起こってるのかもしれない」

「草くさ壁かべ先生に聞こうにも連絡がとれんしな」

「たしかメンテナンスで『門』も使えないんだよね」

　遊馬はコクリとうなずいた。

「明日の予定は撤収作業だけだよな？　キャンプの資材を片付け終わったら、協会に問い合わせに行かないか？」

「僕と二人で……かい？」

「ディーには心配をかけたくないからな。本当は『塔』にだって連れて行きたくないんだ」

「彼女は魔装具だから、遊馬あすま君を守るのが使命なんじゃないかな？」

「守ろうとして無茶をする。だから余計にそう思うんだ。ディーにはこのまま普通の女の子でいてほしいって……」

「優しいんだね。遊馬君は」

「そ、そんなんじゃねぇよ！」

　遊馬は寝返りをうつと真しん悟ごに背を向けた。

「どうするんだい。ずっとこのままではいられないよ。遊馬君が卒業しても、ディーちゃんと一緒にいたいならこの街に残らなくちゃいけない」

「プロの魔装士を目指せってことか？」

「そうすれば一緒にいることはできる。けど、ディーちゃんを魔装具として扱うことになるんだ。魔装士として『塔』の調査に赴おもむかなくちゃいけないね」

「わかってる！　そんなことは言われなくても……」

　スッと真悟は起き上がった。

「少し夜風に当たってくるよ。今日はいい夜だからね」

　遊馬を独り残して真悟はテントを出て行ってしまう。

「いい夜ってなんだよ……」

　ふて寝気味になった遊馬だが、真悟がテントを出た理由をすぐに思い知らされた。

　真悟が出てから五分もしないうちに、テント前でガサリと物音が立つ。その音を立てた主がテントに入ってきた。散歩に出た真悟が戻ってくるには早すぎる。

　遊馬は身体からだを起こすと侵入者に声をかけた。

「寂しくて俺おれに会いに来たのか？」

「そ、そんなんじゃないわよ！」

　テントの中で二人は同時にぎょっとした。

　遊馬はてっきりディーが来てしまったのだと思い込んでいた。

　さつきは寂しくて会いに来たという図星を指される。だから二人とも面食らった。

「な、なんでお前がッ!?」

「寂しくなんかないわよ！」

　二人きりのテントに緊張が走る。

「なにしに来たんだ？」

「べ、別に……そ、そうね！　抜き打ち検査よ！　真悟にはホモ疑惑があるし、あんたが襲われてないか心配してあげたの。飼い主的な愛情ね！」

「襲われちゃいないし自己防衛くらいするし、まぁ……真悟がよくわからんやつだというのは同意だが……今も独りふらっと夜の散歩に行ったところだ。あいつは基本的にはいいやつだが、本当にわけがわからん」

「じゃ、じゃあ……今は二人っきりなわけね？」

　さつきは遊馬あすまの隣に座るとそっと遊馬の手の甲に手を添える。

「そういうことになるな」

　真しん悟ごがいなくなった。これは気まぐれでもなんでもなく、こんな状況をつくるため……だったのかもしれない。

「真悟のやつ……本当にわけがわからん」

　遊馬は小声で呟つぶやいた。

「どうしたのよ？　まさか、あんたの方が真悟を……変態ッ！　男同士で不潔だわ！」

「ったく、そんなわけないと何度言えば……ともかく俺おれは大丈夫だから、早く女子のテントに戻れよ」

「せっかく来てあげたのに追い返すっていうの？」

「あっちにはあっちで問題児がいるだろうが。俺ができない分、ディーをエリザの毒牙から守ってくれ」

「わかってるわよ！　けど安心ね。桂けいがいるし」

「そりゃ確かに安心だが……そうだ明かりつけるか」

　携帯用のライトがテントの天井に取りつけられている。立ち上がろうとした遊馬だが、その膝ひざにさつきが頭をぽむんと乗せた。

「ちょっと枕まくらがあわなくて寝られないから、膝枕を貸してもらうわ」

「お前は寒い日に乗っかってくる猫かッ!?」

「かわいいでしょ？　なんなら頭を撫なでたり愛めでてくれてもいいわよ。今回だけ特別に許してあげるわ」

　さつきはくるんと回って顔を遊馬の方に向けた。

「にゃ、にゃーん♪」

「ずいぶんぎこちない鳴き声だな」

「そ、そんなことないにゃん！　もっとなでなでごろごろしなさいよ！」

「してほしいのか？」

　さつきは黙ってしまった。

「あ、ああ。する！　するから怒るな」

　さつきのアホ毛をなだめるように遊馬はそっと撫でる。薄暗い中で目が慣れてきた。さつきの表情がだんだんと浮かび上がってくる。目め尻じりが下がってずいぶんとリラックスしたような顔だった。

「なんだかちょっと……蒸し暑いわね」

「そうか？　まあエアコンに慣れてる人間にはきついかもしれんが……」

　ゆっくりと身体からだを起こすと、さつきはパジャマ代わりのジャージのジッパーを下ろした。

「まだ暑いわ……く、暗いから見えてないわよね？」

「まさか……いや……それはやばいだろ？」

「見えてないなら問題ないわ。触ったら殺すわよ！」

　しゅる……とさつきは運動着の下も脱いでしまった。今の彼女はシャツと下着だけのあられもない姿で、シルエットだけでなく薄ぼんやりとその姿が闇やみの中に浮かんで見えている。

「前にもこういう状況なかったか？」

　さつきは薄暗いところで遊馬あすまと二人きりになると……脱ぐ。遊馬にとっては困る仕様の持ち主だ。

「別にいやらしい意味とかなくて、本当に暑くて寝苦しいから涼しい格好をしてるだけよ。他意はないの。それくらいわかるわよね？」

「わ、わかるかッ！　真しん悟ごが戻ってきたらどうするんだッ!?」

「どうもしないわよ。もう……なんであんたはそうなの？」

　突然、さつきは遊馬の手を取ると自分の胸に押し当てた。

　ふにょん♪　と、柔らかい感触が遊馬の手のひらに伝わる。スレンダーだがちゃんとそこには存在していた。

「お、おいいいいいいいいいいいいいいいいいいッ!!」

「ドキドキしてるのよ！」

「わかった。わかったから冗談はこれくらいにしよう。なッ？」

「じょ、冗談なんかじゃ……ないわよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　さつきの声のトーンが落ちた。

「冗談なんかじゃないの。あたし……あんたのことが……」

　何度も遊馬あすまはさつきにからかわれてきた。普段の彼女の態度をそのまま額面通りに受け取ってきた。

「あんたはあたしの夢を……ちゃんと聞いてくれたから……それはきっかけだったけど、一緒にいて、ペアを組んだり戦ったりして……そうしてるうちにあんたのことが……こ、これ以上は恥ずかしくて言えないわよ！」

　さつきは今にも泣き出しそうだった。

「わかってるわよ。あんたの頭の中くらい。ディーでいっぱいだって……でも……あたしだってあんたのことで頭がいっぱいになるんだから」

「心配してくれてたのか」

「そ、そうじゃなくて」

「そうか……さつきはいいやつだな」

「いいやつとかじゃないでしょ！」

　遊馬も自分がわからなくなっていた。ディーのことをかわいいと思う。心配だし自分がついていてやらなければと思う。ただ、それが恋なのかというと恋愛などしたことがない遊馬にはわからない。

　さつきは……かわいいというよりも喧けん嘩か友達だった。もちろん女の子らしい匂においや、今も手のひらに伝わる体温や感触は……遊馬の男の子な部分を刺激する。

「キス……してよ」

　さつきは遊馬の手を解放すると、身を乗り出して顔を近づけた。

「いいじゃない。減るものじゃないし」

　遊馬の心臓が早はや鐘がねを打った。ディーに魔力を吸収されるのとは訳が違う。好きだという以外に理由のないキスは初めてだ。

「理由もなしにすることじゃないだろ？」

「理由があればするの？」

　さつきの瞳ひとみは潤んでいた。吐息が伝わる距離で、遊馬の鼻孔を女の子の匂いがかすめていく。

　さつきは仲間だ。それに好きとかそういう気持ちは正直よくわからない。よくわからないのにキスなんてしていいわけがない。きちんと自分の気持ちに整理がついてからだ。それに……ディーを守るのが今の自分の使命だし、誰だれかを好きになる余裕なんてない。

　そんな理性とは対照的に、悪魔が遊馬の耳元でささやいた。

　お・し・た・お・せ！

「に、逃げるんださつき！　俺おれの中の悪魔が目覚める前に！」

「ちょ、ちょっとどうしたのよいきなり？」

「静まれ俺の中の……ううッ！　頼むから服を着てくれッ!!」

「そういうことね！　なら……ぴとッ」

　さつきはわざと遊馬あすまに密着した。抱きつかれて遊馬の胸板にさつきの胸が押しつけられる。首もとに腕を回してさつきは遊馬を押し倒した。

　逆に押し倒されて遊馬は混乱している。

「ほら、目覚めてごらんなさいよ！　あんたの中の悪魔なんて逆に退治してあげるわ！」

「やめろさつき！　俺おれの中の小さな宇宙が燃え上がっちまう！」

　遊馬は今にも理性を失いかけていた。どうにかしてさつきに嫌われなければいけない。

「こ、この……中途半端おっぱい！」

　遊馬は殴られるのを覚悟で叫んだ。

「半端じゃないわよ！　み、見てなさい！」

　するするっとシャツを脱いでさつきはブラのホックをパチンと外す。

　双方とも色んな意味であともどりできない。

「さつき……俺……俺どうにかなっちまう」

「あたしなんて……もうどうにかしちゃってるわよ！」

　お互いに壮絶な自爆合戦を繰り広げた男子テントに……ついに少女がやってきた。

「……遊馬。大丈夫？　二人とも喧けん嘩かしてない？」

　それは魔装具の本能だったのか……持ち主のピンチに駆けつけたディーは、テントの入り口を開いた。月明かりが差し込み、中の二人を照らし出す。

　さつきの表情が凍りついた。

「し、しししし、してないわよ！　遊馬とあたしは仲良くしてるわよ！　心配いらないからッ！」

「……おっぱい。仲良し？」

「違うんだディー！　これはその……俺の中の悪魔が……」

「……ディーはさつきよりもっとぺったんこ」

　なにを思ったのかディーまでジャージを脱ぎ始めた。

「ストップ！　今のあたしが言っても説得力ないけどストップよ！」

　さつきは胸を両腕で隠しながら叫ぶ。

「……ディーももっと遊馬と仲良くなりたいよ」

「帰ってくれ！　頼むから二人とも帰ってくれッ!!」

　キャンプ広場に遊馬の絶叫が響くのだった。



　静かな夜の森にせせらぎの音がしみいるように流れていた。小川にエリザは独りたたずむ。桂けいはすっかり寝息を立てており、さつきとディーはテントを出て行った。その合間にエリザも外に出たのだ。

　ケータイ端末で通話する。相手は草くさ壁かべだった。

『すいませんね。こんなことになってしまって』

「結論を先におっしゃってくださるかしら？」

『貴方あなたをお目付役にして正解でした。さすがは天才魔装士。私の同級生ですね』

「会話になっていませんわ」

　エリザは魔装士協会のエージェントで、すでにプロの資格も持っていた。十二歳で学園を飛び級で卒業したエリートだ。

『どうですか。同世代の女の子たちと楽しめましたか？』

「それはもうたっぷりと。それよりも、状況はどうなりましたの？」

『芳かんばしくありませんね』

「まさか生徒を動員するなんてことはありませんわよね？」

『彼女の力は絶大ですから』

「使う人間が了承しませんわ」

『そうかもしれません。彼はあまり魔装士には向いていない性格ですし』

「協会はどうするつもりですの？」

『最悪、こちらの側の出入り口を潰つぶす……という感じでしょうか』

「それで守れる保証なんてありませんのに」

　電話越しに草くさ壁かべのため息が漏れ聞こえる。

『ラボの観測班はあちら側からのアクセスを確認しています。なんらかの方法でプロテクトを破る可能性もありますから、ゲート封鎖よりも破壊してしまう方がいいのかもしれません。世界同士のつながりがなくなることで、魔装士や魔装具にどんな変化が起こるのかは予想もできませんが』

「つながりがなくなれば……魔装具はエネルギーを受信できなくなって停止するんじゃなくて？」

『そういう可能性も大いにあり得るでしょうね』

「全部計算ずくですのね。だからわたくしは……あなたが大嫌いですの！　男はみんなずるい生き物ですわ！」

『なにも説得してほしいだなんて言っていませんよ』

「楽しい合宿も終わりですのね」

『できれば最後まで楽しんでもらいたかったのですが、こういう事態になるとは想定外で……我ながら情けないことです』

「ともかく、ゴキブリなみの生命力で生き残ったところだけは褒めてあげますわ。どうせ無茶をしてしんがりを務めたんでしょうけど……」

『おかげで袋だたきにあいましたよ。満足ですか？』

「いい気味ですわ」

『そんな悲しげな声を出さないでください』

「仇かたきは……討ってあげますわよ」

『まだ死んでいませんから』

　草くさ壁かべの口調は飄ひよう々ひようとしている。そんな草壁がエリザには憎らしかった。

「それと……小お山やま田だ真しん悟ご。いったい何者ですの？」

『本人に直接聞いてみたらいいんじゃないですか？　さてと、少し眠らせてください。回復次第、すぐにも戦線復帰しなければいけませんから』

　通話が切れる。エリザは吐息混じりに肩を落とした。

「何を話していたんだい？」

　森の中からスッと真悟が姿を現した。

「気配を消して近づくなんて悪趣味ですわね！」

「ごめんね。ただ、通話の相手と内容が気になったから」

　エリザはじっと真悟を見据えた。普段の人を食ったような表情ではなく、知的で……それでいて冷たい視線だ。

「あなたこそ何者ですの？　ラボの関係者？　協会のエージェント？」

「どちらかと言えばラボかな」

「ならわたくしが知らないはずですわね」

「エリザさんは協会の人みたいだね」

　黒髪の少女はゆっくりうなずいた。

「目的を白状なさい」

「順応テストかな……僕自身の。僕もディーちゃんほどじゃないけど、ちょっと訳ありなんだ」

「とんだ茶番ですわね。選抜チームが聞いてあきれますわ」

「けど、楽しかったよ。遊馬あすま君はいい人だね」

「男なんてみんな一緒。ケダモノですわよ！」

　真悟はただ、穏やかな表情でエリザからぶつけられる感情を柳のように受け流す。

「明日、伝えるのかい？」

　ぐらり……と、エリザの瞳ひとみの光が大きく揺らめいた。アイスブルーの瞳は氷のように冷たい……なのに、その氷がじんわり溶けてしまったように潤みだす。

　蒼そう白はくの表情で、今にも泣き出してしまいそうで……そこには飛び級した天才魔装士エージェントではなく、年相応の少女の姿があった。

「ええ。その役目はわたくしが適任ですもの」

　欠けた月が南の空の頂点に輝いている。この夜が明けると、今日までの楽しい夏休みはまるで幻のように、手の中をすり抜けて消えてしまうのだった。



　生徒を巻き込むわけにはいかない。

　彼らはたまたま才能があったから、この学園に入学させられたんです。

　プロの魔装士として自分の意志で戦うことを決意し、残った私たちとは違う。

　もう他ほかに手段がない。それはわかっています。

　恨めしいのは……私に彼ほどの……厳島いつくしま遊馬あすま君のような力がなかったことです。

　私は自分が恥ずかしい。自分は彼を利用してしまう狡こう猾かつな大人おとななのですから。

　彼は決断を迫られるでしょう。道は二つ。

　彼女のゆるやかな死を受け入れるか、彼女とともに死ぬかもしれない戦いに挑むか。

　勝利する以外に道はありませんが、それは容易ではないのです……。



    

  
    
      


第六章　守るべきモノ





　病室のベッドにミイラ男が仰あお向むけになっていた。顔までぐるぐる巻きにされているが、包帯の上から眼鏡めがねをかけている。遊馬はその眼鏡に見覚えがあった。ミイラ眼鏡が少しだけ息苦しそうに口を開く。

「夏季長期休業……いえ、夏休みはどうでしたか？」

　いつもの人を食ったような口調で草くさ壁かべは遊馬に尋ねた。

「おかげさまで楽しませてもらった」

　病室にいるのは遊馬と草壁だけで、他ほかのメンバーの姿はない。

「その怪け我が、どこまでが本当なんだ？」

「バレてしまいましたね。実は思ったよりは軽傷なんです」

「思ったよりは……かよ。リンゴでも剥むいてやろうか」

「すいません。女性が剥いてくれたものでないと身体からだが受けつけないもので」

　軽いやりとりだが、遊馬には草壁が努めてそうしているように思えた。

「全部話してくれ」

「ええ、そのつもりです」

　呼吸を整え一拍おいてから草壁は続けた。

「いろいろと聞きたいことはあるでしょうが、まずはエリザについて話させてください」

「普通の生徒じゃないんだな？」

「はい。彼女は天才です。私とは同級生になります」

「同級生……だと？」

「ええ。海外の学校ではよくあるでしょう。飛び級というやつです。すでに彼女は学園を卒業してプロの資格も持っています。そして、私と同じ協会のエージェントです」

「監視のためってわけか」

　遊馬あすまは三白眼気味に睨にらみを利かせた。

「夏季長期休業の間、私がずっとついているわけにもいきませんからね。本来なら彼女に指示を出して、私はゆっくりするつもりだったのですが……病院のベッドの上というのは想定外でした」

「じゃあ真しん悟ごはどうなんだ？」

「彼を選んだのは私ではありません。ラボの強い推薦があったもので」

　真悟も普通の生徒ではなかったらしい。が、今はその確認よりも先に遊馬にはしなければならないことがあった。

「そろそろいいだろ。なんで……そんな大おお怪け我がをしてるんだ？　それに夏季休業期間だからって……街が静かすぎる」

「そうですね。静かなのも無関係ではないんですよ。この街で働く大人おとなには、結構な割合で学園の卒業生がいるんです。彼らを動員しても収拾がつかない状態にありますから」

　包帯の奥からのぞく草くさ壁かべの瞳ひとみは悲しげだった。

「公式に発表はされていませんが、未帰還者、死傷者も出ています」

「だから……何が起こってるっていうんだ」

「戦争です」

　静かな病室の空気が凍いてついた。

「戦争……って、いったいどこと戦ってるってんだよ」

「あちらの世界……『塔』の中ですよ。これまで組織的な行動を見せたことがなかったモンスターたちが、突然、連携をとるようになったんです。それだけではなく……『塔』内部に設置した帰還ポイントが次々と壊されています。観測点も破壊されて、こちら側から転送するのも困難な状態です」

「つまりどういうことなんだ？」

「大ピンチですね。さらに向こうの世界からこちらの世界に侵入を試みた形跡もあるようで……政府は『門』の完全封鎖を検討し始めました。もし封鎖ができない場合は、国連軍が核攻撃でも仕掛けるのでしょうが……きっと『塔』は破壊できないでしょうね。その程度で排除できるようなものではありません」

「話が大事すぎてついていけん」

　遊馬は眉み間けんにしわを寄せている。吐息とともに唸うなるように呟つぶやいた。

「そんなことになってる間……俺おれはずっと遊んでたってわけだよな」

「本当はそのまま楽しんでいてほしかったのですが……」

「なんであんな訓練もどきをさせたんだ？」

「魔装士協会の意向です。ディーさんが人間らしさを獲得するために……ディーさんにもっと人間を好きになってもらうために、たくさん楽しんでもらう。学習期間ですね」

　遊馬あすまは唸うなるように呟つぶやいた。

「用事があるのは俺じゃなくて……ディーなんだろ？　ディーを巻き込むつもりか？」

　警戒する遊馬に草くさ壁かべは素直に白状した。

「その通りです。いえ、巻き込むというか……彼女に関かかわりがあるからこそ、貴方あなたに判断してもらいたいんですよ。これはラボからの報告ですが、もし『門』を完全封鎖した場合『塔』とこちらの世界の結びつきが弱まってしまいます。魔装具が『塔』から離れるほど力を失うことはご存じですよね」

「ディーの力も弱まる……だけでは済まないんだよな、やっぱり」

「ええ。弱まるくらいならよいのですが……彼女は緩やかにエネルギーを失っていくでしょう。なにせ、我々魔装士の魔力そのものが消えてしまうわけですから、厳島いつくしま君がキスをしても彼女に魔力を与えることができなくなるわけです」

　遊馬は自分一人が呼ばれた理由を理解した。こんな話はディーに聞かせられない。

「彼女はゆっくりと死を迎えます。それでも貴方や仲間のそばにいられて幸せかもしれません」

　遊馬は拳こぶしを握っていた。爪つめが食い込んで痛いくらいにぎゅっと握る。その手は細かく震えていた。

「あいつにはまだ時間が必要だ！　一人前のレディーにするって約束したんだ！」

「そうですね。だから……もう一つ道があります。彼女や貴方自身を危険にさらすことにもなるでしょう」

「戦え……ってことか」

「おっと。くれぐれも自分やディーさんの力を過小評価しないでください。貴方は私がまったく歯が立たなかったあの竜人ドラゴニアを退けたんですから」

「あれは……まぐれだ」

　息苦しそうに草壁はゆっくりと深呼吸をする。

「ふぅ……少し、しゃべりすぎたみたいですね。厳島君……あまり時間はありません。敵軍は今日、明日にもレベル４地域に進軍するでしょう。そこを突破され、レベル３地域まで陥落するようなことになれば……学園の運営は成り立ちません。『門』は完全封鎖され学園は解体。魔装具も回収されてしまいます……が、ディーさんに関しては私から手を回して、最後まで貴方のそばにいられるように掛け合ってみましょう」

　遊馬が逃げられないように草壁は外堀をきっちり埋めてきた。

「つくづく……ずるいな。あんたのそういうところが大嫌いなんだよ」

「ええ、我ながら嫌な性格をしていると思います。そのほか諸もろ々もろについてはエリザに一任していますので。……そうそう、あとでラボに寄ってください。貴方あなたのため……というわけではないのですが、趣味で作っておいた私のとっておきがありますから。使うかどうか判断はお任せします。ああ……なんだか眠くなってきましたね。少し休ませてもらいましょう」

　言うだけ言ってミイラ男は目を閉じると寝息を立てるのだった。



　自然と病院の屋上に足が向いた。遊馬あすまは空を見上げる。真っ青だった。真っ青な空を二つに割るように「塔」が天高く伸びている。外壁は太陽の光と熱に焼かれていた。白い。光が照り返して世界には白と青しか色が存在しないように遊馬には思えた。

　ジリジリと熱く焼かれていく。意識が遠のきそうな暑さ……熱さ。遊馬の胸の奥が燃えたように熱くなる。

（――ディーと一緒に戦うか……ディーを戦わせないか……迷ってる場合じゃないだろ。もう、俺おれの中で答えは出てるんだ）

　遊馬は決断するために屋上にやってきたのではない。自分の心に確認するために独りになった。他ほかの誰だれの声でもない、自分の中にある自分の声に耳を傾ける。

　戦わない道を選ぶこともできた。だが、きっと後悔する。あの時なんで戦わなかったのか？　ディーを失ってからそう思い続ける日々を想像する。絶対に……耐えられない。

　そんなものは体裁を取り繕つくろった見殺しだ。できるわけがない。

　答えはもう、遊馬の心に一つだけだった。

「ディーは……俺が守るッ！」

　揺るがない気持ちを確認すると、遊馬は天に向かって吠ほえた。



　旧校舎のミーティングルームに一同が会していた。

「ちょうどいいわね。腕試しにはもってこいだわ」

　さつきがアホ毛をビンビンに立てている。

「あっちゃんがそう決めたんなら、お姉ちゃんももちろん協力するよ」

　桂けいの表情は真剣で、普段のほんわかした雰囲気ではなく引き締まっていた。

「わたくし俄が然ぜんやる気が出てまいりましたわ。もちろん貴方のためではありませんわよ厳島いつくしま遊馬？　わたくしは愛する美少女のために戦いますの。それに……草くさ壁かべの仇かたき討ちですわ！」

「いや、まだ死んでないから」

　遊馬のツッコミにエリザは鼻息を荒くさせた。

「本来なら嫌われ役もわたくしの仕事のうちでしたのに……草壁に借りをつくっておくのはわたくしのポリシーに反しますの」

　ため息混じりに遊馬は真しん悟ごを見つめる。

「で、エリザはもともと協会の人間だから戦う義務もあるんだろうが……お前に無む理り強じいする権限は俺おれにはないんだ」

「置いてけぼりは寂しいね」

「そう……か。すまない」

　遊馬あすまはディーのために戦うことを決めた。それに付き合わせるのは心苦しいのだが、真しん悟ごはいつもの爽さわやかな表情で遊馬に返す。

　最後に一番の問題が待っていた。

　ディーだ。小さな肩を震えさせている。遊馬を見上げる瞳ひとみは不安いっぱいで、今にも泣き崩れてしまいそうだった。遊馬は戦いに赴おもむこうとしている。これまでにない苛か烈れつな戦いに……。ディーの命を守るために。

　それがディーの心を締めつけた。大切な人を危険から遠ざけたい。守りたい。ディーにとって最優先事項は遊馬だった。遊馬が幸せに生きることだった。

「……ダメ。遊馬が危険になるから。ディーは……遊馬を守りたいよ。戦わなかったら遊馬は傷つかない。幸せでいられる。遊馬が幸せならディーも嬉うれしいよ。幸せだよ。だからディーは……ディーは人間にならなくてもいいよ」

　残された時間を幸せに過ごす。遊馬が説明しなくてもディーはそんな選択肢があることを察していた。積極的に戦いに参加するのは遊馬の性格ではない。

　何か理由がなければ、遊馬は戦う選択はしないはずだ。

　その理由が自分なのだとディーは感じている。ディーはそう思った瞬間、自分にちゃんと心があるのだと自覚できた。その心を育ててくれたのも……遊馬だ。

「……ディーは遊馬と一緒にいたいけど……それで遊馬が傷つくのは嫌だよ……苦しくなるよ」

「傷つかない。俺は……ディーがいてくれるから強くなろうって思ったんだ。ディーがいてくれることが幸せなんだ」

「……幸せ？」

「ああ。だから戦うんだ」

　静かに優しく遊馬は告げた。そっとディーの頭を撫なでる。ディーも遊馬を見つめた。エメラルドグリーンの虹こう彩さいが美しい瞳が不安と嬉しさ、二つの気持ちの間で揺らめいている。

　ディーはうつむいてしまった。

　遊馬は片手持ちできるサイズのトランクをテーブルの上にそっと置く。それにはラボのロゴがついていた。

「どこまで使えるかはわからんが、新兵器もある。それにディーを心配させるような無理な戦いはしない。やばいと思ったら逃げる。だから……いいだろ？」

　逃げると公言するあたり我ながら情けないと遊馬は苦笑いを浮かべた。だが、こうとでも言わなければディーは首を縦に振らなさそうだ。

「大丈夫よ。あたしがついてるんだから」

　さつきは自信満々にびしっと親指を立ててみせた。

「頼むからかわいい系のモンスターにはひっかからんでくれよ？」

「わ、わかってるわよ！　その代わり……あんたに貸し一つだからね！　今度……動物園に一緒に行ってもらうわよ！」

　ディーと遊馬あすまの絆きずなを見せつけられてさつきは内心穏やかではない。が、それでも我慢した。さつきもディーのことが好きなのだ。女の子としてライバル……という以前に、ディーはかわいい妹のような存在であり、掛け値なしに力になってあげたいとさつきは思っている。

　貸し一つ……それはさつきの照れ隠しだった。

「動物園か……大惨事になりそうだが……」

「指切りして！」

「わかった……なんか、恥ずかしいんだが」

　さつきは遊馬と小指を絡めさせると、頬ほおを赤らめた。遊馬を見つめる視線はちょっぴり恨めしそうである。

「嘘うそついたら……わかってるわよね？」

「お、おう……わかってる。守るから」

　気け圧おされた遊馬を尻しり目めにエリザがソファーから立ち上がった。

「決まり……ですわね。久しぶりの実戦ですし腕が鳴りますわ」

　エリザが協会から命じられた招集時間まで、あと一時間を切った。「門」のある「塔」前の神殿にはすでに戦闘準備を整え終えた魔装士たちが集まりつつあった。



　遊馬たちはプロアマ混成の魔装士部隊とともに「門」から転送された。

　戦場は森林地帯だ。すでに戦いの火ぶたは切られている。先に転送された魔装士たちがモンスターの先陣と交戦を開始していた。

　モンスター……戦車のように巨大なイノシシを、魔装士たちが次々と手際よく仕留めていく。先発した魔装士たちは誰だれもが実戦経験に富んでいた。この数日間の撤退戦で疲労の色は濃厚だが、それでも巨大イノシシごときに遅れを取ったりはしない。

「見とれてる場合じゃないな」

　イノシシの一頭が突っ込んでくる。遊馬には小さな山のように感じられた。誘導装置のついたダンプカーが遊馬めがけて一直線……そんな感じだ。

「試しに一発だけ……使ってみるか」

　ディーと手をつないでいなければ、遊馬は魔装士として身体能力を強化できない。そのためさつきや桂けいのような、機動力を駆使した戦い方は無理だった。

　が、今回だけは違う。遊馬の腰には金属製のベルトが装着されていた。ラボのロゴ入りトランクの中身――それがこのベルトだった。レバーのついた大柄なバックルはまるで変身ヒーローのようだった。ベルトには12ゲージのショットガンカートリッジが六つ装着されている。その一つを機械仕掛けのバックルにセットした。

「こんな便利なものがあるなら、最初っから渡しておけよッ！」

　レバーを引くとガシャンという機械音とともに、バックルからカートリッジが排はい莢きようされた。ドシューーーーーーーーーーーーーーーッ！　とスチームが上がり遊馬あすまの身体からだから魔力のオーラが立ち上る。それは遊馬自身の魔力ではなかった。

　イノシシの目前で遊馬の姿がフッと消える。ディーは遊馬の変化に驚き、防壁で遊馬を守ることすら忘れていた。

　遊馬は跳躍すると空中で銃を構える。魔力の弾丸の色は深紅だった。まるで矢のようにイノシシの背中に突き刺さる。貫通弾を食らったイノシシは一瞬で琥こ珀はく色いろをした握り拳こぶし大の魔力結晶に姿を変えた。

　カートリッジは草くさ壁かべが開発した魔力予備電池だ。事前にカートリッジに魔力を溜ためておき、任意のタイミングでその魔力を解放する。恒常的に防御力をアップさせるアーマー類と比べると、瞬発力はあるのだが弾数制限がネックになり、草壁がお蔵入りにしたものだった。

「……遊馬。ディーもがんばるよ」

　遊馬の勇姿にディーは瞳ひとみを輝かせた。とっとっと……と前に出る。イノシシが突っ込んでこようがディーはおかまいなしだ。

「……防壁展開」

　青い泡がふわっとディーの身体を包み込んだ。イノシシが激突するが、ふんわりと泡は優しく衝撃を受け止める。イノシシは必死に地面を蹴けるのだが、ディーの防壁を打ち破れずに動きを止めた。

「……今だよ遊馬」

「おうッ！　ナイスだぜディーッ!!」

　遊馬が貫通弾を連射する。ディーが止めて遊馬が撃つ。二人の呼吸はぴったりだ。

　魔装士たちが戦線を押し返しつつある中で、さつきは苦戦していた。突進力のあるイノシシを相手に鞭むちのパワー不足は否めない。木々の間に鞭を伸ばして足を引っかけさせて転ばせようとするのだが、木ごと根本からもっていかれる。

「なんてバカ力なのよ!?」

　このままでは引きずられると、さつきはとっさに鞭を解除した。そこに他ほかのイノシシが迫る。

「しまっ……あれ？」

　激突は避けられない。そう、覚悟したさつきだが、目の前に青白いヴェールが広がっていた。ぶつかった瞬間にブシューーーーーーッ！　と水音が鳴り響く。まるで規格外に巨大なジェットスキーがすぐそばを通り抜けていったのかとさつきは錯覚した。音を立てて水面を滑すべるように、イノシシは青い泡の膜の表面を滑走し、進路を変えさせられる。受け止めるだけでなく、ディーは受け流すことまでできるようになっていた。

　先ほどまで遊馬あすまと連携していたはずのディーが、さつきを守る。

　遊馬の攻撃力が上がったことで、ディーは格段に他ほかの仲間もフォローしやすくなったのだ。

「ディーってばやるじゃない。ずいぶん器用なのね。あ、ありがとね」

「……嬉うれしいよ。どういたしまして」

　ディーはうやうやしくちょこんとお辞じ儀ぎした。戦闘中だというのに緊張感は皆無だが、さつきはそんなディーの天然なところに妙になごんでホッとする。肩の力が適度に抜けて、さつきはリラックスすることができた。

　桂けいはといえば……得意の居合抜きの構えでイノシシと対たい峙じする。

「チェストオッ！」

　一いつ閃せん――猪ちよ突とつ猛もう進しんしてきたイノシシは真っ二つに切り裂かれ、溶けるように消える。突進の勢いが残っていたのか、琥こ珀はく色いろの魔力結晶がころころん……と地面に転がった。

「うふふ。さすが選抜チームですわね」

　弓を構えてエリザが口元をゆるませる。きりきりと弦を引き絞り、きっちりとイノシシの眉み間けんに狙ねらいを定めると、弓に魔力で構成された光の矢がつがわれた。

　エリザは限界まで引き絞った力を解き放つ。瞬間、イノシシの眉間に風穴が空いた。貫通力の高い弓は一匹だけでなく、後方の数匹もまとめて串くし刺ざしにする。その威力はプロの名に恥じないものだった。

「さてと……僕もがんばらないといけないね」

　戦場に身を置いても変わらず涼しい顔のまま真しん悟ごは呟つぶやく。まだ愛用の魔装具はケースの中だった。背負っていたそれを地面に立てるようにして置くと、ロックが解除される。

　シューーー……とドライアイスを水に入れた時のように白い煙がケースから吹き出す。　まるで棺がゆっくりと開くように、重々しい音を立てて真悟の魔装具は解放された。

　そこには楽器ではなく、斧おのが一振り眠るように納められていた。十字架の意匠が施された長大な得物のグリップを握ると、真悟はゆっくりと天に掲げる。

　その動きは緩慢だった。イノシシの群れにとっては棒立ちの的だ。

　三匹が三方向から真悟に襲いかかる。真悟は空に向けて掲げた斧を……無造作に地面に振り下ろした。

　ドゴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!

　地鳴りのような轟ごう音おんが鳴り響く。

　斧の刃が触れたと同時に、大地がひび割れ崩壊した。イノシシたちの足場が陥没し、クレーターができあがる。

　遊馬は息を呑のんだ。威力が……異常だった。広範囲に陥没し、森の木々が倒れて真悟の周囲だけ更地になる。

「ふぅ……やっぱり制御するのは難しいね」

　涼やかな笑みのまま真悟はもう一度斧を振るった。次は地面にではなく、沈没した地面に足を取られたイノシシに対してだ。

　無造作に振り下ろす。軽く刃やいばが触れた瞬間、イノシシは消滅しそこに琥こ珀はく色いろの魔力結晶が残った。かすっただけで致命傷。破壊力は桂けいの居合抜きすら凌りよう駕がする。

　遊馬あすまは思わず舌を巻いた。

「真しん悟ご……すごいな」

　これだけの使い手なら桂以上に話題になっていてもおかしくない。一年生というのならなおさらだ。

「授業だとあぶなくて全力は出せないからね」

「なるほどな……心強いっつうか末恐ろしいっつうか……おっと、次が来やがった」

　イノシシの突撃部隊の次は空を舞うハゲタカのような鳥類系のモンスターが飛来した。

　銃と弓。遊馬とエリザの出番である。

　遊馬は二つ目のカートリッジを起動させた。再び蒸気をあげて魔力がチャージされる。拳けん銃じゆう型魔装具にその魔力をバイパスし、貫通弾にして空へと放つ。空中のハゲタカが次々サファイア色の魔力結晶になって落ちてきた。

　エリザの弓も連射は利かないのだが、一撃で二匹三匹をまとめて串くし刺ざしにする。

　ガンナー二人が撃ち漏らした敵をさつきが鞭むちで叩き落とし、落ちてきたハゲタカに桂が一撃を加えて確実に仕留めていった。

　真悟は斧おのを大きく振りかぶり魔力を集中してから、なぎ払うと同時に魔力を解放した。

　ゴオオオオオオオオオオオオオオオオッ！　と、突風が巻き起こる。

　魔力を帯びた小さな竜巻が三匹のハゲタカを巻き込み消滅させた。ディーが防壁でカバーするようなピンチは訪れる気配すらない。

　遊馬たちはプロの中にあっても、十分にそれぞれが持ち味を発揮していた。数の上では不利な魔装士側の戦力だが、個々の能力でそれをカバーする。

「いけるんじゃないか？」

　などと楽観的に呟つぶやいた遊馬だが、直後、その手から力がふわっと抜けて立ちくらみに襲われた。それでもなんとか上空の標的に狙ねらいを定め、トリガーを引く。魔力の弾丸が的確にヒットした。しかし倒すどころかモンスターに目をつけられる始末だ。

　一撃を食らってもぴんぴんしているハゲタカが遊馬に向かって急降下した。遊馬は拳銃で迎撃するのだが、発射される魔力の弾丸はことごとくまったくもって通用しない。

　気づいてから行動に出るまで、遊馬はワンテンポ遅れた。

「切れるのが早すぎるんじゃないかッ!?」

　大慌てで遊馬がベルトのバックルにカートリッジを装そう填てんする……が、ハゲタカの急襲には間に合わなかった。

「なにやってんのよ！」

「あっちゃん！　逃げて！」

　さつきがきびすを返し、桂も刀を鞘さやに納めて居合抜きができる状態に戻しながら走る。が、遊馬あすまとの間に狼おおかみ型モンスターの群れが割り込んだ。その数ざっと二十匹。助けようと二人が飛び出した瞬間、狼に包囲された格好だ。

　グルルル……という低いうなり声がサラウンドのように桂けいとさつきを包み込み、むき出しの牙きばがぎらりと光り獲物を狙ねらう鋭い眼光が桂とさつきに集まった。狼たちはさつきか桂、どちらかが動けば動いた方に殺到しようと、二人の動向を観察している。

　桂もさつきも釘くぎ付づけだ。遊馬にハゲタカのナイフのような鋭いクチバシが襲いかかる。

「……遊馬を守るよ」

　直撃寸前、水道管が破裂したようなブシュアーーーーーーッ！　という水音とともにハゲタカの特攻は青い膜に阻はばまれる。遊馬まであと十センチというところまで接近していた。ハゲタカは青い泡を突き破れず膜の表面をすべるようにして地面に突き刺さる。自爆覚悟の攻撃だったのか、地面との激突の衝撃に耐えきれずハゲタカは魔力結晶化した。

「……間に合った」

「――ッ!?　さ、サンキューな。ディー」

　心臓を一突きにされる寸前のところだった。遊馬の背中一面に得体の知れない冷たい汗が浮かび上がる。身震いした。武者震いなどではなく純粋な恐怖。死を感じた……だが、ここで立ち止まるわけにはいかない。

「負けて……られっかよぉッ!!」

　遊馬は勇気を振り絞りバックルのレバーに手を添えた。力強くガシャンと引いて、三つ目のカートリッジを起動させる。



    

  
    
      



    

  
    
      　そのまま、さつきと桂けいが睨にらみ合う狼おおかみの群れの戦闘に遊馬あすまは飛び込む。遊馬が飛び込んだことで膠こう着ちやく状態が崩れて、さつきと桂もそれぞれのタイミングで戦闘を再開した。

　近接戦闘ならばさつきも桂も多少の数の差は問題にならない。次々となぎ倒し、真っ二つにしていく。

　狼の群れはそれでも数が多く、第二、第三の群れが波のように押し寄せた。

　イノシシたちの戦いをどこかで見ていたのか、狼たちは真しん悟ごへは一切向かわずエリザに集まりつつある。一掃したいところだが、うかつに真悟が攻撃を繰り出せば、エリザもろとも吹き飛ばしかねない。

　包囲されたエリザは弓を打撃武器のように振るって応戦する。そこに桂とさつきが助けに入った。

「大丈夫エリザちゃん!?」

「お姉様がいらしてくだされば百人力ですわ」

　エリザは余裕をアピールするように微笑ほほえんでみせる。さつきは狼の群れの中にチビ狼がいないことを確認すると、鞭むちを大きくしならせて次々と舞うように打ち据えていった。

「かわいい子がいないのはちょっと残念ね！　それになんていうか姑こ息そくだわ。モンスターなのに誰だれかが操ってるみたいじゃない」

　さつきの言う通り、バラバラに襲ってくるのではなく、モンスターたちは押しては返す波のように、ある種のリズムをもって進軍してくる。倒しても倒してもその波は収まらない。中には自爆覚悟で攻撃してくるモンスターもいた。

　戦闘開始から三十分が経過した。狼の波は第五波まで続いたが、遊馬たちは連携して撃退に成功した。さつきと桂は息が上がり始めている。

　遊馬も残すカートリッジは一本。万が一の時に退路を確保するため、この一本はうかつに使えなかった。

「無理はしない……とはいえ、無理でもしなきゃ状況は変わらないだろ」

　遊馬も肩で息をしながら周囲を見渡した。消耗していたのは遊馬たちだけではない。プロの魔装士部隊ですら戦線を維持できなくなっていた。

　圧倒的な数の暴力。そんな状況下にだめ押しをするように、空を巨大な影の群れが覆う。

　ドラゴンだ。火球が次々と空から降り注ぎ森をあっという間に焼いていく。緑豊かな森林地帯のあちこちから悲鳴のように火の手が上がった。

「どうやらこの森はここまでのようですわね。後退命令が出ましたわ」

　エリザが冷静な口調で遊馬に告げた。今のエリザは草くさ壁かべのようなクールさで、まさに魔装士協会のエージェントの顔つきだった。

「ここで後退して……どうなるんだ？」

　ドラゴンの火球が地面に炸さく裂れつするたびに、木々の合間を熱風が駆け抜けていく。呼吸するだけで肺が焼けただれてしまいそうな熱気によって、森は焦土化しつつある。

「次がラストチャンスですわね。まるで津波や地震や台風でも相手にしているみたいですけれど……正直、悔しいですわ」

　モンスターたちが自然現象的に人類排除のためにこうした動きをしているのであれば、止めるにはモンスターのすべてを倒さなくてはならない。「塔」の支配権をかけて、人類とモンスターの殲せん滅めつ戦だ。正面からやり合うには魔装士側は圧倒的に数が足りなかった。

「俺おれたちに……勝ち目はないのか？」

　ディーの手を取って遊馬あすまも撤収地点へと後退を始める。思わず弱気が口をついた。森は炎に焼き尽くされ、隠れる場所すら遊馬たちから奪おうとしている。

　爆撃機よろしくドラゴンの群れは後退する魔装士たちに炎を浴びせ始める。精度は低いが、ドラゴンたちは高々度を飛翔しているため、地上からはとうてい反撃できる距離ではない。

　さらに燃え尽きた森の向こうで粉ふん塵じんが舞っていた。次のモンスター地上部隊が敗走する魔装士部隊に追っ手を差し向けようとしているのだ。

「……遊馬。ディーを使って」

　ディーは遊馬の手をきゅっと強く握った。

「使うって……まさか、あの力か？」

　遊馬は眉まゆをひそめる。併走していたエリザが冷たい口調で告げた。

「奥の手があるにしてもここは全力で撤退ですわ。命令違反は許しませんわよ」

　ディーは首をふるふると左右させて、エリザに告げる。自分の意志で。自分の思いを。

「……ディーはこれからも遊馬や桂けいやさつきや、エリザとも師匠とも一緒にいたい。だから……ディーを信じて。遊馬はＵＦＯキャッチャーが得意だし、桂はお料理が得意だよ。ディーも得意なところでみんなのために……力いっぱいがんばるよ」

　決意があった。小柄で抱きしめれば折れてしまいそうなディーから、並々ならぬ強い意志の力がわき上がっている。遊馬は胸を打たれた思いがした。

（――ディーは……成長してるんだ。俺が思ってるよりも、ちゃんとしっかりと女の子として……人間として強くなってるじゃないかッ!!）

　エリザの表情から厳しさが薄れていく。

「それは……そうですわね。ちゃんと約束してくださるなら許可いたしますわ」

「……約束？」

「自分一人を犠牲にしてみんなを守ろうとか、そういう正義感や自己犠牲はなしですわよ。ディーさんがいなくなって悲しむ人はたくさんいますもの」

「……うん。約束するね」

　ディーはこくっとうなずいた。

　爆炎が魔装士側の退路となった疎そ林りんでいくつも火柱をあげている。一刻の猶ゆう予よもない。

「……だから遊馬……力を貸して」

　怖い。遊馬の手が震えた。自分が殺される怖さとも違う……下へ手たをうてば何もかも失ってしまうような恐怖感。遊馬あすまにとってディーの本当の力は、どうしようもないくらいに怖くて、辛つらくて、心が消えてなくなるほどに恐ろしいものだ。

　両親や多くの人間をこの世界から消し去った……忌いむべき力。思い出すだけで目をギュッと閉じて耳をふさいで、その場にしゃがみこんでしまいそうになる。

　引き金に指をかけるだけで、遊馬の心は押しつぶされそうだ。

「……大丈夫だよ。遊馬なら……できるから」

　ディーにとっても遊馬と同じように、できることなら使いたくない忌むべき力。それはディーの魔装具としての機能そのものといえた。使えばディーは自分が女の子ではなく、兵器なのだと再確認することになる。遊馬とディー、二人にとってそれは侵しがたい禁忌だ。

　それでもディーは遊馬の手をぎゅっと握った。ディーの覚悟が手のひらを通して遊馬にも伝搬した。

「わかった………………やろう。ディー」

　遊馬も決心を固めた。ここでモンスターの軍勢の攻勢にくさびを打ち込む。それができるのは自分たちだけなのだから。



　疎そ林りんの真ん中に遊馬とディーは立っていた。空爆部隊のドラゴンたちはそんな二人の頭上を素通りしていく。空を行く爆撃ドラゴンは編隊を組んで統率された動きをしていた。たった二人だけあぶれた遊馬たちなど眼中にないらしい。

「俺おれら二人の相手をするよりも本隊を攻撃した方が効率はいいんだろうが……そいつが間違いだってことを教えてやる」

　遊馬とディーに追撃の地上部隊が迫りつつあった。大小合わせて数千……下へ手たをすれば万単位のモンスターたちだ。イノシシや狼おおかみ。巨大な蛇に象など。この疎林周辺のモンスターたちは遊馬にも見覚えがある動物に近い。それらが牙きばを剥むき二人を呑のみ込むように大挙する。

　遊馬が拳けん銃じゆうを構え、ディーがそっと手を添える。バックルに仕込んである魔力カートリッジは使わず、遊馬は自分の魔力をディーと同調させた。

「……今度はちゃんと、制御できるよ」

「一発ぶち込んだら即、撤収だ」

　遊馬はゆっくりと引き金を引いた。全身の力が抜ける。が、耐える。グッと歯を食いしばり、倒れてしまわないように地面に足を踏ん張って前を見据えた。一歩でも引き下がれば撃てない……そんな気がして遊馬は向かい風にあらがうように前傾姿勢気味になる。

　ディーは魔力の制御に神経を集中させた。

　銃口に魔力が集まり、集約し、凝縮し、何かが崩壊する。その崩壊のエネルギーが遊馬とディーの切り札だった。

　銃口から漆黒の球体が放たれる。それはモンスターの群れの中心点で……爆はぜた。

　地面もろともモンスターの群れを吸い込みながら球体は爆発的に広がっていく。



　その闇やみよりも深い「黒」は、空間を蝕むしばみ消滅させる。



　黒い球体は渦巻くようにうねりながら広がったかと思うと、一点に集約するように縮小し……消えた。視界がクリアになったところで、遊馬あすまは目の前に「黒」が残した光景に恐怖する。

「なんだよ……これ」

　喉のどがからからに渇いていた。絞り出すように遊馬は呟つぶやく。

　自分がしたことだと信じることができない。まるで嘘うそのようだ。馬ば鹿かげている。

　一瞬にして大群は消えたのだ。

　大群だけではない。疎そ林りんの草木も何もかもがごっそり削り取られたようになくなっていた。残ったのは遊馬とディーと直径数百メートルにも及ぶ巨大なクレーターだけだ。

　ディーと自分の魔力が組み合わさることで、ここまでの破壊力を発揮する。今はそれに頼るしかなかった。

　手が、足が……肩が……指先が……遊馬の意志を受けつけずに勝手に震え出す。大きすぎるものを背負っていると自覚した途端、遊馬はプレッシャーで心が圧壊しかけた。

　震える手を握る少女の存在が、なんとか遊馬の心をつなぎ止める。遊馬はディーの小さな手にすがるようにぎゅっと握り返す。

（――こんな無む茶ちや苦く茶ちやな力を背負うには、ディーの背中は小さすぎないか？　俺おれが……代わりに俺が背負ってやらなきゃいけないんだ……なのに……怖くて……俺はッ！　俺はッ!!）

　決意の想おもいだけでは支えきれず、脱力感で遊馬は地面に膝ひざをついた。意識に肉体が追いつかない。

「……遊馬。大丈夫？」

「ああ……問題ないぜ。ちょっと立ちくらみがしただけだ」

　呼吸を整えてから立ち上がり、ベルトのバックルのレバーに手をかけた瞬間……遊馬は動きを止めていた。

　先ほどドラゴンの爆撃で燃やし尽くされた森の方から、ひときわ巨大なドラゴンが姿を現した。まるでその姿は甲こう羅らを背負っていない亀かめのようだ。レベル７地域を闊かつ歩ぽしていたであろうそのドラゴンだが、遊馬はそれに気け圧おされたわけではない。

　ドラゴンの背に立つ人型のシルエットに息を呑のんだ。

　見間違いだと願ったが、その姿には見覚えがあった。竜人ドラゴニアである。右腕に義手のようなものが装着されていた。大気をコントロールする魔力を用いて冷気を生み出し、氷を自在に操る……プロの魔装士と同等かそれ以上の力を持ち、戦闘力はモンスターとは桁けた違ちがいだ。

「そうか……アレが親玉ってわけだな」

　ディーも視線の先に竜人ドラゴニアの姿を捉とらえていた。エメラルドグリーンの瞳ひとみが見る間にルビー色に染まっていく。

「……遊馬あすま。敵だよ……倒さなくちゃ」

　ドラゴンが今し方できたばかりのクレーターを渡ってきた。遥か後方、クレーターの彼方かなたにまだモンスターの群れは控えている。だが、やってくるのは乗り物代わりな巨大ドラゴンと竜人だけだ。竜人は腕組みしたまま遊馬たちに向かってくる。

「ディー。ここは逃げるぞ」

　ディーの手を取ると遊馬はベルトのバックルについたレバーをガシャン！　と引き絞った。水蒸気が噴き出すような勢いで全身に魔力がみなぎる。万が一を想定していたのだが、この一本だけでは足りないかもしれない。

「……あの時、倒せなかったから……」

「無茶も無理もしない。ちゃんと戻るって約束しただろ？」

　ディーの瞳の色が揺らいだ。ディーの根幹には人命の優先とそれをなすための自己犠牲、そして、未知の脅威の排除がＤＮＡのようにプログラミングされている。

　だからこそ遊馬はディーを戦わせたくなかった。ディーに「自分が兵器である」ということを思い出してほしくなかった。

　ディーの手を握って強引に引っ張る。

「……遊馬……でも……」

「あいつが生きてて、今回の一件の親玉で、攻めてきていたってわかっただけで十分だろ？」

　走るスピードは若干だが遊馬たちに分があった。依然、追撃してくるのは竜人とその乗り物だけである。

「このまま帰還用魔法陣まであいつを引っ張っていけば、待機してる他ほかの魔装士たちと連携して……いや待て、このまま俺おれたちが行けば帰還用魔法陣の場所がわかっちまうのか」

　軽く混乱しつつ遊馬は振り返った。サバンナを肉食獣に追い回されるガゼルの気持ちが、今ならわかる。

　遊馬はケータイ端末を取り出した。さつきをコールする。

「そっちはどうだ？」

『ドラゴンの部隊ならなんとかしたわ。今は怪け我が人を優先して帰還させてるところよ！』

「この前の竜人が犯人だ。あいつが中心になってモンスターの群れをコントロールしてたんだ。で、今まさに追いかけられている」

『つまり迎撃準備を整えておけっていうことね』

「話が早くて助かる！」

　通話を切ると遊馬はディーの手を握りしめて加速するのだった。



　全高三メートルほどの巨大な石柱が並んでいる。その中央に魔法陣が展開していた。次々と魔装士たちが転送されている。

「君たちは学園の生徒だね。先に行くといい」

　草くさ壁かべと同世代くらいの青年魔装士がさつきたちに声をかけてきた。

「そうはいかないわよ！　待ってるやつがいるの」

「命取りになるかもしれないのに……まあいい。ここに来た以上はお互いプロだ。やり方に文句は言うまい……死ぬなよ」

　魔装士はあくまで探求者。探検家であって軍隊のように規律で動いていない。それ故に自由で柔軟……だが、組織的な行動は難しかった。

「手伝えなんて言わないわ」

　さつきはムッとしながら桂けいたちの元に戻ってきた。他ほかの魔装士たちは全員無事に帰還する。負傷者は出たが死者、未帰還者はゼロ。被害は最小限に抑えられた。この結果は遊馬あすまとディーが残ってモンスターの軍勢を倒した功績だ。

　その一番の功労者をきっちり回収しなければならない。

「あっちゃんたち大丈夫かな？」

「ディーさんは心配ですけれど、ケダモノはしぶとそうですから心配には及びませんわ」

「へー。なによ？　いつの間に遊馬の評価があがったのかしら？」

　エリザの微妙な変化にさつきは口をとがらせた。

「別にあげたつもりはありませんけれど……さつきさんこそなんでそんなに気にしますの？」

「き、気にしてないわよ！　ほら、真しん悟ご……あんたも準備はいいわね？」

　斧おのを手にして真悟はうなずく。遊馬とディーは竜人ドラゴニアから逃走中――つまり、戦えない状態にある。そのフォローをして倒すか、逃げるか。なんにせよ、相手が強力だということは確かだった。

　真悟はスウッと息を吸い、吐く。呼吸を整え戦いに備える。

「せっかく敵のボスが独りでのこのこ来るんだし、あたしたちでやっつけてやりましょ？」

　意気込むさつきだが、桂は小さく首を左右させた。

「そうしたいのは山々だけど、安全が最優先だよさつきちゃん」

　桂には竜人とまともに戦う自信がない。竜人は草壁ですら抑えきれなかった化け物だ。

　エリザがゆっくりと弓を引き絞った。

「来ましたわ！」

　遊馬とディーが遠くの岩陰から姿を見せる。その背後に巨大なドラゴンをエリザは視認した。レベル７クラスのドラゴンだが、単体ならエリザの敵ではない。

「集中……集中ですわよ！」

　きりきりと限界まで引き絞りきった弓で、魔力を圧縮し精製した矢を……放つ。空気を切り裂き一直線に矢はドラゴンの頭をぶち抜いた。爆はぜるようにドラゴンが消滅する。その上に立っていた竜人は軽くジャンプすると着地して、すぐさま遊馬たちを追った。ドラゴンに乗った状態よりも速い。

　遊馬あすまは叫ぶ。

「やっぱり俺おれらを案内役に泳がせてたってわけか」

　もう帰還用魔法陣まで百メートルもない。さつきよりも桂けいよりも早く、真しん悟ごが飛び出した。遊馬とすれ違うようにして竜人ドラゴニアに単身挑みかかる。

　思わず遊馬は足を止めた。

「真悟ッ!!　そいつは普通じゃないん……だ？」

　大気がどっしりと重くなり、空気中の水分が一瞬で凝固したかのように遊馬は感じた。冷気が竜人の周囲に広がる。飛び出してきた真悟に対して、竜人は反射的に氷壁を生み出し防御態勢をとった。

　氷の壁が真悟の眼前にそそり立つ。だが、真悟は斧おのを振るった。ざくりと刃やいばが氷壁に突き刺さる。真悟は呟つぶやいた。

「流石さすがに硬い……けど、僕とこの聖十字斧ホーリークロスなら……砕くことができる！」

　真悟が気合いの声とともに斧に魔力を注ぎ込むと、氷壁に亀き裂れつが走り……キィィィィン!　という高周波のような音とともに砕け散った。竜人は目を細める。

　砕けた氷壁の後ろに竜人の姿はない。真悟はハッとしてバックステップすると警戒を強めた。

　砕けた氷は粉のように舞って、濃霧となり真悟を包み込む。視界は白い闇やみに塗りつぶされた。

「みんな魔法陣に急いで！　早くッ!!」

　桂の声に全員が後退した。遊馬もディーの手を握る。しんがりは真悟だ。

「真悟！　ラストを頼む……けど格好つけんなよ！」

「僕は一度死んだ人間だからね。格好をつけるかもしれない」

　遊馬は思わず振り返った。

「一度……死んだ？」

　真悟の身体からだは白い闇の中だ。遊馬もディーの手を取ったまま視界がほとんどなくなっていた。

「こっちだよ！　あっちゃん！　ディーちゃん！　真悟くん！」

　桂の声に導かれて走るのだが、遊馬の身体が突然、全身に鉛を巻きつけられたように重くなる。腰のベルトにセットしたカートリッジの魔力残量が……尽きたのだ。さらに連続使用したため反動で遊馬の身体は内側からボロボロになっていた。

　麻酔が切れたように全身に痛みが走る。出したくもないのに声を上げなければ耐えきれそうにない痛みだった。

「ううッ！　い、痛く……なんかねぇ。こんなもん……どうってことあるかぁッ!!」

「……遊馬。もうちょっとだよ」

「ああ……わかってる。わかってるんだ……クソッ！　動けよッ！　動いてくれよッ!!」

　足がコンクリートで固められたように動かない。

「……ディーの元気を遊馬あすまにあげたい……けど」

　ディーから遊馬に魔力をわけることはできなかった。ディーが遊馬に触れるほど、遊馬からごく微量にとはいえ魔力を奪ってしまう。

　ディーはそっと遊馬の手を離した。すかさず遊馬はディー掴つかみ直そうとして……その腕が空をなぐ。手のひらからディーの感触が消えてしまった。白い闇やみの中、探そうにもどこに向かって手を伸ばせばいいのか遊馬にはわからない。疲労感で方向感覚も失いつつあった。耳を澄ませても音が遠く感じられる。かろうじて桂けいの呼び声だけはわかった。

　魔力カートリッジの副作用で遊馬の五感は機能を失いつつあった。

　息苦しい。自分が今、立っているのかどうかすら遊馬は判断できなかった。天地左右もわからず、視界もぼやけている。

　急に、遊馬の身体からだは浮遊感に包まれた。真しん悟ごが片手に斧おのを携えたまま、もう一方の腕で遊馬の身体を肩に担いだのだ。

「悪い……肝心な時に……俺おれ」

　真悟は無言で帰還用魔法陣の中に滑すべり込むと、そのままうつぶせになって倒れる。遊馬の身体も魔法陣の中に放ほうり出された。

　遊馬自身も倒れたまま、なんとか顔を真悟の方に向ける。

　自分をここまで運んでくれた真悟の背中には無数のつららが突き刺さっていた。

「真悟くんしっかりして!!」

　桂が駆け寄り悲鳴を上げた。うかつにつららを抜けばそこから出血するかもしれない。今は一秒でも早く帰還して医療チームに真悟を診みてもらうのが先決だった。

　遊馬はただ、その光景を眺めていた。指先を動かすことすらままならない。

　さつきは魔法陣の中を見回した。ディーがいない。

「ディー！　どこなのッ!?　隠れてる場合じゃないわよ」

　さつきの声に合わせるようにスッと影が魔法陣の前に立った。白い霧が一瞬で晴れ渡る。

　影は……竜人ドラゴニアだった。その隣にディーが立っている。ディーの手足は魔力の氷で固められ拘束されていた。獲物を自慢するように竜人は口元を緩ませ笑う。

　桂は刀を抜き払った。竜人も冷気を自身の右腕――義手に集約して氷の刃やいばを生み出す。だが竜人の切っ先は桂にではなく、隣に立つディーの首もとに向けられた。

　竜人には人質を取る理性があるのだ。状況は最悪に近い。

「……みんな……逃げて」

　青い泡が魔法陣全体を包み込んだ。遊馬たちを守るように包み込む。

　が、先ほどの「黒」の力を使い、ディーの防壁は弱々しかった。

「ここまで……ですわね」

　エリザの表情が苦虫を噛かみつぶしたようになる。

「待ってエリザちゃん！」

　桂けいの叫びをしっかり聞いて……それでもエリザは帰還用魔法陣を起動した。魔法陣の中に光の柱が生まれ、傷ついた真しん悟ごに意識が朦もう朧ろうとして声も出せない遊馬あすま。それにさつきや桂ともどもエリザの身体からだも光が包み込む。

　……閃せん光こうが止やむと魔法陣の上にはもう誰だれもいなかった。竜人ドラゴニアの隣で呆ぼう然ぜんとしたまま、ディーは空を見上げ、ぽつりと呟つぶやく。

「……よかった……さよなら……遊馬」

　瞳ひとみを伏せてディーはまぶたの裏に遊馬の顔を思い描いた。



　消毒液の匂においで遊馬は目を覚ました。ゆっくり身体を起こす。首をぐるりとさせて周囲を見回す。白い天井に白い壁。窓の外はぼんやり薄暗い。服は制服のままで腰には草くさ壁かべの強化ベルトを締めたままだった。

　自分が医療センターに搬送されたのだと気づくまで、遊馬は十秒近くかかった。まだ頭の中がぼんやりとしている。

「確か『塔』の中で……そうだ、あの竜人に……いや、ちゃんと逃げきれたはずなんだ……ディーは？　ディー！　いるんだろ返事をしてくれ」

　もう一度部屋の中を隅々まで確認した。ディーがいくら小柄とはいえ、隠れられそうな場所はない。ディーが……いない。

「ディー！　どこだ？　隠れてるんだろ？」

　だんだんと遊馬の声に力がなくなりだした。うすうす遊馬自身も感づいている。

　ディーを独り「塔」に残してきたのだ。罪悪感がわき上がり、遊馬はいてもたってもいられずベッドから飛び出した。

　病室のドアを開け廊下に身を乗り出すと、冷たい声に呼び止められる。

「どこに行くつもりですの？」

　病室前の壁に背中を預けるようにしてエリザが立っていた。

「状況を教えてくれ！　どうなったんだ!?」

「がっつく男はますますアニマルですわね」

「ふざけてる場合じゃないんだ」

「なら教えて差し上げますわ。ディーさんは……ＭＩＡ。作戦行動中行方不明という扱いになりましたわ」

「行方不明……だと？」

　遊馬の身体から力が抜け落ちる。

「協会はディーさんの破棄を決定しましたわ。敵に利用される恐れがある……破壊も視野に入っていますわね」

「破壊……待てよ！　待ってくれ！　なんでそうなるんだ？　ディーのことを捜しに行って、助けてやらなくちゃならんだろう！　行方不明だなんて……エリザだってディーがどこにいるかくらいわかってるだろ！」

「これは正式な協会の決定事項ですわよ」

「あの竜人ドラゴニアを倒せば侵攻だって止められるしディーも取り返せるんじゃないのかッ!?」

　遊馬あすまの叫びが病院の薄暗い廊下に響いた。

「どうやって倒しますの？」

　エリザは冷たい口調を崩さない。

「どうやって……それは……まだ考え中だ」

　そう応こたえるしかない自分の弱さを遊馬は呪のろう。エリザは吐息混じりに続けた。

「それに『門』も封鎖の準備が始まっていますわ」

「まだレベル３地域まではこっちの陣地なんだろ？」

「そうですわね。けれどこれも決定事項。助けに行こうだなんて思わないことですわ。プロの魔装士も出入り禁止ですもの。協会の関係者でもない限りは……」

　ずっと冷たい口調でいたエリザだが、青い瞳ひとみがゆらぎだす。

「わざわざそれを言うために待ってたのか？」

「ええ……協会のエージェントの義務ですもの」

　エリザは下唇を噛かんだ。

「さつきと桂けい先輩は？」

「さつきさんとお姉様はもちろん無事ですわよ。わたくしはひどく嫌われてしまいましたけれど」

　ディーを見捨てるという判断を下したのはリーダーのエリザだ。そうでなければ今頃全滅していたかもしれない。

　遊馬の頭の中が少しだけスッとクリアになった。

「そうか。そうでもしなけりゃ、みんなやられてたんだな。真しん悟ごは……そうだ、あいつは俺おれをかばって……無事なのか？」

　おぼろげな記憶だが、真悟は背中に致命傷を負っていた。ディーのことで頭がいっぱいだった遊馬だが、冷静になるほど背筋が痛いくらいに冷たくなる。

　エリザは遊馬の質問に首を左右させた。

「それが……わかりませんの。真悟は医療センターにはいませんわ。あれから連絡もつかなくて……し、心配はしていませんけれど……」

　心配していない……なんて口にする人間の顔ではなかった。今にも泣き崩れそうなエリザに、遊馬は小さく息を吐く。

「素直じゃないんだな」

「わ、わたくしは常に自分の欲望に忠実ですわ！」

「なら、一緒にディーを助けてくれ。協会がなんて言おうと関係ない。俺一人じゃ……正直どうすることもできないんだ。力を貸してくれ」

「そ、そそそそのつもりでこうして待っていましたの」

　エリザの表情がかすかにやわらいだ。

「とりあえず他ほかに協力してくれそうなのといえば……草くさ壁かべだな」

「会ってどうしますの？　あの男は入院中の役立たずですのに」

「まだラボに秘密兵器を隠してるかもしれんだろ……で、協会にはいいのか？　背信行為ってやつになるんじゃ……」

「好きな女の子を救えないくらいなら、協会なんてこっちから辞めて差し上げますわよ！」

　エリザはスッと遊馬あすまに背を向けた。

「真しん悟ごのこと、こちらでも捜してみますわ」

「あいつ、大おお怪け我がしてたよな。あの傷はいくら医療センターの治療技術があっても、数時間でどうこうできるもんじゃないだろうし……」

「身体からだが動く限りは手伝っていただきますわよ！　男なんてそれくらいにしか役に立ちませんもの」

「ドＳだな……」

　長い廊下をエリザはまっすぐに歩いていく。遊馬は自分がいるフロアを確認した。草壁の病室は……となりの個室だった。



「あまり廊下で声を上げて話さない方がいいですよ。他の患者さんにも迷惑ですし、秘密の計画が漏ろう洩えいしまくりです」

　相変わらず包帯でぐるぐる巻きになったまま、草壁は普段通りの口調で遊馬に忠告した。

「悪かったな。俺おれはエージェント向きな秘密主義者じゃないんだ」

「確かに厳島いつくしま君ではエージェントは務まりませんね。それにエリザも失格です。感情に流されるなんて……若いですね。私はまぁ……協会を欺あざむくくらい簡単ですからどんな違法行為もばれずに隠いん蔽ぺいするくらい簡単なんですよ。教師の次にエージェントは天職でしょうね」

「ずいぶんとおしゃべりだな」

「入院生活は退屈なもので。さて……事情はだいたい把は握あくしています。秘密兵器の件は残念ながらもう打ち止めです。先ほど二人が来たのでプレゼントしました。女の子にプレゼントするなんてずいぶんと久しぶりのことです」

「二人って……さつきと桂けい先輩か？」

「はい。管理用の私の協会エージェントパスまで要求されました。貴方あなたが回復したらすぐにでもディーさんを助けに行けるよう準備を進めているみたいですね」

　まるで何でも知っていると言わんばかりの草壁に遊馬は確認する。

「真悟がどこにいるか見当はつかないのか？」

「ラボから預かったのですから、きっとラボでしょうね。それくらいはエリザも気づいていますよ」

　軽く咳せき払ばらいを挟んでから草壁は目を細めた。

「さて、厳島君。ベルトにはどんな副作用がありましたか？」

「六発目の効果が切れた途端に身体が動かなくなった」

「そうですか。お酒と一緒で飲みすぎると悪酔いするみたいですね。私の魔力は……」

「おかげでひどい目にあった。いや、あれがなければもっとひどい状態だったかもしれん」

「ｉｆの話はやめましょう。きりがありませんからね。カートリッジはありますか？」

　ベルトのバックルには空になった魔力カートリッジが刺さったままだった。遊馬あすまがレバーを引くと弾はじけるように飛び出す。排はい莢きようされたそれを遊馬はキャッチした。

「貸してください。私自身も少し回復したので……気合いを注入しておきましょう」

　遊馬の手からカートリッジをつまみあげると、草くさ壁かべは魔力を込めた。カートリッジに装着された魔力結晶に草壁は魔力を満たす。病室の窓にかかっていたカーテンがぶわっと揺らめいた。一瞬だが草壁が発した魔力のエネルギーに遊馬は半歩下がる。エージェントの力は伊だ達てじゃない。

「五発分……ですかね。六発目で副作用が出たので、セーフティーゾーンいっぱいまで魔力を入れてあります。強力ですよ」

　熱を帯びたカートリッジを遊馬は草壁から受け取った。

「あんたのことだから、てっきり俺おれたちを止めると思ってたんだが」

「止めても行くのでしょう」

「もちろんだ」

　短いやりとりをしてから遊馬は草壁に背を向け歩き始めた。ディー救出の道を……。



　ディーは漆黒の闇やみに浮かぶ月を見上げていた。しゃがみ込む。

「……遊馬」

　ぽつりと呟つぶやいた。普段なら今頃は遊馬の部屋に遊びに行っている時間だ。時々、しつこくすると遊馬に追い出されてしまう。

「……遊馬……大丈夫だよね……元気になったよね」

　ディーは氷でできた鳥かごの中にいた。結晶のような幾何学的に伸びた氷の枝が、組み合わさってディーを閉じ込める檻おりになっている。

　檻は巨大なドラゴンの背中に氷で固定されていた。ディーの視線の先……ドラゴンの頭の上に竜人ドラゴニアが立っている。夜の間もモンスターたちを従えて行軍は続く。

　遊馬たちが元の世界に戻ってから数時間が経過している。竜人は帰還用魔法陣を起動しようとしたのだが、操作方法がわからずに結局破壊してしまった。壊したというよりも、竜人の魔力に人間の装置が許容限界でオーバーロードしたという雰囲気だった。

　ドラゴンの首を橋のように渡って竜人が背中の檻までやってきた。氷の檻の中で座り込んだディーをじっと見つめる。ディーの瞳ひとみが赤く染まった。

　見つめ合う。竜人からの言葉はない。どしん……どしん……と、巨大なドラゴンの足音だけが響く。ディーは目をそらさなかった。竜人もそんなディーを見下ろしている。

　三十分ほどその状態が続いたところで、不意にディーの頭の中に声が響いた。

「こう……か。ふむ。どうだ。聞こえているな？」

　ディーは恐る恐る声に出す。

「……聞こえる」

　竜人ドラゴニアの口は動いていない。

　ディーは一瞬戸惑ったが、それを悟られまいと竜人を睨にらみ返す。

「驚くことはない。直接そちらの魔力結晶に語りかけているだけだ」

　ハッとしてディーは自分の胸のあたりに手を添えた。

「安心しろ。破壊するつもりならとうにしている。さて、娘よ。質問だ。お前はなぜあの者たちに味方する」

「……あの者？」

「そう。我が右腕を消し去ったあの力を持つ者だ」

「……遊馬あすまだよ」

「遊馬というのか」

「……ディーはディーだよ」

「我はリュート。戦士だ」

　竜人と意思の疎通ができることにディーは少しだけ警戒を解いた。瞳ひとみの色もエメラルドグリーンに戻る。こうして会話できることにディーはほんの少しだけ希望を抱いた。

（――お話できるのは重要だよ。誤解が解けるかもしれないから。ディーは遊馬と触れ合って、お話しして……遊馬にごめんなさいして……遊馬はそれでも一緒にいてくれるって約束してくれたから。お話できるってすごいことだよ）

　ディーは自分が剣や銃のような武器型魔装具だったら、遊馬たちと今のような関係を築けなかったと思う。

「娘よ……いや、ディーよ。なぜ我らと敵対する」

「……遊馬を守るのがディーの役目だから、遊馬をいじめたらディーは怒るよ」

「ふむ。そういうことか。その偽いつわりの肉体に封じられ、そう思い込まされているのだな」

　竜人――リュートの語り口は淡々としている。抑揚がないというよりも感情がこもっていない。

「……ディーをどうするの？　壊すの？」

「我が同胞となれ」

「……嫌だよ」

「条件を出そう。もし協力すればその偽りの肉体を本物に変えてやろう」

「……本物？」

「そうだ。人間にしてやろう」

　ディーは耳を疑った。

「……人間？　本当に……本物の人間になれるの？」

「そうだ。人間だ」

　驚きと不安。二つの気持ちがディーの中で膨らんだ。そもそもリュートの仲間になるなどディーには論外なはずなのに、ディーは迷う。

（――人間になったら、もっともっと遊馬あすまと……みんなと仲良くなれるよね？　それに遊馬と触れ合っても……遊馬から魔力を……命を奪わなくなるから……）

　ぶんぶんと大きく頭を左右に振ってディーは迷いを振り払う。

「……ディーは魔装具だから、人間には……なれないんだよ」

「お前たちは容易に世界を跳ぶ術すべを持つようだが、我らには我らの長たけた力がある」

「……………………」

「どうやら興味はあるようだな」

　リュートは目を細めた。

「……もっと、遊馬たちと仲良くできない？　喧けん嘩かはだめだよ。喧嘩しないなら、ディーはリュートのお友達になってもいいよ。人間になりたいけど……ディーは遊馬と一緒じゃなかったら、人間になる意味……ないから」

「そちらにばかり都合のいい提案だな」

「……わかってるよ」

「その提案は却下だ。弱き者は滅びるだけだ」

「……弱くないよ」

「それはディー。お前がいるからだろう」

「……遊馬は強いよ」

　ディーの瞳ひとみが再び赤く染まった。

「我に協力すれば人間にもなれるというのに」

「……証拠がないから、信じないよ……ディーは……協力しない」

　リュートは口元を緩ませた。

「すでに協力はしてもらっている。お前がこちらにいれば、彼らは必ず助けに戻ってくるだろう。その時こそ人間の世界を跳ぶ力を見極めて……あちら側に攻め入ろう」

　抑揚なく常に淡々とした語り口のリュート。脅そうとするわけでもないところが、逆にディーの心をかき乱す。

「……あちら側……だめ。それは……だめ」

　ディーはガタガタと身震いした。モンスターたちが虹にじ浦うら市に流れ込み、暴れて街も人もなにもかも無む茶ちや苦く茶ちやにされると思うと……耐えられない。

「この世界にやってきて好き放題してきたのは人間も同じではないか？　我も狩りはする。こうして使役もする。だが飽いている。あちら側が見たい。知りたい。あちらにはもっと強力なものがあるのだろう」

　ディーは首を左右させた。

「……そんなの……ないよ」

「まあいい。ディーは我が同胞だが……従わぬというなら従わせる術もある」

　リュートは氷の檻おりの向こうから手を伸ばした。その手は檻をすり抜ける。氷の格子など最初からないように、スッとリュートはディーに近づいた。

「抵抗すれば苦しむことになる」

　リュートの義手となった右腕がディーの胸に添えられた。ディーは声を発することもできない。胸が熱い。目を開いているはずなのにディーの視界は白んでいった。

　消える。消えていく。遊馬あすまたちと行ったキャンプの夜が消える。

　手の中から、指の間から滑すべり落ちる砂のように思い出がこぼれていく。

（――だめ。消えないで。大切だから。なくならないで。なくなったらディーは……ディーはディーでいられなくなるから！）

　みんなで旧校舎の部屋を大掃除したことも。プールに行ってバタ足の練習をしたことも。遊馬にＵＦＯキャッチャーでぬいぐるみをとってもらったことも、料理がうまくできなかったことも。

　うっすらとした白い闇やみの中に消えていく。

「……あ、す……ま」

　ディーの意識は言葉とともに途切れた。



　旧校舎前に遊馬がやってくると、そこには桂けいとさつきの姿があった。二人とも制服姿だ。

「やっと来たわね。遅かったじゃない？」

　顔を合わせるなりさつきはムッとしながら遊馬に詰め寄った。

「一刻も早く行きたいんだけど、エリザがいないと神殿には近づけないのよ」

「そうみたいだな」

　さつきは右足を軽くあげて片足立ちした。金属製のアンクレットが両足に装着されている。草くさ壁かべから話を聞いているため、遊馬も察する。

「ただのアクセサリーってわけじゃなさそうだな」

「草壁先生からうばっ……借りた秘密兵器よ。効果は脚力アップってところね」

「あっちゃん見て！　お姉ちゃんは籠こ手てだよ！」

　桂は手首から肘ひじ近くまでカバーするアームガードを装備していた。さつきのアンクレットにも桂のアームガードにも高純度の魔力結晶がはめ込まれている。

「即席で装備して大丈夫なのか？　同調率は時間をかけてあげていくもんだし」

　桂が笑顔で遊馬の不安を払ふつ拭しよくした。

「それが大丈夫みたいなの。ラボで前にやった同調率テストの結果をプログラムしてあるんだって。魔装具の技術も日々進歩してるんだね」

「桂先輩。それ……使いこなせるのか？」

「先輩はなしだよあっちゃん！　大丈夫だから。ディーちゃんを助けてあげようね！」

「もちろんだ。二人とも頼りにしてるぜ」

「あんたが頼りにならないんだから存分に頼っていいわよ。大船に乗ったつもりでいなさい！」

　さつきが親指を立てる。アホ毛まで器用にサムズアップのような形になっていた。

「お、俺おれだって強化アイテムは再チャージしてもらったんだ。戦力外にするな！」

　頼りになる仲間は二人だけではない。

「あとはエリザと真しん悟ごか……」

「真悟くん大丈夫かな？」

　桂けいが吐息混じりに呟つぶやいた。動けなくなった遊馬あすまを抱えて脱出させてくれたのは真悟……だが、その時に背中に受けた傷はかなり深い。

「きっと大丈夫だ。真悟のことだから、きっと何もなかったように涼しい顔で出てくるさ……けど、あいつが無茶してるようなら」

　一緒には行けない。と遊馬が口に出さなくても桂はうなずいて遊馬の意見に同意した。

「真悟ばかり頼りにするなんて心外ですわね。わたくしというものがありながら！」

　廊下の柱の陰からひょっこりエリザが姿を現した。エリザ独りだけだ。桂もさつきもエリザに怒る素振りはみせない。それどころか歓迎ムードだ。

「やっぱりエリザちゃんもディーちゃんが心配だったんだね？」

「あのまま逃げっぱなしだとは思ってなかったわよ」

「もちろんですわ。けれど……」

　エリザの声のトーンが下がる。

「真悟は見つからなかったのか？」

「ラボにいるような気配はありますけれど……今は一刻を争いますわ。いつわたくしのＩＤが失効されてもおかしくありませんもの。車の用意もしましたし、出発いたしましょう？」

　真悟のことも心配だが、遊馬はうなずくとぐっと拳こぶしを握った。



　転送神殿には警備らしい警備の人間もいなかった。入り口は封鎖されていたのだがエリザのＩＤで易やす々やすと門が開く。転送門のシステムもきっちり生きていた。

　エリザがコンソールを操作してレベル３地域に転送先を設定する。

「行きますわよ」

「準備はできてるぜ」

　桂もさつきも遊馬の声にうなずいた。設定を終えてエリザも魔法陣の上に乗る。ほどなくして光の柱が四人を「塔」へと送り込んだ。

　遊馬たちを包んでいた光の柱が消える。平野の草原地帯……だが、様子がおかしかった。遊馬たちの出現地点をモンスターの群れが完全包囲している。狼おおかみやライオンといった肉食獣系モンスターが全方位から牙きばを剥むき、群がるように襲いかかってきた。

「なんてところに転送してくれたのよ」

　悲鳴を上げつつもさつきは蛇姫サーペントを構える。

「あらあら待ち伏せですわね？　けれど、敵を探す手間は省けましたし、ここは一つポジティブにいきますわよ！」

　矢を速射砲のように放ちながらエリザはウィンクしてみせた。

「お姉ちゃんもがんばっちゃうよ！　誰だれが一番たくさんやっつけられるか競争だね？　一番の人にはあっちゃんから肩もみサービスが進呈されます」

　ザクザクと桂けいはライオン型モンスターを切り払っていく。ライオンの牙きばや爪つめは新装備のハンドガードで巧みに受け流し、捌さばいていった。

「おいおい、こんな時になんてのんきな……って、今、明らかにエリザの連射速度が落ちたぞ」

　遊馬あすまの見ていないところでさつきの攻撃速度が倍加していた。

「じゃあ、エリザちゃんが一番だったらお姉ちゃんが肩もみサービスしてあげるね？」

「一等賞いただきますわッ!!」

　エリザは弓を引き絞る。普段なら装そう填てんされる矢は一本だけだが、三本の魔力の矢が生まれた。グッと敵を引きつけてから矢を放つ。三方向に矢は広がり、襲いかかってきた狼おおかみもろとも、まとめて後続の群れを貫いた。

　遊馬はカートリッジを使わない。焦りで遊馬の握った手の中が汗ばんでくる。そんな遊馬にエリザが珍しく微笑ほほえんでみせた。

「うふふ。戦力外すぎて少し同情しますわ」

「あんたは温存してなさい！　こんな雑ざ魚こどもあたし一人で十分よ」

「あっちゃんのことは守ってあげるから！　こういう時は素直に甘えていいんだよ？」

「情けない……俺おれ、すごく情けない」

　エリザ、さつき、桂を頂点とした三角形の陣形。その中心に遊馬は守られる形になった。今は遊馬にとって我慢の時だ。

　攻撃に集中しない分、視野は広くもとうと遊馬は意識した。今まさに襲いかかろうとするモンスターが、その一歩目を踏みだそうとする瞬間を遊馬は逃さない。

　西部劇の早撃ちガンマンのように構え、撃つ。光弾が牙を剥むき桂に向かって飛びかかろうとした狼型モンスターの機先を制した。

　遊馬の魔力弾に吸い寄せられるように、桂は居合抜きを放ち狼の胴体を真っ二つにした。

「右ッ！　桂先輩ッ！　左ださつきッ！　エリザは上だッ!!」

　桂が返す刀で次の狼を切り捨て、さつきはバックステップでライオンが振りかぶった爪から逃れると、即座に蛇姫サーペントを襲ってきたライオンの鼻っ柱に叩たたきつけた。上空から急降下してくるハゲタカをエリザの矢がきっちり打ち落とす。

　このコンビネーションをもってしてもモンスターたちは湯水のように湧わいて出る。

「何匹いようがまとめて相手してあげるわよ！」

　さつきが攻撃のテンポをさらに加速させた。脚力強化のアンクレットによって一陣の風となる。分身しているかのような残像混じりのステップで、華麗に鞭むちを振るいモンスターを次々と倒していった。

「ディーッ!!　いるなら返事をしてくれッ!!」

　遊馬あすまは叫びながら捜す。猛獣の群れをぐるりと見渡した。近場にはいない。

「くそッ！　このままじゃじり貧だ。……いや、ここで俺おれがこいつを使ったら……」

　強行突破……遊馬がカートリッジを使って飛び出せば、モンスターたちの群れをつっきることくらいはできそうだ。

　問題はどちらに向かうかだった。つっきった先にディーがいなければ元の木もく阿あ弥みだ。

　空いている手でケータイを操作しディーにコールする。つながらない。ディーの居場所も端末のＧＰＳには表示されなかった。ケータイをしまうと遊馬はベルトのバックルに手をかける。

「あっちゃん！　ディーちゃんを助けるここぞって時のための力だよ？」

　肩で息をしながら桂けいが訴えた。もう何匹切り捨てたか……桂は途中から数えるのをやめている。

「ディーさんはおそらく竜人ドラゴニアと一緒ですわ。竜人から奪還するには、その力はとっておくべきですわね」

　エリザも矢を放ちながら呼吸を整えた。その瞳ひとみに諦あきらめの色などみじんも浮かんでいない。

「雑ざ魚こばっかりね！　楽勝よ！　楽勝なんだから」

　さつきはいちだんと攻撃速度を上げた。

　遊馬はディーの名前を呼び続ける。精一杯叫ぶ。

「ディーッ！　どこだッ!!　返事をしてくれッ!!」

　迫ってくるのはモンスターばかりだった。ディーから遠のいているようにすら思える。

　遊馬は祈った。ディーが見つかることを。だが、どれだけ捜しても、目をこらしてもディーの姿はどこにもない。

　捜しに行こうにも身動きがとれなかった。桂もさつきもエリザも防戦に手いっぱいだ。

　遊馬はベルトのバックルに手を添えた。レバーを握る。

「まだ、早いんじゃないかな？」

　青年の声に制止されて遊馬はレバーから手を離した。声に耳を傾ける。

「遅れてごめんね」

「真しん悟ご……なのか？」

　遊馬は天を仰いだ。声は天から降ってきたのだ。

　光の柱とともに遊馬の頭上から影が舞い降りる。声の主は大地に降り立つと同時に巨大な斧おのを掲げた。

　光の柱を後光のように背負う姿に、遊馬の背筋がブルッと震える。仲間のピンチに満を持して登場するなんて、かっこよすぎる。

「真悟……お前……どうやって!?」

「細かいことはあとにしよう。こういう状況下なら僕の出番だからね」

　三角形のフォーメーションから一つの点が飛び出した。新たな頂点……真悟は斧を無造作に振るう。それだけで衝撃波が生まれ、狼おおかみ程度の中型モンスターは枯れ葉のように吹き飛んだ。斧おのはサイや象やカバほどの巨獣も易やす々やすとなぎ払う。

「きっとこっちだよ。感じるんだ」

「感じるって……」

「ある意味では、僕の方が遊馬あすま君よりもディーちゃんに近い存在だからね。遊馬君……僕を信じて」

　導くように真しん悟ごは包囲網を斧で分断し、道をつくっていった。

「あら、やりますわね男のくせに」

「チャンスよ！　ほら遊馬、ぼさっとしてないで……ディーはあんたのことを待ってるんでしょ？」

「あっちゃん！　真悟くんがつくってくれた道だよ！」

　仲間たちのまなざしに遊馬は深くうなずいた。

「行こう……みんなでディーを迎えにッ!!」

　モンスターの群れを蹴け散ちらしながら五人は進軍を開始した。



　動物型モンスターのゾーンを抜けると、より強力なドラゴン型モンスターの一団が遊馬たちの前に立ちふさがった。だが、真悟の快進撃は止まらない。

「真悟、お前……身体からだは大丈夫なのか？」

「僕は一度死んだ人間だからね。あの程度じゃ死なない。何度だってよみがえるよ」

　真悟がドラゴンの首を斧ではね上げる。硬い鱗うろこも真悟にかかればまるでスポンジのようだった。ほとんど真悟一人でドラゴン二十体を倒しきる。草原が静まり返った。真悟に挑むモンスターがいない。

「ちょっと……あんた本当に生徒なの？」

　さつきは真悟の強さに目を皿のように丸くさせる。遊馬とディーの組み合わせはある意味特別というか別格だが、二人が力を使うにはいくつか条件が揃そろわなければいけない。

　だが、真悟は単騎でドラゴンを易々と倒す。プロのトップクラス……その戦闘力は草くさ壁かべと同等か、もしかすればそれ以上かもしれない。

　遠巻きに動物型モンスターの群れが遊馬たちを監視していた。不意にできた小休止だ。

「死んだってどういうことだよ」

　真悟は涼やかな表情で応こたえる。

「ディーちゃんは完全な人工物。僕はベースが人間なのさ」

「すまん、言ってる意味がすんなりと理解できん」

　エリザが矢を弓につがえたまま周囲を警戒しつつ口を開いた。

「風の噂うわさで聞いたことがありますわ。ラボ主導で研究された……いえ、そんな非人道的なことが許されるわけありませんわよ」

　エリザの表情が暗くなる。が、気にする素振りも見せずに真悟は続けた。

「僕は生まれた時から心臓が悪くてね……それ以外はごく普通の人間だった。魔装士の才能もなかった……心臓は治る見込みもなくて、本当ならこうしてこの歳としまで生きてはいないはずなんだ」

「心臓の……病気なのか？」

「病気だったんだ。人工心臓の移植手術を受けて今はもう元気だよ」

「人工心臓って……まさか!?」

「僕の胸にもディーちゃんと同じように魔力結晶が埋まってるんだ。傷もあっという間にふさがるし、回復が早すぎるのを不審がられるから、普通の病院にはお世話にならないようにしてるんだ。ただ、ちょっと調整には手間取るみたいでね。ラボが病院代わりかな」

　軽く胸に手を当てて真しん悟ごはいつもの穏やかな笑みを浮かべる。

　遊馬あすまはやっとたどり着けた気がした。



「誰だれかのために死んで、その人の心の中で生きられればいいって思うよ」



　その言葉に嘘うそ偽いつわりがない人間……それが真悟なのだと。

「だから僕は……」

　真悟が口にしかけたところで、遊馬は首を大きく左右させてその言葉を遮った。真悟の肩を正面からがしっと掴つかんでじっと見つめる。

「俺おれは将来パティシエになるし、ディーだって助けるんだッ!!　街のケーキ屋さんになってディーは看板娘だ！　だから約束しろ。絶対に買いに来い。うちの店で毎年バースデーケーキを注文しろッ!!　頼むから自分が死んでもなんて……死んでも思うな！」

「矛盾してるよ遊馬君」

「うるさい！　他ほかにどう言っていいのかわからんのだ！」

「いいね。そんな未来も」

　真悟は軽く噴き出したように笑う。いつも涼やかな表情ばかりだったが、今のは本当に楽しげな笑顔だった。

「俺はお前がいてくれてずいぶんと助けられたし楽しかった！」

「一緒にいると僕も楽しいよ」

「ならずっと一緒だ。正直、お前がいてくれないと困るんだ。さつきとエリザとディーの面倒を俺一人で見るのは絶対に無理だからな」

　はにかんだような表情で真悟はスッと南の空を指し示した。

「もうすぐだよ。ディーちゃんはあの丘の先だ」

　遊馬たちが歩き出すと、それを囲んだまま動物型モンスターの群れも同じように移動を開始した。



　丘を越えた先に巨大なドラゴンがそびえるように遊馬たちを待っていた。甲こう羅らのない亀かめのようなドラゴンの背には透明な氷の檻おりが張りついている。

　じっと遊馬あすまはドラゴンの頭部を見据えた。そこには因縁の竜人ドラゴニアが冷たい視線で遊馬を見下ろしていた。

　ディーはおそらく、氷の檻おりの中だ。

　戦闘が再開された。遊馬たちを取り囲んでいた動物型モンスターの群れが、一斉に遊馬めがけて殺到する。

「あっちゃん……道を開くね」

　桂けいが独り飛び出した。ハンドガードの魔力結晶と刀の魔力結晶を同調させる。刀を鞘さやに納めたまま構える。居合抜きだ。

　桂の全身の魔力が刀身に宿った。

「一刀入魂ッ！　いっけええええええええええええええええええええええええッ!!」

　魔力をぎゅっと凝縮した居合いによる一いつ閃せん。これまでは腕に負担がかかって全力で出しきることはなかったのだが、桂はハンドガードの補助で初めて力を出しきった。

　ディーや真しん悟ごのように特別な力がなくても、遊馬を守れる……守りたい。そんな一心から放たれた斬ざん撃げきは魔力の刃やいばとなって飛ぶと、モンスターたちを切り裂き、遊馬に活路を開く。

「走ってッ！　遊馬ッ!!　あたしたちもすぐに追いつくわ!!」

　さつきに後押しされて遊馬は一直線に竜人の元へと走った。ベルトのバックルに手をかける。

　今が……使うべき瞬と間きだ。

「ディーを檻から出すまで保もってくれよッ！」

　ガシャンッ！　と遊馬はバックルのレバーを押し込んだ。瞬間、赤い煙が遊馬の全身から噴き上がった。遊馬の心臓は早はや鐘がねを打ち呼吸が荒くなる。何もしていないのに汗が噴き出して暑い。全身が燃えるように熱い。

　が、遊馬はお構いなしだった。地面を強く蹴けって走る。

　竜人も異様な遊馬の突撃に気づいて冷気を展開させた。

　遊馬の行く手に冷気が集まる。草原の緑の大地は霜が降りたように白く染まっていった。足を止めようと竜人は試みたのだが、遊馬の迅はやさに凍結が追いつかない。

「ディーを返してもらうぜ」

　遊馬は跳躍した。まるで空を飛ぶように十メートルを超すジャンプで竜人に肉薄し、銃撃を放つ。竜人の眼前に氷の板がせり上がった。

「それがどうした！」

　防がれることも遊馬は予想済みだった。今の攻撃はすべてノーマル射撃……普段の遊馬の豆鉄砲だ。草くさ壁かべから託された魔力はすべて脚力に回している。

　そのまま竜人の頭上を飛び越えると、遊馬は巨大ドラゴンの長い首に着地した。スロープ状の首を下っていけば、その先には氷の檻があるだけだ。

　駆け抜け、近づき、遊馬は氷の格子を左右の手で握り込んだ。ジューッと手のひらから蒸気があがる。手のひらが焼けるように痛む。熱いのか冷たいのかすらわからない。それでも遊馬あすまは魔力を注ぎ続けた。

　手を伸ばせばすぐそこに……ディーがいる。遊馬は涙が出そうになった。一晩も経たっていないのに、ずっとずっと離ればなれだったように思えてくる。

「ディーッ！　今、出してやるからなッ!!」

　ディーは遊馬の声に反応せず、ぼんやりと檻おりの天井を見上げていた。

「帰るぞッ！　ほら手を伸ばせッ!!」

　遊馬が両手にいくら魔力を集めても、氷の格子は溶けなかった。格子の間に腕をぐいっと突っ込んで、遊馬は指先までぴんと張るようにして手を伸ばす。ディーが握り返してくれれば突破口は開ける。そう遊馬は信じていた。

　だが、ここまで近づいて、腕を伸ばして遊馬はようやく気づく。いくら呼びかけてもディーは遊馬に見向きもしない。その瞳ひとみの虹こう彩さいは……くすんだような濁にごった色をしていた。

「ディーッ!!　どうしたんだッ!?　どうしちまったんだッ!?」

　感情がこもっていない……ディーはまるで人形のようだった。

「帰ろう！　ディーッ!!　頼む……頼むから手を伸ばしてくれッ!!」

　遊馬の背後に竜人ドラゴニアが迫る。その竜人めがけ真しん悟ごが斧おのを構えて飛び込んできた。斧を紙一重で避けた竜人だが、真悟の魔力の余波に吹き飛ばされる。真悟が振り下ろした斧はそのまま巨大ドラゴンの首をぶった切った。遊馬が振り返った時には、先ほど駆け下りてきたドラゴンの首がすっぱりなくなっていた。

「お、おい真悟ッ!!　それはやりすぎだッ!!」

「ごめんね。あんまり繊細な動きはできないんだ。あの人型モンスターは僕に任せて」

　そのまま真悟は一度地面に着地すると、吹き飛ばした竜人の追撃に走った。

　遊馬の足下がぐらりと揺れる。巨大ドラゴンの身体からだが消滅し、ボウリングの球ほどもある翡ひ翠すい色いろの魔力結晶に変化した。その背中に張りついていた氷の檻は、ドラゴンが消滅しても健在だった。地面に向かい落下する。遊馬は左手で氷の檻の格子を掴つかみ、右手で銃を抜くと銃口を足下に向けた。魔力を込めてぶっぱなす。

「こんのおッ！」

　氷の檻が地面に激突する寸前で、一度だけふわりと氷の檻が浮き上がった。遊馬の放った魔力弾がジェット噴射のようになって、落下のエネルギーを中和した。

　十メートル以上の高さから落ちることこそ免れたが、それでも氷の檻はがしゃんと音を立てて着地する。檻の中でディーは自分の身体を支えようともせず、墜落の衝撃をもろに受けて檻の格子に身体を叩たたきつけられた。そのままぐったりと床に倒れて動かない。

「……ディー……ぶ、無事か？」

　蚊かの鳴くようなうめき声で遊馬は呟つぶやく。遊馬自身も地面に倒れ伏していた。左手はずっと氷の格子を握り続けたままだ。這はいつくばるようにして右腕を檻の中に突っ込む。ディーは眠ったように静かに横たわっていた。

「……ディー。起きろ……迎えにきたんだ……一緒に……帰ろう」

　遊馬あすまは呼びかける。ディーの顔をじっと見つめて、手を伸ばし声をかける。なんとか遊馬はディーの頭に手を触れることができた。震える手で撫なでる。そしてディーの名前を呼び声をかけ続ける。

　その間、真しん悟ごが竜人ドラゴニアと対たい峙じした。竜人はじっと真悟を見据えると口元を緩ませる。

「ほう。さらに我に近い存在か。あの娘といい……貴様も人間に手を貸すのか」

「心に直接語りかけてくるんだね。でも、相手の心に土足であがりこむのは感心できないな」

「我が名はリュート。名はなんという？」

「真悟だよ。小お山やま田だ真悟」

「真悟よ、同志となるかここで死ぬか。選ぶがいい」

「応こたえはノー。死ぬのもなし。遊馬君と約束したからね……ディーちゃんに何をしたんだい？」

　真悟が斧おのを振りかぶって構える。竜人も両手に冷気を集め始めた。

「記憶の一部を初期化中だ。可能ならばあの娘の力を我がものとする。あの娘……ディーを解析し、近いうちにそちらの世界へと攻め入るとしよう」

「そんな野望を語られたら、阻止したくなるんだけどね」

「止められるものなら止めてみるがいい」

　真悟が斧を担ぐようにしてまっすぐ竜人に挑みかかる。竜人は両腕を氷の刃やいばで包み込むと、真正面から真悟と切り結んだ。刃と刃が冷たい金属音を響かせる。

　その間、さつきと桂けい、エリザの三人は氷の檻おりの周囲に他ほかのモンスターがとりつかないよう必死に守っていた。雑ざ魚こモンスター相手とはいえ、ここまでの連戦に三人の動きは鈍い。

　真悟の斧を竜人は回避せずに受け止めている。真悟が斧を振り下ろすたび、空気が切り裂かれたような轟ごう音おんが響き渡った。竜人は目を丸くさせる。

「なんと……やはり面白い。そちらの世界には貴様のような使い手がいるのだな？」

「あんまり興味をもたれても困るんだけどね」

　真悟は驚異的な読みで竜人の回避する先に斧を振るっていた。

　この読みが外れて斧が空を切った瞬間が、竜人にとっては最大の反撃チャンスだった。

「ふむ。どうやら真悟。貴様は後の楽しみとしておくべきかもしれん。先にあの娘たちから倒すとしよう」

　竜人は真悟の攻撃を受け流しつつ、小さく舌なめずりをした。ほんの一瞬、真悟の視線が桂に向く。竜人は口を開いて笑った。

「あの娘には手を出すな？　とでも言いたげだな」

　真悟の斧が空を切り地面を穿うがった。大地は一面凍りついている。斧の刃がまるで瞬間接着剤で固定されたように、地面に刺さったまま動かない。

「この程度で心を乱すとはな。興ざめだ」

　氷の刃やいばが真しん悟ごの心臓を狙ねらう。咄とつ嗟さに斧おのから手を離し、真悟は身体からだを反らした。だがそれでも避けきれず真悟の身体を氷の刃が貫通する。

「真悟くん……いや、嫌ぁあああああああああああああああああああああああッ!!」

　桂けいが悲鳴を上げる。狼おおかみやライオンと戦いながら、桂は真悟のことも目の端で追い続けていた。桂の悲鳴にエリザもさつきも青ざめる。

　胸を突き抜かれた真悟は苦く悶もんの表情ではなく、穏やかな笑みを浮かべると竜人ドラゴニアの心に、心の声で告げる。

「僕に気を取られすぎだね。あの二人の絆きずなは……簡単に消せやしないさ」

「この期に及んで何を言うかと思えば」

　真悟の胸を貫いた氷の刃が引き抜かれた。

　真悟はスローモーションがかったように、地面に仰あお向むけになって倒れた。

　竜人は細い糸のような目を見開く。

　氷の檻おりの中で自分ではもう動くこともできないはずのディーが、床にちょこんと座り直していた。手を伸ばし、遊馬あすまの手に指を絡める。

「ディー……起きたんだな……よかった……」

「……すま……あ……すま」

　ディーの唇が小さく動いた。

　うつろだったディーの虹こう彩さいに美しいエメラルドグリーンが戻ってくる。



    

  
    
      



    

  
    
      　ディーの方から遊馬あすまの手をぎゅっと握る。遊馬が痛いと感じるほどに強く強く。遊馬もそんなディーの手を愛いとおしそうに握り返した。

「……なんで……遊馬？　もう……会えないって思ったのに」

　ディーは意識を取り戻した。消えかけた記憶が遊馬と触れ合ったことでよみがえる。プールでバタ足の練習をしたことも、キャンプに行ったことも。お買い物も大掃除も赤いリボンの黒猫のぬいぐるみも。大切な思い出はディーだけのものではなかった。遊馬と一緒に共有したものだった。

「……遊馬。立てる？」

「ああ。真しん悟ごが時間を稼いでくれたおかげでなんとかな」

　二人は立ち上がると氷の格子越しにお互いの両手を握り合わせた。次の瞬間、ディーが防壁を発生させた。防壁は氷の檻おりを内側から呑のみ込むように浸食すると、完全に消し去ってしまう。

「……遊馬。今度は……やっつけるよ」

　エメラルドグリーンの虹こう彩さいが揺らめき、ディーの瞳ひとみが見る間に赤く染まった。

「ああ。決着をつける。早くせんと真悟が本当に手遅れになりかねん。桂けい先輩、さつき、エリザ……真悟を頼む」

「わ、わかったよあっちゃん！　こっちの心配はいらないから……がんばって！」

「悔しいけど……ここはあんたとディーに譲ってあげるわ」

　涙をめいっぱいためてさつきはフン！　と強がり鼻を鳴らす。

「今回だけですわよ。目をつぶってあげますから……とっととやってくださいまし！」

　ここまで守ってくれた仲間のためにも。ディーとこれからも、ずっと一緒にいるためにも……遊馬はこの竜人ドラゴニアだけはなんとしてでも倒さなければならない。

　竜人は氷の刃やいばを両手に生成したまま、ゆっくりと遊馬とディーに歩み寄る。すぐに襲いかかろうとはせず、まるで観察するように遊馬とディーの動向をうかがっていた。

「なあディー。ベルトのバックルでガシャン！　とか、そういう方式にはならんのか？」

　ディーはふるふると首を左右させる。

「……これがいまのところ一番いいんだよ」

「いまのところ……って、いや、それ以上は考えるな……俺おれ」

　ディーはそっとかかとをあげると、遊馬のほっぺたに唇を添える。

　ディーの心に竜人が語りかける。

「それが力の源というわけか。やはり我には理解できぬ」

「……好きな人のそばにいると、元気になるんだよ。人は好きな人のために……強くなれるんだよ」

　遊馬は竜人に銃口を向け、ディーが寄り添うように手を添えた。竜人は逃げなかった。

「貴様は人間にはなれぬ。いかにあがこうと、運命にあらがおうと。貴様は凶悪な人間の道具だ」

　ディーの心に竜人ドラゴニアは呪のろいの言葉を吐く。

「……あの約束、嘘うそだったの？　ディーを人間にするって……嘘はいけないんだよ」

「嘘かどうか……真実を知りたければこの世界の先へと進むことだ。我も知らぬ世界の果てまで行き着き、そこで救いのない現実に絶望するがいい」

「……ディーは人間になりたいから。進むよ……遊馬あすまと一緒に」

　竜人はゆがんだような笑みを浮かべた。

　拳けん銃じゆう型魔装具に魔力が満ちた。

　遊馬の引き金にかけた指先が震える。竜人は憎い。が、すぐ近くに桂けいやさつき、エリザに真しん悟ごがいる。制御を少しでも間違えれば……遊馬の指は石のように動かない。

　ディーはそっと、優しく微笑ほほえんだ。

「……遊馬……ディーを信じて。遊馬が助けにきてくれて……ディーはとっても嬉うれしかったから……ずっとずっと、遊馬を信じるって決めたから……だから」

　遊馬の指先からすっと力が抜ける。指先の震えがぴたりと止まった。遊馬はうなずく。じっと竜人を見据えて叫ぶ。

「いいか……避よけるなよッ!!」

　竜人は遊馬の言葉通り避けようともせず、まっすぐに遊馬に向かって歩みを進めた。遊馬にはそれがプレッシャーだった。氷の刃やいばを両腕にまとい、竜人は遊馬に切っ先を突きつける。

　遊馬はトリガーを引いた。首の皮まであと数ミリのところに突きつけられた氷の刃は、砕け散り空気に溶ける。

　遊馬とディーの眼前で竜人は「黒」に包まれていた。

　歪ゆがみ、染まり、竜人の立っていた空間が黒く塗りつぶされる。あっけない。だが、そのあっけなさが遊馬には怖かった。

　しん……と、沈黙が平原を支配した。風の音もない。世界が静止したように静かだった。

　眼前で「黒」は収縮し……最後は小さな黒点となる。

　竜人を呑のみ込んだ「黒」が完全に消えた瞬間、延々と波状攻撃を続けていたモンスターたちは蜘く蛛もの子を散らすように逃げはじめた。まるで呪いが解けたようだ。あっという間に草原からレベル７クラスのモンスターたちは去っていった。

　遊馬とディーはお互いに背中同士をぴたりと合わせてしゃがみ込む。

「あっちゃん！　休んでる場合じゃないよ！　真悟くんが……真悟くんがッ!!」

　傷口を覆っていた氷が溶けて真悟は笑顔のまま顔色がどんどん青白くなっていく。

「や、やばいッ！　救急車ッ!!　つうか帰るぞッ!!」

　ディーの手を取って立たせると、よろよろと遊馬は倒れた真悟の元に歩み寄り背負う。止血の応急処置くらいまともに勉強しておけばよかった……と後悔しながらも遊馬たちは帰還用魔法陣へと急ぐのだった。



    

  
    
      


エピローグ





　夏季長期休業は今日も続いている。太陽は高く昇り日差しは強く、ちょっとでも外に出ようものならあっという間に汗だくになる蒸し暑さだった。

　まるで昨日の戦いなどなかったように、ミーティングルームに遊馬あすまたちは集められた。部屋は机をコの字型に並べて会議モードに模様替えしている。

「今日の課題も自由ですわね！　ずばり、基本的には遊びまくりですわ！」

　入院中の草くさ壁かべは選抜チームに指示らしい指示も出さず、さぼりモード全開だった。

　エリザが意気揚々と黒板の前に立って自分の胸をトンと叩たたく。

「リーダー命令ですわ。今日やりたいことがある人は挙手！」

　スッと遊馬が手を挙げる。

「元気すぎるなお前は。緊張感ゼロっつうか図太いっていうべきか……えっと、俺おれのやりたいことだが、やっぱり普通の訓練をした方がいいんじゃないか？」

「却下ですわね。普通の訓練は夏休みでなくてもできますでしょう？」

　エリザがぐるりとミーティングルームを見回した。さつきが諸もろ手てを挙げている。

「じゃ、じゃあ今日こそ動物園よ！　小動物とたっくさん戯たわむれるの！　うさぎさんがいいわ！　ふわふわもこもこよ？」

「あらん。でしたらわたくしはふわふわバニーちゃんコスプレになればよろしいのですね！　そうすればさつきさんに、全身のふわふわを愛めでていただけますわ！　敏感にならざるをえませんわね」

「……ふわふわ？　敏感？」

　ディーが不思議そうに首をかしげた。遊馬が机からがばっと立ち上がる。

「却下だ！　小動物はさつきと相性が悪いからな。パニックになるとわかっていて行けるわけないだろ」

「何よ！　面と向かって言うことはないでしょ？　あんただってパティシエになりたいわりには美的センス皆無じゃない！」

　遊馬の胸にさつきの言葉の刃やいばがぐっさり突き刺さる。

「おい真しん悟ご！　なんとか言ってやってくれ！　男なら俺の味方をしろ」

　実際に氷の刃がぐっさり突き刺さった真悟だが、紙一重で心臓への一撃は避けていた。普通の魔装士以上に回復力が化け物なため、すっかり傷はふさがっている。

　今日も涼やかな笑みで遊馬の味方をした。

「そうだね。大丈夫だよ。才能がなくたって努力で補えば。遊馬君ならきっと大丈夫だよ……きっとね」

「フォローになってねぇよッ!!　きっとってなんだよ頼むからもっと断言してくれ」

　遊馬が肩を落とした。そんな遊馬の机の前に、桂けいがタウン誌を広げた。

「落ち込んだ時こそケーキバイキングだよ！　ケーキ食べ放題のお店が本土にあるんだって！　都内だからディーちゃんも真しん悟ごくんも大丈夫だよね？」

　真悟はこくりとうなずいた。魔装具は「塔」から離れるほど魔力が落ちてしまうのだが、都内なら十分圏内だ。

　遊馬あすまはうなずいた。これなら小動物が暴走することもないし、心配事といえば虫歯になるかカロリーオーバーになるかくらいで、命の危険もなさそうだ。

「よぉし……ケーキだ！　食ってやる！　食いまくってやるからな！」

　ビシッとさつきが遊馬の顔を指さした。

「ずいぶん自信があるみたいね。なら勝負よ！　ケーキ早食い対決！　あたしが勝つに決まってるけど」

「……食べすぎると太るよ」

「ディー……それは言っちゃだめよ。あんたがちょっと羨うらやましいわ」

　さつきが吐息混じりに肩をすくめる。ディーは大食いだが成長はしなかった。逆に成長できることがディーには羨ましい。互いにないものねだりである。

「では、わたくし自身を生クリームやフルーツでデコレーションすればディーさんにぺろぺろしていただけますのね！」

　エリザの瞳ひとみがキラリと輝いた。瞬間、桂けいが刀の鍔つばを親指で押し上げる。チンッ！　という背筋が寒くなる金属音が、冷房の効いたミーティングルームに響いた。

「エリザちゃん。仏の顔は何度までか知ってるね？」

「え、ええ！　あと一回くらいはセーフティーですわよね？」

　遊馬は椅い子すに座り直すと背もたれに体重を預けて天井を見上げた。まだ夏休みは終わらない。このまま平和に終わりそうにもない。

「……遊馬……ずっと一緒だね……」

　遊馬の隣で少女は微笑ほほえんだ。

「一緒……か。そうだな。ずっと一緒だ」

　まだしばらく、ディーとの約束を守ることができそうだと遊馬は安あん堵どの表情を浮かべるのだった。





〈おわり〉



    

  
    
      


あとがき



　初めましての方は初めまして。お久しぶりの方はお久しぶりです。

　淺あさ沼ぬまです。なんと二巻目が出ました。ありがたや。

　てなわけで今回も本編こぼれ話。

　その一。遊馬あすまの「ちっちゃい猫耳尻尾しつぽのディーが身体からだによじ登ってくる妄想」の元ネタは、テキサス州で交通違反を取り締まっていた警官によじ登る子猫の動画から。あのかわいさは反・則・級！

　その二。真しん悟ごの髪の毛と瞳ひとみの色は、実は口絵カラーイラストのラフができるまで未定だった。エリザが黒髪の小悪魔系なので、その対になる存在ということも考えて天使なイメージで思いきって銀色に。赤青黄色白黒茶色となんだか戦隊モノができそうな雰囲気。

　その三。旧校舎の部室（？）にあったポップコーンカートの元ネタは、大型スーパーのコストコ。なんでスーパーなのにポップコーンカートなんか売ってるんだ!?

　その四。我が家に遊びに来る「ぬけげちゃん」のその後。部屋を掃除すると狙ねらい澄ましたようにやってきて、大量の抜け毛を掃除したばかりの部屋にばらまいて帰っていく。すっかり我が家はぬけげの縄張りになってしまった模様。

　その五。ららぽーとに行くのに渋滞を避けるためＥＴＣを使って高速道路に乗ったら、船橋を通り過ぎて幕張に着いていた。幕張から船橋に引き返す途中で渋滞にはまり三度手間。カーナビもＥＴＣも有効活用できてないッ!?

　そんなこんなありつつも、育成系学園バトルファンタジーラブコメ（長い）の第二弾をお送りいたしました。

　今回は夏です！　書いているのが冬だったから、夏を恋しく思いながら水着とか、白いブラウスが汗で透けるとか、夏でも問答無用で温泉などなど詰め込んでおります。

　ディーちゃんは順調に育っているのですが、心の成長のわりに身体はちっとも成長していません。だが、それがいい。それでいいんです！　魔装具だもの。

　ではでは最後にスペシャルサンクス～～♪

　担当Ｓさま。まさかのスク水エプロンカラー口絵化!?　グッドチョイス！

　ひなた睦月むつきさま。ラフでいただいたエリザのハァハァ顔までかわいいッ！　ずるい！（なにが？）

　そして、今回もまた最後までおつきあいいただけたみなさまに感謝多謝でアリマス！



二〇一〇年一月吉日



淺沼広こう太た



    

  
    
      

　著者

　淺沼広太（あさぬま・こうた）

　　１９７９年５月24日生まれ、東京都杉並区出身。「魔王、はじめました」シリーズでデビュー。「ぼくたちには野菜が足りない」シリーズ、「天使の飼い方・しつけ方」シリーズ（以上スーパーダッシュ文庫）、「みんなのあくあ！」「オトメな文具。」シリーズ（ファミ通文庫）など著書多数。



　イラスト

　ひなた睦月（ひなた・むつき）

　『ぴあきゃろＧ．Ｐ．ＦＤ』『マジスキ』など、ゲーム原画を多く手がける。

　　小説の挿絵は「Ｈ＋Ｐ－｜ひめぱら－｜」シリーズなど。

　　ペンタブ使用歴６年にして初めて『芯』を交換しました。

　　いやー抜けない抜けない…まさかの格闘30分！

　　芯が短くなりすぎてたようで悪戦苦闘でした。

　　次からはもう少し早く交換しようぜ、自分。



    

  
    
      

ディーは人型魔装具です。２



発行日　　２０１０年10月１日

著　者　　淺沼広太

イラスト　ひなた睦月

発行人　　三坂泰二

発行所　　株式会社メディアファクトリー

　　　　　〒１０４－｜００６１

　　　　　東京都中央区銀座８－｜４－｜17

電　話　　０５７０－｜００２－｜００１

　　　　　０３－｜５４６９－｜３４６０



©Kota Asanuma



●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『ディーは人型魔装具です。２』（２０１０年２月28日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。
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